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    　プロローグ　白と黒の衝突


    



    



    　ドレスアップしている男女がホテルの大広間で談笑している。


    　結婚式の二次会みたいな光景だ。


    　しかしその雰囲気は少し違う。良い印象を持ってもらおうと、よそいきの笑みを浮かべている。そんな感じの人がやたらと目に付いた。


    　それもそのはずでこのパーティーでの立ち振る舞いは、今後の人生を大きく変えてしまうかもしれない。だからこそ、礼儀正しくありたい。


    　そう思うのが当たり前の場所なのに、


    「つれないこと言うなよ。もっと話をしようぜ」


    　その男の態度は紳士的とは言い難い。


    　若くて、茶髪で、耳にピアスの穴がある。色の明るいスーツ姿がホストっぽい。そんな男が女性に付きまとっている。


    「ですからぁ。もっと他の人とも、話してみたいのでぇ」


    　女性の拒絶は控えめだ。曖あい昧まいな笑みを浮かべて立ち去ろうとしている。


    　そんな態度に押せば何とかなると思ったのかもしれない。


    「じゃあさ、連絡先交換しようぜ。それならいいだろ？」


    　男はしつこく食い下がる。


    「いや、そのぉ……。それは、ちょっと……」


    　女性はあくまでも柔らかい物腰で男を遠ざけようとする。


    　しかしその若い男は一向に付きまとうことをやめようとしない。


    「だから、嫌だって言ってるじゃないですかぁ！」


    　しびれを切らした女性が声を張り上げて、近くで歓談していた人たちがそちらを振り向いた。


    　しかし彼らは柄の悪そうな男を見るなり目をそらし、関わることを拒絶する。


    　若い男はそんな連中を鼻で笑い、女性の腕を掴つかもうと手を伸ばし──


    



    「そのぐらいにしておきな」


    



    　背中に声をかけられた。


    「女性に対して積極的なのはいいと思うが、強引すぎやしねえかい？」


    　若い男は不機嫌な顔で振り向いて、思わずたじろいでしまう。


    　そこにいたのは彼よりも大柄な男性だ。


    　グレーのスーツを着用し、身長はきっと１８０を超えている。歳は２０代半ばぐらい。体つきはたくましく、堂々とした立ち姿だった。


    「……なんだよ、アンタ。関係ねーやつは引っ込んでろよ」


    　内心では怯ひるみながらも、若い男はふてぶてしい口調で言い放つ。


    　しかし相手は動じない。その落ち着いた眼差しが問いかけてくる。


    　大人しく引き下がるのか、それとも──。


    「……こんな女、何とも思ってねーし」


    　忌いま々いましげな舌打ちをして、若い男はスーツを翻ひるがえす。


    　その背中が見えなくなると、絡まれていた女性が安あん堵どの息をついた。


    「あ、ありがとうございます。もー、すっごくしつこかったんですよ、あの人！」


    「まあ、こういう場所だし、色んな奴がいるからな。さっさと忘れて、次に行っちまった方がいいぜ」


    　大柄な男が気さくに笑う。人の良さそうな笑みだった。


    　それを目にした女性の頬が赤くなる。見つめる視線が熱を帯び、小さな喉が上下した。


    「じゃあ、俺はこれで」


    「あ、あの！　よろしければ、わたしとお話しませんかっ」


    　手を上げて立ち去ろうとする男に、女性が慌ただしくカードを差し出す。


    　それはプロフィールカードだ。


    　話題に困らないように、趣味や特技が書き込んである。


    「……悪い」大柄な男が手仕草で謝る。「俺、パーティーに参加してるわけじゃなくて──」


    　言葉に続いて、スーツの懐ふところから名刺を取り出した。


    



    「白はく城じよう縁えん太た郎ろう。結婚相談所の仲人なこうどだ」


    



    　ここは婚活パーティー会場。結婚相談所の会員を対象としたパーティーなので、この場にいるのは結婚相談所の会員とその世話をする仲人に限られる。


    　結婚相談所とは結婚に悩んでいる男女の婚活を支援する場所のことで、そこで働いている人は〝仲人〟と呼ばれる。縁太郎もその一人であって、今日は婚活パーティーに参加する会員の付き添いとして会場に足を運んでいた。


    〝仲人〟と言うと近所の世話焼きのおばさんというイメージが未だに強いが、れっきとした一つの職業として存在している。


    　人と人との縁を結び、その対価として報酬を得る。


    　縁太郎はそんなプロ仲人なのだ。


    「仲人さん、だったんですね……」


    　ちょっと残念そうに苦笑した女性が、名刺の一点を見つめて小首を傾かしげる。


    「もしかして、知らない？　白はく城じよう結婚相談所」


    　縁えん太た郎ろうがたまらず聞くと、女性は「すみません。初耳ですぅ」と口にする。


    「い、いや、いいんだ……。気にしないで」


    　気まずげに苦笑する縁太郎は、仲人なこうどであると同時に白城結婚相談所という個人事務所の社長でもあった。だから婚活をしている人には、自分の事務所を知っていてもらいたかったのだが……。


    「ちなみに、お姉さんはどこに所属してんの？」


    　縁太郎が気を取り直して聞くと、女性は誇らしげに微笑んだ。


    「黒くろ峰みねマリッジプランナーです」


    「あぁ、あそこか……。有名なところだな」


    「はいっ。テレビでＣＭもやってるし、芸能人も入会しているみたいだし。それに、大きいところは安心なので」


    「そ、そうか……」


    　彼女に悪意はないと思う。


    　それでも縁太郎は口元を引きつらせてしまう。〝大きいところは安心〟という言葉が胸に痛かった。


    「あの……、先ほどは本当にありがとうございました。すごく、助かりましたっ」


    「おう。婚活、がんばって」


    　立ち去る女性に手を振って、縁太郎は渋い顔になる。


    　彼女の口にした〝黒峰マリッジプランナー〟という会社。


    　婚活支援をしている企業では業界大手なのだが、正直あまり好きじゃない。あの会社は商売っ気が強すぎる。


    　テレビでたくさんＣＭを流して、目を引くイベントを開催して、芸能人を会員にする。儲もうけるために色々やるのはいいのだが、そのせいで肝心の仲人業がおろそかになっているような印象を受ける。


    　──払う金で会員を差別してるって噂もあるし……。


    　縁太郎は苦々しい顔で考えて、ぐるっと辺りを見渡した。


    　自分の受け持っている会員たちは上手くやっているだろうか。さっきの女性みたいに妙な男にからまれていないか心配だったし、逆に何か失敗をしてないかどうかも気になった。


    「いやはや、素晴らしい美貌ですね」


    「噂には聞いていましたが、本当に」


    「是非とも、結婚を前提に交際をお願いしたい」


    　ふと、やけに大きい称しよう賛さんの声が聞こえてきた。


    　何の気なしに目を向けると、三人の男性が一人の女性を取り囲んでいる。


    　その女性を一目見て、縁えん太た郎ろうは思わず息をのんでしまう。


    　──こいつぁ、まさに……。
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    　彼女はウェディングドレスのような白いドレスを身に纏まとい、艶つややかな黒髪に照明の光を煌きらめかせ、真っ直ぐに背筋を伸ばしている立ち姿が凛り々りしくて。


    　そして何よりも、美しい……。


    　人里離れた山奥に降り注ぐ新雪のように、汚されていない無垢な美貌に目を引かれてじっと見てしまう。


    　そんな美人が、仕立ての良さそうなスーツを着ている男性たちに囲まれている。宝石のついた指輪を着けて、カフスボタンやネクタイピンも高そうだ。


    　──これだけ綺き麗れいだと、いい男が放っておかないよな。


    　縁太郎がそんなふうに思ってしまうほど、見るからに『優良物件』といえる男たちだった。


    　周りに立っている女性たちがプロフィールカードを持ってそわそわしているが、男たちは彼女から目を離そうとしない。


    「どうですか、結ゆ衣いさん。今度一緒に出掛けませんか？」


    「いや、それより僕とディナーへ」


    「貴女の望むものを何でも用意してみせますよ」


    　熱烈なアプローチをする男性たち。


    「私は、その──」


    　その美しい女性が何かを言おうとしてする。


    　それを察した男たちが、すかさず彼女の顔色をうかがう。


    「何か、やりたいことが？」


    「なんでも言ってください」


    「結ゆ衣いさんのためなら、何だってやりますとも」


    　彼女はしかし、黙ってうつむいてしまう。


    　──相手を変えたいと思ってんのかな？


    　縁えん太た郎ろうの目にはそういうふうに見えた。


    「──ちょっと、別の方とも話してみましょうか」


    　すぐ脇に立っていたメガネの男性が切り出して、しきりに彼女に話しかけていた男性たちが残念そうな顔になる。


    　どうやら彼はその美しい女性の仲人なこうどのようだ。小こ洒じや落れたメガネをかけて、前髪をきっちりと分け、上質なスーツを身にまとっている。


    「また必ずお会いしましょう」


    「こちらから連絡しますので！」


    「結衣さんの心、必ず私が射止めてみせます」


    　男性たちは最後まで熱烈なアピールを続けていた。


    「…………」


    　解放された彼女は小さく安あん堵どの息をつく。


    　この会場でも間違いなくトップクラスの男たちから求められていたのに、彼女は終始浮かない表情だった。


    　──どうしたもんかな……。


    　縁太郎が頭をかきながら思案していると、


    「どうでしたか、今の男性たちは。みなさん、ちゃんとした身の上の方々で、貴女にふさわしいと思うのですが」


    　先ほどの仲人らしきメガネの男が、おもねるような声をかける。


    「悪い人たちではないと思うけど、何か違う気がするの」


    　そう言うと、彼女はその視線をパーティー会場へ巡らせる。


    　そこでは様々なタイプの男女が悲喜こもごもの婚活を繰り広げていた。


    　お互い気になる異性に声をかけては、盛り上がったり、気まずげだったり。


    　同性同士で励まし合っているグループがいる一方で、頬を染めながら見つめあっているカップルもいる。


    　それを見つめる彼女は、何か眩しいものを見るかのように目を細めている。


    「分かりました。それでは、よりランクの高いお相手をご紹介しましょう」


    「……そうじゃなくて」


    　彼女が小さく首を振り、絹のような黒髪が揺れる。


    「私が自分で、探したい。ここにはこんなに、たくさんの人がいるわけだし」


    「いけません」


    　メガネの男は即座に否定した。


    「ここにはどんな有象無象がいるかわかりません。私が責任もって、良い人を選別させていただきますので」


    「でも……」


    　何か言おうとして、しかし彼女はメガネの男の視線に負けて、目を伏せた。


    　そして男に先導されて歩き出す。


    「まあ、私にすべてお任せください。最高の結婚をお約束いたしますよ」


    「……そうね」


    　意気揚々と歩くメガネの男に対して、彼女の足取りは重かった。


    　うつむき加減の横顔を見せて、縁えん太た郎ろうの目の前を通過しようとしたとき、


    



    「好きに婚活、させてやればいいじゃねえか」


    



    　気付けば声をかけていた。


    　その声ははっきりと二人に届き、足をとめて縁太郎のほうを振り返る。


    　美しい女性は目を丸くしている。しばらく縁太郎を見つめ──。


    　やがて意を決したように口を開いた。


    「あなたは──」


    「何だお前は？」


    　何か言おうとしていた女性の言葉を断ち切って、メガネの男が縁太郎の前に進み出てくる。


    「どこの誰だか知らないが、余計な口出しはしないでもらおうか」


    　女性にかけていた言葉とはまるで違う、刺々しい口調だった。


    　その居丈高な態度に、縁太郎はカチンときて言い返す。


    「俺は仲人なこうどだ。余計な口出しをするのが仕事だ。あんた、どうしてこのお嬢さんの意思を汲んでやらねえんだよ？　色んな人と話したいって言ってんだから、そうさせてやればいいだろ？　そのための婚活パーティーなんだから」


    「事情を知らないやつは引っ込んでいろ。この方には、オレがちゃんとした相手を用意する」


    「だけど話を聞いてる限り、あんたは〝ちゃんとした相手〟を用意できてないみたいだぜ。このお嬢さん、つまらなさそうな顔をしているじゃねえか」


    「妙な言いがかりをつけるな。野良犬仲人なこうどが」


    　メガネの男が女性のほうに向き直り、わざとらしく呆れたように肩をすくめる。


    「見ての通り、このような輩が紛まぎれ込んでいることもあるのです。だからこそ、私がちゃんと前もって相手を選別するべきなんです」


    「それは、でも……」


    　何かを口にしようとして、しかし女性は口を閉じてしまう。


    　その様子が縁えん太た郎ろうはもどかしい。


    　何がもどかしいのかわからないけど、このままメガネ男の好き勝手にさせておきたくない。


    



    「あんた、ウチに来ないか？」


    



    　縁太郎は彼女に近付いて、スーツの懐ふところから名刺を取り出した。


    「おい。勝手なことをするな！」


    　メガネの男が声を荒げてきたが、縁太郎は構わず彼女に名刺を手渡した。


    「ウチなら、もっと気楽に婚活ができるぜ」


    「そんなことは許さない」


    　縁太郎の腕を掴つかんだメガネの男が、怒り心頭の目つきで睨にらみ付けてくる。


    「何をそんなにムキになってんだ？　どういうふうに婚活をするのか、選ぶのは本人の勝手だろうが」


    「このお嬢さんは黒くろ峰みねマリッジプランナーが責任を持ってお預かりしてるんだ。余計な横やりを入れるのはやめてもらおうか」


    「はっ！　どこかと思ったら黒峰か。なるほど、腑に落ちた。悪い噂は本当だったようだな。会員の意思そっちのけの婚活とは驚きだ」


    「相手を厳選しているだけだ。ふさわしい相手を選ぶのも仲人の仕事だ」


    「だとしたらあんたの目は節穴ってことだ。お嬢さんはあんたの連れてくる相手に満足してないみたいだぜ」


    「何だと、この……！」


    　縁太郎はメガネの男を押し退けて、彼女を真っすぐに見つめる。


    「俺は白はく城じよう縁太郎。白城結婚相談所の仲人だ。あんたの名前は？」


    　彼女もまた縁太郎のことを見ていた。


    　その瞳には驚きとも疑いとも、あるいは期待ともとれる色が揺らめいている。


    　そして彼女は、差し伸べられた手をつかもうとするかのように、


    「私は──」


    「行きましょう、こんな男に関わってはいけません！」


    　メガネの男が強引に割り込んで来て、彼女を連れ去ろうとする。


    「おい。待てって」


    　追いかけようとする縁えん太た郎ろうだが、メガネの男が手招いた警備スタッフによって取り押さえられてしまう。


    　それでも──。


    「私は、水み無な月づき結ゆ衣い！」


    　彼女が別れ際に発した声は、縁太郎の耳にはっきりと届いたのだった。

  


  
    　第１話　白城結婚相談所


    



    



    　婚活パーティーの翌日、あの美人──水無月結衣から電話があった。


    『今日の夕方、お邪魔してもいい？』


    「おう、もちろん。場所はわかるか？」


    『名刺は取り上げられちゃったけど、ネットに出てる住所でいいのよね？』


    　久しぶりの新規会員候補とあって、縁太郎は浮足立っていた。


    　会員のカウンセリングをする傍かたわら、空いた時間で部屋を片付けて、掃除機をかけて、朝に剃った髭を夕方にもう一度剃る。


    　縁太郎が綺き麗れいになった部屋を見渡していると、同居人の姪めいっ子が帰ってきて、事情を聞くなりこう言った。


    「その人、びっくりするかもね。結婚相談所がこんな普通の家って知ったら」


    　白はく城じよう結婚相談所は、東京・神田の下町に事務所を構えている。


    　事務所と言っても建物は普通の一軒家。昭和の時代に建てられた古めかしい木造家屋の一室を、自宅兼結婚相談所の事務所として使っている。


    　会員を迎え入れる場所も普通の居間で、畳張りの六畳間。部屋の中央に足の短いテーブルがあり、その隣に小さめのちゃぶ台がある。それは仕事用のパソコンを置く場所で、モニターとキーボードが置いてある。


    「どんなリアクションされるか楽しみ。大体は怪しまれるよね。えっ、ここが事務所なんですか……みたいに！」


    　そんな失礼極まりないことを言ってくる姪めいっ子は、せっかく縁えん太た郎ろうが綺き麗れいに積み上げた座布団の山を崩して一枚抜き取って座り、スクールバッグの中から取り出したスナック菓子の袋を豪快に開けた。


    「おい、こぼすなよ。せっかく掃除したんだから」


    「お兄ちゃんって、けっこう見栄っ張りだよね。新規の会員さんが来る時とか、初めて彼女を部屋に誘う男の子みたいになっちゃって」


    　縁太郎はニヤリとした笑みを向けてくる姪っ子を睨にらみ、座布団を綺麗に積み直す。


    　彼女の名前は神か楽ぐら坂ざか蒼あお梨り。


    　縁太郎の姪で１７歳のＪＫだ。


    　東京の高校に通うために上京してきて、縁太郎の家に下宿（居候）している。割と顔を合わせている親戚だったので、一緒に暮らす前から彼女のことはよく知っていた。


    　少なくとも同居するまではそう思っていた。家事手伝いを積極的にこなす献身的な女の子であるのだと……。


    「今日の食事当番、蒼梨だよな」


    「んー、そうだっけ？」


    「しばらくやってないだろ？　たまには何かつくってくれ」


    「じゃー、これ」


    　蒼梨は食べかけのスナック菓子をテーブルの上に置いて悪びれずに笑う。


    　彼女と二人で暮らすにあたって、縁太郎は当番を決めて家事をしようと呼びかけた。


    　最初の頃は真面目に家事をしていた蒼梨であるが、今ではまるでやる気がない。しろと言われれば居候の義理を果たすために渋々働くが、そのクオリティが低すぎる。


    　食事当番を任せれば食卓にカップラーメンを出すし、掃除をやらせれば『まだ掃除する段階じゃない』とか言い張って動こうとしない。


    　──結婚しちゃいけない女の見本みたいな奴だな。


    　縁太郎はそんなことを思いながら、蒼梨の食べ散らかしたスナック菓子の残骸を掃除機で吸い取った。


    「ねー。その会員さん、何て名前？　ネットで調べた？」


    　掃除機をうるさそうに睨みながら、スマホ片手に聞いてくる蒼梨。


    「いや、まだだな。水み無な月づき結ゆ衣いで調べてみてくれ」


    　昨日の今日なのでやってなかったが、新人が来る時はネットで名前を検索するようにしている。


    　ＳＮＳをやっていればその人の人となりが何となくわかるし、過去に問題行動（犯罪等）をしていたらそれもわかる。後者に該当する会員はほとんどいないが。


    「……え、うわっ、すごいすごい！　ねえ、この人？」


    　蒼あお梨りが目を見開いて、スマホの画面を見せてくる。


    「お前の〝すごい〟は良い意味なのか悪い意味なのかわからないんだよ……」


    　縁えん太た郎ろうは眉をしかめながら差し出されたスマホの画面へ目を向けた。


    　それはネットニュースの記事で、そのタイトルは──。


    〝美人すぎる科学者、水み無な月づき結ゆ衣い〟


    　色んな職業の美人をピックアップした特集にその名前があった。その写真は紛まぎれもなく婚活パーティーで目にした彼女のもので、その顔をじっと見つめて縁太郎は呟つぶやいた。


    「科学者だったのか。めちゃくちゃ賢そうだな」


    「それより大事なのは美人でしょ美人！　本当にこんなキレイな人だったの!?」


    「まあ確かに、美人ではあったな……」


    　あの時はどたばたしていたのでゆっくり顔を見ることはできなかったが、それでも彼女が美人であることは確信していた。顔立ちだけでなく、雰囲気。身にまとっているオーラのようなものが綺き麗れいだったのだ。


    「もしかしてお兄ちゃん、この人に気があったり？」


    　にんまり笑ってスマホを手元に戻した蒼梨を、縁太郎はじろっと睨にらんだ。


    「そんなわけないだろ。美人だとは思うけど、それだけだ」


    「そーなの？　せっかくなんだからアプローチしてみればいーじゃん。お兄ちゃんも独身なんだし」


    「そういう気持ちを会員に持つのはダメなんだよ。会員に下心を持って世話してる仲人なこうどなんて嫌だろ？」


    「変なとこ真面目だよね、お兄ちゃん。こんなに美人なのに、もったいない」


    　スマホを見つめる蒼梨がぼやくように言うが、そこは線引きが必要だと思う。


    　別に、仲人が会員に恋心を抱いてはいけないというルールはない。世話をしているうちに懇意になって、ゴールインするカップルだって珍しくない。


    　でも、そこは気持ちを別にするべきだと思うのだ。


    　自分の色恋にうつつを抜かしながら仲人の仕事に挑むのは、不真面目であるというか、不謹慎であるというか、罪悪感みたいなものを覚えてしまうというか……。


    「そろそろ来ると思うから、ちゃんとするか、自分の部屋に引っ込んでるか、どっちかにしろよ」


    　だらしなく寝そべってお腹をかいている蒼梨に注意をすると、彼女はスマホを見たまま「はーいはいはい」と気の抜けた返事をしてくる。


    「まったく……、だいたいお前は──」


    　ちょっと小言を言ってやろうかと思った時に、インターフォンの音がした。


    「ほら、来たみたい、お兄ちゃん」


    　これ幸いと手を払ってくる蒼あお梨りへ強めの一いち瞥べつを投げて、縁えん太た郎ろうは玄関へ向かう。


    　ドアを開けて、その向こうにいたのはやっぱり結ゆ衣いだった。


    　彼女はタイトスカートにスプリングコートというラフな格好で、パーティーで見た時に比べれば控えめな化粧をしている。


    「いらっしゃい──って、何でそんな顔してるんだ？」


    　結衣は何故か、不安げな困り眉になっている。


    「いや、こんなに普通の家とは思わなかったから、本当にここで合ってるのか心配で……」


    「個人でやってる結婚相談所って、大体こんなもんだぜ。まあ、遠慮せずに上がってくれ」


    「うん、お邪魔させてもらうわ……」


    　玄関に足を踏み入れた結衣は、ぐるっと視線を巡らせて、


    「昭和感がすごいわね。サザエさんの家みたい」


    「うちのじいさんが建てた家だからな。木造で築５０年とか。でも、一度リフォームしてるから造りは頑丈だ」


    　縁太郎は苦笑しながら廊下を先導して、結衣を居間に連れて行く。


    　ふすまを開ける前にそっと中の様子をうかがって、蒼梨がきちんと座布団に正座しているのを確認してから戸を開けた。


    「わっ、美人すぎる科学者だ！　写真と一緒！」


    「おい、蒼梨！」


    　結衣を見るなりスマホ片手にはしゃぎだす蒼梨を、縁太郎は慌てて注意する。


    　──さすがに失礼すぎるだろ。


    　しかし蒼梨の姿を目にした結衣は怒るどころか、予想外の獲物を見つけたハンターのようにギラッと両目を光らせる。


    「女子高生……？」


    　言葉尻に漂う不穏な響きに、興奮の気配が滲にじみ出ていた。


    「えっ……」


    　蒼梨の笑顔が固まって、本能的に危機を察したのか正座をしていた足を崩して後ずさる。
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    「いや、違うの。そういう、怪しいアレじゃないの」


    　結衣はすぐにクールな表情になって、蒼梨に優しく微笑みながらこう言った。


    



    「私は純粋に、女子高生を愛好しているだけだから」


    



    　何の言い訳にもなっていない。


    　むしろ不審者であることを全面的に肯定している。


    「やばい人だ！　通報しないと！」


    「落ち着け、蒼あお梨り」


    　縁えん太た郎ろうはパニック状態の蒼梨を落ち着かせ、訝いぶかしげに眉をしかめて結ゆ衣いを見る。


    「……女子高生を好きって、どういうことだ？」


    「いや、その……。ちょっと口が滑っちゃったっていうか、その」


    　結衣は気まずそうにうつむいて、小声で弁解をする。


    「怪しい感じのやつじゃないの。猫や犬を好きなのと同じ方向性というか」


    　いきなりイメージを覆されて、縁太郎は戸惑っていた。クールで物静かな美人であると思いきや、それとはタイプが違うみたいだ。うっかり自分の趣味（？）を口にしてしまって焦っているあたり、ちょっと抜けているところがあるのかもしれない。


    　──しかし、女子高生が好きとは……。


    　それが犬や猫の愛好家と同じであると言われても、そうなんですねと納得できるわけがない。一緒にされたら犬や猫の愛好家が黙ってないと思う。いかがわしい印象が強い。


    　蒼梨もすっかり心を閉ざしてジト目になっている。


    「あのね。ちゃんと理由があるの」


    　結ゆ衣いはそれでも蒼あお梨りとの距離を詰めたいようで、野良猫を手なずけようとする猫好きのような顔つきで必死の説得を続ける。


    「私は帰国子女だから、日本で女子高生になった経験がないの。ティーンの女の子が可愛い制服を着て特別な存在になる。日本が世界に誇る素晴らしい風習を体験することができなくて、悔しくて──、人一倍思い入れが強いの」


    「そんなこと言われても……。っていうか、帰国子女ってことは外国にいたの？」


    　少しだけ、蒼梨の警戒レベルが落ちた。


    　その声を耳にするなり、結衣はすかさず居間に踏み込んで蒼梨に接近し、


    「人よりちょっとだけ頭が良かったからハーバードへ行ったの。だから外国の話とか沢山できるわ。英語もネイティブレベルで話せる。何か聞きたいことがあったら何でも聞いていいから」


    「う、うん……」


    　急にぐいぐい来た結衣に、蒼梨はすっかり引いている。


    　結衣はもしかすると人と距離を詰めるのが苦手なタイプかもしれない。そんなことを思いながら、縁えん太た郎ろうは彼女に座布団を勧めた。


    「まあ、女子高生の話は置いといて……。白はく城じよう結婚相談所についてざっと説明するな。ウチは入会金が３万円。月会費が１万円。お見合いにかかる費用は自己負担。基本的に婚活に必要な費用はそれだけだ」


    　テーブルを挟んで向かいに座った結衣が、真偽を疑うような顔になる。


    「それ、安すぎじゃない？　黒くろ峰みねマリッジプランナーは、もっとお金がかかってたと思うけど。２倍。いや、それ以上」


    「あそことウチはタイプが違うんだ。あそこは入会する時に月会費を２年分とか取るんだよ。入会費と合わせると、大体５０万ぐらいかかる。だろ？」


    　縁太郎が同意を求めると、結衣は「……そうね」とどこか自信なさげに答えた。


    「もしかして、料金形態違ったか？　確か、それぐらいって聞いたことがあるんだが」


    　あくまで仲人なこうどの友人から聞いた話なので、間違っている可能性もあった。結衣が「いや、それで合ってると思うわ」と言ったので、縁太郎はそのまま話を続ける。


    「黒峰マリッジプランナーは、入会する時に大金を払わせる代わりに、無事に成婚できた時に支払う成婚料が少ない。ウチは入会する時の金額は少ないが、黒峰マリッジプランナーよりは成婚料が高い。３０万を払ってもらうことになっている。つまりまあ、成功報酬型って感じだな」


    　このやり方のほうが、会員に対して誠実だと縁太郎は思っている。


    　結婚したくてやって来た会員から、結婚できるかどうかわからないのに大金をむしり取るのはどうかと思う。きちんと結婚という結果を出してから報酬を受け取るべきだと思うし、その方がこちらも気持ちよく仕事ができる。


    「だから、黒くろ峰みねマリッジプランナーと掛け持ちで入っても、そんなに負担はないと思う。もう、あっちには金を払ってるんだろ？　だったら、先払いした月会費の分は在籍したほうがいい。そのほうが得だ」


    　縁えん太た郎ろうがタンスから入会申し込み用紙を取り出して結ゆ衣いへ差し出すと、彼女はそれをじっと見つめて呟つぶやいた。


    「そのやり方で存続してるってことは、あなたは、えっと──」


    「縁太郎でいいよ。俺も結衣って呼ぶし」


    　縁太郎はなるべく会員と下の名前で呼び合うようにしている。少しでも心の距離を縮めて、近しい気持ちで婚活をするために。


    「じゃあ、縁太郎って呼ばせてもらうけど……。あなたって、もしかして優秀な仲人なこうどなの？　今聞いたやり方だと、実績を出さないと収入にならないってことよね？　それで存続できているってことは──」


    　気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすために頭の後ろをかいた縁太郎。


    　すると蒼あお梨りが、その言葉を引き継いで、


    「お兄ちゃん、結構すごい仲人なんだよ。結婚できない人を結婚させる仲人。そんなふうに呼ばれてるの」


    「へえ……」


    　当然、結衣はその事情を知らないだろう。


    　白はく城じよう結婚相談所には、その肩書きに惹かれてやって来る人が多いので、珍しいタイプの会員かもしれない。


    「それは、普通の仲人とは違うの？　例えば、黒峰マリッジプランナーの仲人とは」


    「えっと、そうだな……。元をただせば、ここはお袋から譲り受けた事務所なんだ。結婚できない人を結婚させる仲人として有名だったお袋が、現役を引退するってなって、俺がその跡を継いだ。仕事のやり方が似ているせいか、肩書きも一緒についてきた」


    「じゃあ、結婚できない人っていうのは？　それは、どういう人のことを言うの」


    「うーん……。結婚できないって言うと語弊があるよな。結婚したいけど苦戦してるって言ったほうが正しい」


    「その苦戦してる人を、縁太郎は結婚させることができている。そういうこと？」


    「まあ、そうなるな」


    「なるほどね……」


    　しばらく、値踏みするような視線を向けられた。


    　信頼に値する仲人であるのか吟味されている。入会を希望する会員の最初のカウンセリングで、一度は向けられる眼差しだ。


    「縁えん太た郎ろうと婚活をしてみたいっていう気持ちはあるの。でも、言葉だけの説明じゃ信頼できなくて……」


    　結ゆ衣いはそう言って、少しだけうつむいた。


    「だから、その……。しばらく、縁太郎の仕事振りを見学させてくれない？　入会するかどうかは、それから決めることにしたい」


    「あぁ、もちろん。結衣がそうしたいなら、それで構わない。気が済むまで見学して、それから入会するかどうか決めてくれ」


    「うん。ありがとう」


    　微笑む結衣に笑い返して、さてどうしようかと縁太郎は思う。


    　安請け合いをしてしまったが、仕事を見学するとはどういうことなのか。金魚のフンのように後ろにくっついて、観察されてしまうのか？　想像しただけで背中がかゆくなる光景だが、きっとそうなのだと思う。


    「ねー、お兄ちゃん。そろそろお腹すいたんだけど」


    　ねだるような声を出した蒼あお梨りが、わざとらしくお腹を押さえた。時計を見ると夜の７時になっている。


    　今日はちょうど７時から他の会員との打ち合わせをする予定になっている。今から料理を作るのはタイミングが悪い。


    「あたしね、ウナギの気分だよ」


    　とはいえ、スマホの画面に店屋物のページを開いて、それをこちらへ向けてくる蒼梨の要求に従うのも癪しやくだった。


    「今日は〝それ〟じゃないのか？」


    　縁太郎は冗談っぽい口調で言って、テーブルの上に放置されているスナック菓子を指差した。


    　すると蒼梨は、ぷくっとフグのように頬を膨ふくらませて怒る。


    「お兄ちゃんって、たまに大人気ないよね。じょーだんに決まってるじゃんそんなの」


    「じゃあ、打ち合わせが終わるまでちょっと待ってろ。野菜炒めでも作るから」


    「えーっ！　今はウナギの気分なのに」


    「贅ぜい沢たく言うな。ウナギの出前がいくらすると思ってんだ」


    「──私がお金を出すわ」


    　凛り々りしく宣言した結衣が、バッグから財布を取り出した。それはブランドものの財布で、いかにも値段が張りそうだ。


    「え……、いいの？」


    　さっきまで怖がっていたのが嘘のように、蒼梨は嬉しそうに口元を緩ゆるませて結衣へ期待の眼差しを向ける。


    「おい、あんまし甘やかさないでくれ。癖になる」


    　とっさに咎める縁えん太た郎ろうだが、結ゆ衣いは得意げに微笑して、


    「女子高生を甘やかすのは大人の義務だから」


    「そんな義務は聞いたことがない」


    　呆れる縁太郎をよそに、結衣に近付いた蒼あお梨りが「えっとねー、あたしはこれがー」とか嬉しそうにメニューを選び始めた。何が良いかと聞かれた縁太郎も渋々「うな重」と答えておいた。せめて自分の分はちゃんと払おうと思いながら。
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    　出前迅速を謡う近所のウナギ屋に蒼梨が注文を入れて、５分もしないうちに玄関で音がした。


    　すぐに蒼梨が駆けて行ったが、「牡ぼ丹たんちゃんだった」と残念そうに呟つぶやきながら戻ってきた。


    



    「こ、こんばんわっ」


    



    　蒼梨に続いてやって来たのは、お見合いの打ち合わせをする会員──葉は桜ざくら牡丹だ。


    　体つきは小柄で、髪型はツインテール。真横に切り揃えられた前髪の下に、あどけなさの残る童顔がある。しかし胸は大きくて、本当かどうかわからないけどＥカップを自称している。


    「いらっしゃい、牡丹。お見合いの服は決まったか？」


    「うーん……。それが、まだ迷っているんです。相手は学校の先生だから、清楚系でいくべきかなとは思うんですが、あえてセクシー路線でせめて、背徳感を煽るという戦略も……」


    　あごをつまんで悩んでいた牡丹が、結衣の存在に気付いて目を丸くした。


    「わっ。知らない人が。新人さん、ですか……？」


    「新人──候補だな。入会するかどうかを検討してて、見学してる」


    「そうなんですね……」


    　じっと結衣を見つめた牡丹が、何やら感心したかのような吐息をついた。


    「これはまた美人さんですねぇ。作画が良いっていうか、線が綺き麗れいっていうか」


    「水み無な月づき結衣よ。よろしく」


    　結衣もまた牡丹のことを見て、不思議そうに首を傾かしげる。


    「あなたも、その……、婚活に苦戦しているの？　そういう感じには見えないけど」


    「えへへ。わたしはちょっと、仕事がアレ、なんです」


    　躊躇ためらいがちに苦笑した牡丹が、ホットパンツのポケットからスマホを取り出した。その待ち受け画面を目にした結衣が赤くなる。


    



    「わたし──、えっちな漫画を描く仕事をしているんです」

  


  
    　第２話　エロス＆マリッジ


    



    



    　結ゆ衣いが白はく城じよう結婚相談所にやって来た翌日。


    　縁えん太た郎ろうは東京駅にほど近い帝王ホテルのロビーに立っていた。仕事用のスーツ姿で、その隣には牡ぼ丹たんと結衣が並び立つ。今日は牡丹のお見合いの日だ。


    「人が、多いですね……」


    　牡丹がうんざりとした口調で言って、縁太郎もそれに頷うなずいた。


    　桜が満開になったのが先週。


    　普段よりも観光客の数が多い。外国人の一団が通りすぎたかと思えば、バスツアーの団体客が歩き去る。


    　──これは、まずっちまったな。


    　ここまで人が多いとは思わなかった。


    　もう待ち合わせ時間なのに、相手を発見できていない。


    「お見合いって、ここでするの？」


    　結衣に聞かれて、縁太郎はお見合い相手を探しながら答える。


    「あぁ。ホテルの喫茶店とか、駅前の落ち着いたカフェとか。個室がよさそうなもんだけど、一概にそうとも言えない。初対面で個室だと、話が弾まなかった時に気まずくなっちまう。だから適度に騒々しい場所の方が、お見合いには向いてたりする。結衣もこの人探してくれ」


    　縁太郎がスマホの画面を見せると、結衣は頷いてロビーへ目を向ける。


    「てっきり、お見合いっていったら高級料亭でするのかと思ってた」


    「そんなお見合い、もう絶滅してるんじゃないか？　少なくとも、結婚相談所でそういうお見合いを組むことはあんまりないと思うぞ」


    「そうなのね……」


    「え、縁太郎さん。見つけました。あの人ですっ」


    　牡丹が袖を引いてきた。


    　彼女の視線をたどってみると、件くだんの男性らしき人がフロントの近くに立っていた。スーツ姿で、しきりに腕時計を見ている。


    「牡丹。心の準備は大丈夫か？」


    　縁太郎が問いかけると、牡丹は目を閉じて深呼吸をした。


    　結局彼女は、清楚系の服装を選んだ。春の雰囲気を感じられるワンピースだ。


    「行きましょう、縁太郎さん」


    　牡丹は気合い充分で、そのツインテールさえも力強く揺れているように見える。


    「結衣は、ちょっと離れたところで見ててくれ」


    　さすがにお見合いに同席させるわけにはいかないので、見学の結ゆ衣いには離れてもらい、牡ぼ丹たんと一緒に男性の元へ歩み寄る。


    「──あの、猿さ渡わたりさんですか？」


    　縁えん太た郎ろうが声をかけると、フロントの近くにいた男性が安あん堵どの表情を浮かべた。


    「そちらは、白はく城じよう結婚相談所の方で？　いやー、助かりました！　東京は久しぶりで、えらく迷ってしまいまして……。待ち合わせに遅れないよう早めに家を出たんですが、時間ギリギリになっちゃって！」


    　ハンカチで汗を拭ぬぐいながら苦笑する男──猿渡は博多に住んでいる。


    　明確な決まり事ではないのだが、遠方の相手とお見合いをする場合、男性の方が女性の地元へ出向くという習慣がある。そんな暗黙のルールに従って、彼は東京まで新幹線でやって来てくれた。彼の仲人なこうどは来ていない。男性の会員でお見合いに慣れているのであれば、仲人は付き添わないことの方が多い。


    「今日は遠くから、ご足労ありがとうございます。ウチの会員──葉は桜ざくら牡丹も、猿渡さんと会うのを楽しみにしておりまして」


    「そっ、そうなんですか？　いやぁ、照れるなぁ！」


    　猿渡は声が大きくて、よく笑う男だった。


    　髪は短く、痩やせて精せい悍かんな顔つきで、縁太郎と同じぐらいに背が高い。若干の博多訛りを語尾にちらつかせながら、陽気に笑ってよく喋しやべる。


    「もしかして、そちらの方が葉桜さんですか？」


    　縁太郎の後ろに控えていた牡丹に気付くと、猿渡は目を見開いて、


    「写真よりも愛らしかお嬢さんですね！」


    「さ、猿渡さんも楽しそうな方で、安心しました……」


    　はにかむ二人が目を合わせ、赤くなりながらうつむいた。


    　悪くない雰囲気だ。


    　脈アリとみていいと思う。


    「それじゃ、立ち話もなんですから、喫茶店にでも行きましょう」


    　縁太郎は二人の間を取り持つように声をかけ、ホテルのロビーの喫茶店へ連れていく。


    　あらかじめ下見をしておいたテーブル席に案内し、向かい合うように座らせた。自分は牡丹の隣の席に腰をおろす。


    「さ、猿渡さんは、教師の仕事をされているんですよね？」


    　スマホで相手のプロフィールを見ながら、牡丹が聞いた。


    「教師っていっても、体育教師なんですけどね！」


    　猿渡は豪快に笑って、アイスコーヒーに口をつける。


    　プロフィールには簡略的に職業を書き記すのが一般的で、彼のプロフィールには教師とだけ書いてある。


    「葉は桜ざくらさんは、漫画家をされているとか？」


    　牡ぼ丹たんの笑顔が、一瞬だけ強こわ張ばった。


    　彼女のプロフィールにはそう書いてある。簡単に、詳細を省き、漫画家と。


    「──ボクも好きなんですよ、漫画。〝漫画は教育によくない〟なんて教師もいますけど、とんでもなか話です。そういう人は、ちゃんと漫画を読んだことがないんでしょうね」


    　腕を組んで、大おお袈げ裟さに頷うなずいて見せる猿さ渡わたり。


    　好意的な仕草であるが、それは恐ろしい質問の前振りだ。


    　縁えん太た郎ろうは思わず身構えてしまう……。


    「ところで、どんな漫画を描いているんですか？」


    「え、えっとぉ、その……」


    　牡丹は気まずげな顔でうつむいて、時間を稼ごうとするかのようにココアをかき混ぜる。


    「──あまり有名な漫画じゃないんで、ご存じないと思いますよ」


    　すかさずフォローを入れる縁太郎。


    「そうですか。じゃあ、そのうち読ませてもらえればって感じで！」


    　猿渡はあまり気にしていない様子で話題を変えようとする。


    　初対面のお見合いではマイナスになりそうな情報は隠し、純粋に人柄の相性を見極めたい。それさえうまくマッチングするのであれば、マイナス要素はどうにかできることが多い。


    「や、やっぱりダメです、縁太郎さん」


    　しかし牡丹は、葛藤の末に決意を固めたかのような眼差しを向けてくる。


    「隠し事をするのは、よくないです」


    「いやでも、牡丹……」


    「それにそもそも、隠す必要なんて、ないですよ！」


    　勇ましく立ち上がった牡丹が、対面に座る猿渡に向かって言い放つ。


    



    「わ、わたしは、漫画は漫画でも、１８禁の、エロ漫画を描いているんです！」


    



    　昨日の打ち合わせでは、秘密にする方向で話がまとまっていた。


    　少なくともお見合いではマイナスになりそうな情報を隠し、交際の中でそれを徐々に出していく。


    　牡丹もそれに賛成してくれていたのだが……。


    「……そ、そーなんですね。いやっ、ちょっとびっくりしちゃいましたけど、ボクも男なんで、そういうのも嫌いじゃなかですよ！」


    　少しだけ赤くなりながら、寛かん容ような言葉を並べて笑う猿渡。


    　しかし縁えん太た郎ろうは見逃さない。


    　彼の笑顔が、先程までのそれと違って、どこかぎこちないことに……。


    



    　＊　＊　＊


    



    　お見合いをした後は、２～３日以内に返事をすることになっている。


    　交際したいのか、したくないのか。交際を検討するにあたって、相手について知っておきたいことがあるとか、こういう要求を呑んでくれるのであれば交際に進みたいとか。


    　そんなやり取りを双方の仲人なこうど同士で行って、その結果を受け持っている会員に伝える。


    　牡ぼ丹たんのお見合いの返事は、翌日に猿さ渡わたりの仲人からメールで届いた。


    　縁太郎は居間に置いてあるパソコンのモニターでそれを見て、苦々しい表情になった。


    　これは電話やメールで報告するのではなくて、直接会って話したい。その旨を牡丹にラインで伝えると、これから家に来てくれるという返答が来た。


    「しかし、どうすっかな……」


    　パソコンの画面を睨にらんで腕を組んでいると、インターフォンの音がした。


    　牡丹にしては早すぎる。そう思って玄関に行くと、そこにいたのは結ゆ衣いだった。


    「昨日のお見合い、どうなったの？」


    「あぁ、それは……」


    　居間に行き、話をすると、結衣は納得いかないと言わんばかりのしかめっ面になる。


    「いい感じだったのに……」


    「まぁ、はた目には、な」


    　縁太郎もそのメールを見つめて、考える。牡丹にどんな言葉をかけるべきなのか。何を伝えるべきなのか。どういう助言が〝正解〟か。


    　仲人の仕事とは、この瞬間こそが正念場だと思う。


    　ただ結婚相手を紹介するだけなら仲人じゃなくてもいい。出会い系サイトやマッチングアプリで事足りる。


    　じゃあ、仲人は何をするべきなのか？


    　それは会員に適切な助言をすることであり、その内容によって結婚できるかどうか、婚活を続けられるかどうかが左右されてしまう。


    　大げさに言えば、会員の人生に影響が出る。


    　だから迂闊なアドバイスはできないのだが、言うべきことはキチンと伝えるべきであり、そのさじ加減が難しい。


    「ねえ、ちょっと疑問に思ったんだけど──」


    　牡丹にかける言葉がまとまってきた頃、難しい顔をしている結衣が聞いてきた。


    「昨日の人って、博多の人なのよね？　どういう繋つながりなの？　縁えん太た郎ろうの知り合いが博多にいるの？」


    　それは、見当違いというか、無知とも言える質問だった。


    「結婚相談所・連合会って、知らないか？」


    　念のために訊ねてみると、結ゆ衣いは不思議そうな顔で首を傾かしげている。


    　もしかすると彼女は、婚活歴が浅いのかもしれない。


    　となると、ありがちな誤解をされている可能性がある。


    　小さな結婚相談所だと、そこに所属している会員と、仲人なこうどの知り合いぐらいしか紹介してもらえないのではないかと。


    「そういう名前の組合があってな」


    　それは、全国の結婚相談所を相互に結びつけている組織で、個人経営の結婚相談所はほとんどそこに加盟している。


    　そもそも、結婚相談所を開業しようと思ったら、結婚相談所・連合会の講習を受けて、それから開業するのが一般的なのだ。その関係はフランチャイズの飲食店経営に似ていて、結婚相談所を束ねる団体から業界のいろはを教わり、登録料を払ってその団体に加盟する。


    「そこに入っていれば、他の結婚相談所の会員とお見合いができるようになる」


    　つまり、自分のところが在籍１０名の小規模な事務所であったとしても、結婚相談所・連合会に加盟している全国の結婚相談所の会員──約１０万人を相手に婚活ができる。


    「だから、個人でやってる結婚相談所であっても、大手の婚活企業であっても、婚活できる相手の数に変わりはない。黒くろ峰みねマリッジプランナーも結婚相談所・連合会に加盟してるから、そこの会員とお見合いをすることもできる」


    　そこでふと、縁太郎は疑問に思う。


    「……黒峰んとこでそういうこと、説明されなかったのか？」


    「あそこは、自前の会員しか紹介してくれなかったけど」


    「なるほどね……」


    　縁太郎と口論になったメガネの男は、結衣が自由に婚活をすることを阻害していた。単純には、自社の会員同士でくっつけたいという思いもあるのだろう。そうすれば二人分の成婚料をとれるから。


    　だけど──


    「いいか、結衣。こんだけいるんだ」


    　縁太郎はパソコンを操作して、お見合いを希望している会員のプロフィールが並ぶページを見せる。登録者の数を示す数字は１０万を超えている。


    「この半分が男性だとすると、５万人の男がお前を待っているってことになる。そう考えると、ちょっとわくわくしてこないか？」


    「……その表現は、ちょっと怖いけど」


    　結ゆ衣いは苦笑していたが、嫌そうな感じではなかった。その瞳の奥にはやはり何かを期待しているような輝きがあって、それは仲人なこうどが大切にしなくてはならないものなのだと思う。


    　その時、玄関の方からドアの音がした。


    「こ、こんにちわ」


    　居間に顔を出したのは牡ぼ丹たんで、今日は大胆に肩を露ろ出しゆつしたセーターとホットパンツという服装をしている。その肩には大きめのトートバッグをかけている。


    「じゃん！　今日はわたしの本を持ってきちゃいました。是非とも読んでみてください」


    　バッグから取り出した自著（エロ漫画）を結衣へ差し出す牡丹だが、結衣はそれを受け取ろうとしない。


    「……もしかして、美人さんはエロが嫌いな人ですか？」


    　顔色をうかがうような上目遣いになった牡丹に、結衣は「そういうわけじゃなくて」と言い置いてから、


    「ハレンチな漫画の中には女子高生をひどい目に遭わせるものがあるでしょ？　私はそれが許せないの。漫画の中の話とは言え、愛らしい女子高生を辛い目に遭わせるなんて……！」


    「わ、わたし、そういうのは描きません！　女子高生モノは、たまに描きますけど……、凌りよう辱じよく系は、あまり好きじゃないので！」


    　ツインテールを振り乱して潔白を主張すると、持っている本をずずいと突き出す。


    「これ、読んでみてください！　そういう漫画じゃないって、わかりますから」


    「いや、でも……」


    「今連載しているやつなんです。ＪＫをいじめたりしてないので、安心してください」


    　話の流れで本を押し付けられてしまったが、結衣はページを開くのを躊躇ためらっている。女子高生うんぬん以前に、人前でエロ漫画を読むということに抵抗があるんだと思う。


    　その光景に、縁えん太た郎ろうは牡丹と初めて会った時のことを思い出してしまう。


    　編集さんの紹介でやって来た彼女は、『わたし、こういうものです』と名刺でも差し出すかのようにエロ漫画雑誌を差し出してきた。それを捨てるのは悪いような気がして押し入れに隠しておいたら、不幸にも蒼あお梨りの目に触れてしまって『エロ漫画お兄ちゃん』という不名誉な呼び名を頂戴するはめになった。


    「大丈夫ですよ。怖くないです。えっちなだけです」


    　牡丹から忙しなく催促されて、結衣は観念したかのような吐息をついてエロ漫画のページを開いた。


    　それは〝妊活ガール、立たち華ばなさん〟というタイトルの本で、新妻の立華さんがＥＤ（勃起不全）の旦那と子作りに励む内容だ。脱いだだけではヤル気になってくれない旦那をその気にさせるべく、あらゆるプレイやシチュエーションに立華さんが挑戦する。


    「わたし、この漫画を描いて、結婚したいって思うようになったんです。立たち華ばなさんみたいな新妻さんに、なりたいなって」


    「……なるほど」


    　漫画を読んでいる結ゆ衣いは何でもなさそうな澄まし顔をキープしているが、ページをめくるにつれて顔が赤くなる。


    　それもそのはずで、あの漫画はかなりエロい。


    　普段そういう漫画をあまり読まない縁えん太た郎ろうでも、牡ぼ丹たんに無理やり読まされた時にはエロい気持ちになってしまった。


    　しかし単純にエロいだけでなく、メインヒロイン──立華さんの心理描写に関しては〝妊活女子の気持ちが描けている〟と評価は高い。一度ツイッターでバズって以来、女性読者の支持も得た。そのおかげでエロ漫画の単行本としては異例の売り上げを叩き出しているとか。


    　もっとも牡丹は、そういう商業的なことにはあまり関心がないようで、


    「立華さんが、素敵なんですよ。本当は内気なのに、大好きなダーリンのために頑張る姿が、応援したくなるというか、可愛いなぁって！」


    　きっと彼女の中で、そのキャラクターは〝生きて〟いるんだと思う。


    　そのキャラクターが本当に好きで、それこそ自分の子供のようなものとして考えているのかもしれない。


    　だとすると、すごく言いづらい報告になってしまうが、それでも伝えなければならないことがある。


    「あのな、牡丹……」


    　縁太郎は真面目なトーンで声をかけ、意図的に雰囲気を変える。


    「昨日のお見合いだが、先方から返事がきた」


    　牡丹はゴクッと唾つばを飲み、強こわ張ばった顔で「ラインで言ってた件ですね」と口にする。


    　博多の猿さ渡わたりという体育教師について。


    　お見合いが終わってすぐに、牡丹は交際に進みたいと告げてきた。


    　昨日のお見合いは、良い雰囲気のままで終わった。エロ漫画家であることをカミングアウトしても、猿渡は友好的な態度を崩さなかった。


    「猿渡さんも、牡丹との交際を希望している」


    「ほ、本当ですかっ！」


    　嬉しそうに目を見開いた牡丹に、縁太郎は「ただし、条件がある」と言って、パソコンのモニターを見るように促した。


    　歩み寄ってきた牡丹に、一通の電子メールを見せる。


    



    〝昨日のお見合いの件ですが、猿渡さんのご家族が、葉は桜ざくらさんのご職業に難色を示されているようです。結婚する際に仕事を辞めて家庭に入って頂けるのであれば、結婚を前提とした交際に進みたいとおっしゃっておりますが、いかがでしょうか？〟


    



    　パソコンのモニターを見つめる牡ぼ丹たんは、時間が止まってしまったように動かない。


    　そんな彼女に代わって結ゆ衣いが口を開く。


    「……結婚したければ仕事を辞めろって。そういうことよね？」


    「まあ、端的に言えば、そうなるな」


    　エロ漫画家という職業について。


    　気軽に恋人を探す合コンの席であれば問題ない。むしろ有利かもしれない。変わった職業に就いていることが注目されて、相手に興味をもってもらえる。


    　しかし、お見合いの席では──。


    　結婚を前提にするということは、すぐにでも親兄弟に紹介するということだ。エロ関係の仕事をしている相手と結婚したいと言ったら、一悶もん着ちやくあると覚悟した方がいい。そんな相手はやめておけと、一いつ蹴しゆうされてもおかしくない。


    　何せ、お見合い相手は他にいくらでもいるのだ。


    　結婚相談所・連合会のサイトに登録されているお見合いを希望する会員の数は１０万人。


    　それだけの候補がいる中で、どうしてわざわざエロ漫画家を結婚相手に選ぶのか？


    「牡丹。どう思う？」


    　縁えん太た郎ろうは、あえて気持ちを導かない。


    　牡丹の本音を知るために、突き放すような言葉を投げて、その胸の奥に渦巻く感情の正体を探ろうとする。


    「……わ、わたしにとって、漫画はすごく、大切なものなんです」


    「あぁ。知ってる」


    　この半年間、漫画家として奮闘している牡丹の姿を見てきた。締め切りに追われている時はできる範囲で手伝った。単行本が出た時は仲の良い会員を集めてささやかなお祝いをした。出版された本は購入し、彼女のサインをもらった。


    「いくら結婚のためとは言え、漫画を描いていることを隠したり、それをやめるなんて……できません……」


    　感情的な涙目で、しかし頬に涙をこぼすことなく牡丹は言い切った。


    　それでいいと縁太郎は思う。


    　もし仮に、牡丹が結婚のために漫画を辞めると言っていたら、全力で止めていた。


    　確かに結婚は大切なことだが、全てに優先させていいというわけじゃない。


    「猿さ渡わたりっていうお見合い相手は、ちゃんと牡丹の漫画を読んだの？」


    　パソコンのモニターを見据える結衣が、批ひ難なんするかのように尖とがった声を出す。


    「これは、いい漫画だと思う。ちょっと性的な表現が強いけど……、キャラクターに対する愛情が伝わってくるし、女子高生がひどい目に遭うこともない。エロ漫画だからって、中身を見ないで否定するなんて、見識が狭すぎる」


    「び、美人さん……。わたしのことを、かばってくれるんですか？」


    「私は、水み無な月づき結ゆ衣い。美人と言ってくれるのは嬉しいけど、ちゃんと名前で呼んでほしい」


    　照れているのか、少しだけ頬を赤らめる結衣。


    　ずびっと鼻水をすすった牡ぼ丹たんが、人ひと懐なつっこく微笑んだ。


    「じゃあ、結衣にゃん！」


    「結衣、にゃん……？」


    「ツンデレっぽくて、猫っぽいから、結衣にゃんです！」


    「ま、まあ、好きに呼んでくれていいけど……」


    　そして結衣に牡丹の影が迫る。


    　彼女は嬉しそうに両目を閉じて、ラグビーのタックルみたいに思いっきり結衣に飛びついて、


    「結衣にゃぁぁ──ん！」
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    「ちょ、ちょっと!?」


    　突然のことに驚いて逃げようとする結衣だが、牡丹は無理やりしがみついて離さない。あたりかまわず頬ずりをして、文字通りボディランゲージでほとばしる愛情を相手に伝えようとする。


    「何だかもう、女の子でもいいような気がしてきました！」


    「わ、私はよくないわ。離れてっ」


    　結ゆ衣いに突き放された牡ぼ丹たんは、「結衣にゃんにも振られちゃいました」と言って楽しげに笑う。


    　しかしそれは空元気であったのか、笑顔が長続きしない。


    　彼女はしょげた顔でため息をついて、縁えん太た郎ろうのことを切なげに見つめる。


    「……やっぱり、エロ漫画家だと、結婚ってむずかしいんでしょうか？」


    　確かに、普通の人より障害は多いと思う。


    　しかし無理ではないはずだ。


    　エロ漫画家でも結婚してる人なんていくらでもいる。


    「そもそもの話だが、昨日の人は、牡丹と人柄の相性が良いとは言えないと思う」


    「え……、そうですか？　でも、話してて楽しかったし、盛り上がってたし。やっぱり、学校の先生ってのが、ダメだったんですかね……？」


    「牡丹がエロ漫画家だって言った時な、あの人、顔が引きつったんだよ。きっとマイナスの感情があったんだけど、それを隠した。全然問題ないって口で言ってたけど、結局、交際を渋るような返事をしてきた」


    「でも、家庭の事情って……」


    「これは俺の勘だけど、建前じゃないかなって思う。親に話したら反対されるだろうって想像して、それで断ってきたとか」


    　納得いかなそうにしている牡丹に、縁太郎はさらに続ける。


    「牡丹はそういうの、得意じゃないだろ？　嘘をついて見栄を張ったり、その場を取り繕つくろったりするの」


    　一時の嘘をついてエロ漫画家であることを隠すことすらしたくない。


    　そんなまっすぐな牡丹は、相手の嘘を見抜くことが不得手だ。


    　もしも猿さ渡わたりと交際していたら、苦労していたんじゃないかと思う。本音と建前を見分けることができなくて。


    「本音で生きている牡丹には、ちょっとぐらい不器用でも、嘘のない相手がいいと思う」


    「……言ってることはわかるんですけど。そんな相手、どうやって見つければいいんですか？」


    　道に迷った子供のような眼差しを向けてくる牡丹。


    　縁太郎は迷うことなくパソコンのモニターを指差した。


    「こればっかりは、近道がない。とにかくお見合いするしかない。でもな、牡丹。もしもお前と人柄の相性がばっちりな男を見つけたら、俺は絶対にそれを見逃さねえ。だから根気よくお見合いを続けてくれ。１００回もお見合いをすれば、一人ぐらいは良い相手が見つかるから」


    「……１００回、ですか。先が長いですね」


    　うんざりとしたため息をついた牡ぼ丹たんだが、その瞳の奥にはちゃんと光るものがあった。


    　縁えん太た郎ろうが努めて明るく「次のお見合い相手を探そうぜ」と声をかけると、すんなり頷うなずいてくれた。


    「人柄の相性……」


    　結ゆ衣いが小声で、呟つぶやいた。


    「どうかしたか、結衣？」


    　縁太郎が問いかけると、彼女は慌てて「何でもない」と口にした。


    　それでも何か言いたげな顔をしていたので、詳しく聞いてみようかと迷っていると、スマホの着信音がした。


    　それは縁太郎のスマホからで、画面を見ると見知った会員からだった。


    「もしもし、何かあったか？」


    　最初にぐずっと、鼻をすするような音がして、


    



    『縁太郎！　わたくし、振られてしまいまして……！』

  


  
    　第３話　婚活シンデレラ


    



    



    　その会員が住んでいるのは、縁太郎の家から歩いて１０分ほどの距離。


    　神田の下町に軒を連ねる古めかしい一軒家の並びに建っている木造アパートだ。


    　ブロック塀に周囲を囲まれて、その塀の上に茶虎の猫がずんぐりと座っている。ドアの並ぶ廊下はねずみ色のコンクリートで、薄いドアからテレビの音が漏れている。


    「骨董品みたいなアパートね」


    　建物を見上げた結衣が口にして、縁太郎もそれに同意する。


    　すぐにでも建て替えるべきだと思う。しかし大家の言い分を知っている縁太郎はあまり悪し様に言うことができない。お金のない人でも住めるように格安の家賃で部屋を提供したい。その思いやりは居住者の気持ちに寄り添えているようで、このアパートは常に満室なのだった。


    「カレン、来たぞ」


    　縁太郎は２０１号室のドアをノックして、「入ってくださいまし」という返事を聞いてからドアノブへ手を伸ばした。


    　部屋の中は外見通りにぼろい──というか古いのだけど、縁太郎はどこか安心してしまう。板張りの台所と色あせた畳という組み合わせが、自宅のそれと同じだからかもしれない。


    「せっかく上手くいってましたのに、わたくし、痛つう恨こんのミスを……」


    　縁えん太た郎ろうの到着を待っていた家主が、切なげに呟つぶやいた。


    　彼女の名前は、早さ乙おと女めカレン。


    　金髪碧へき眼がんで、外国人モデルさながらにすらっとしたスタイルをしている。海外ブランドの洋服なんかが似合いそうだが、今は生活感の強い黒のジャージを着ている。


    　そして縁太郎の後ろに立っている結ゆ衣いに気付くと、キッと目付きを強くして、


    「な、なんですの貴女は！　縁太郎以外を呼んだ覚えはありませんわよ！」


    　結衣は急に怒鳴りつけられたことに驚いたのか一歩後ろに下がり、それでもカレンから目を離さずに口を開く。


    「私は、水み無な月づき結衣。今、入会を迷っていて見学をしているの。その、見られたくないのであれば、外に出てるから……」


    　じっと結衣を見つめたカレンが、小声で「……水無月？」と呟いた。


    　その様子を縁太郎は不思議に思う。


    「どうした、カレン？　結衣のこと、知ってるのか？」


    「……いえ、そんなはずありませんわ。初対面でして」


    「……？　そうか」


    　縁太郎はドアを開けたまま、チラっと横目で結衣を見て、


    「本人が言った通り、結衣は見学中なんだけど、さすがに席を外してもらった方がいいよな」


    「……そういうことなら、別に構いませんわよ。これから会員になるって人なら、赤の他人というわけではありませんし」


    　カレンは何でもなさそうに言って、押し入れから座布団を二枚出してくれる。


    「そうか？　そういうことなら」


    　縁太郎は結衣を連れてカレンの部屋に入る。


    　日に焼けた畳の上を歩き、平べったい座布団に座らせてもらった。


    「それで、一体なにがあったんだ？　どうして振られた？」


    　彼女は高収入男性をターゲットにした〝玉たまの輿こし狙い〟の婚活をしている。


    　つい先日の婚活パーティーで資産家の息子とカップルになれて、理想の相手を捕まえることができたと喜んでいたのだが。


    「これをデートの時に置き忘れてしまいましたの。……カレの車に」


    　彼女はそう呟いて、テーブルの上に置いてある財布を指差した。


    　それは持ち主の正体を雄弁に語っている財布だ。


    　本来なら札を入れるべき場所に、割引券やポイントカードが挟まっている。


    「バレちまったのか？　その……、貧乏が」


    〝貧乏〟という言葉にむっとするカレンだが、それを否定することはしない。


    「上流階級の人間が持つ財布じゃないと疑われて、素性を探られてしまいましたの。探偵を雇ったんだと思いますわ。わたくしがアパートのドアを開けているところや、店員さんに割引シールを催促している様子とか。もやしばかり食べている場面を撮影されて、そういう人とは交際できないと言われてしまいましたの……」


    　超が付くほどの金持ちは、貧乏人を敬遠する傾向がある。庶民的な財布を見られたカレンが探偵に身辺調査をされてしまったと聞いたところで、それほどの驚きはなかった。


    　それよりも縁えん太た郎ろうが強く感じたのは、彼女の婚活はやはり棘いばらの道であるということだ。


    　カレンは貧乏であることを隠し、貴族のお嬢様──っぽい言動によって、正体がバレるまでに親しくなってしまおうと狙っている。旦那の心さえ掴つかんでしまえば周囲の反対を押しきってゴールインできる。そんなシンデレラストーリーを現実のものにしようと考えている。


    「なあ、カレン」


    　縁太郎は、いつか切り出そうと思っていたことを口にする。


    「玉たまの輿こし狙いの婚活は、やっぱりやめにしないか？」


    　するとカレンは、侮ぶ辱じよくされた貴族さながらに血相を変えた。


    「いきなり何を言い出しますの？　ちょっと失敗したぐらいで諦めるなんて……。見損ないましたわよ、縁太郎！」


    「俺は最初から乗り気じゃなかった。カレンが玉の輿に乗るのは難しいと思う」


    「何でそんなことをおっしゃるのか、さっぱり意味がわかりませんわ。わたくしが何者であるか、お忘れになってしまったのでして？」


    　手首を翻ひるがえしたカレンが、その手を口元に添える。


    　貴族めいた高笑いが似合いそうな仕草に続いて、高らかに言い放つ。


    「わたくしは名門・早さ乙おと女め家の令嬢。貴族の血を引いておりますのよ！」


    「……でも、今は名門でも何でもないだろ？　貴族っぽいのは名字だけだ」


    　彼女は早乙女家の令嬢として生を受け、メイドと一緒にお屋敷で暮らしていた。


    　しかし彼女が１０歳の時に、母体である会社、早乙女工業が倒産してしまう。


    　全ては過去の栄光と成り果ててしまい、優雅な暮らしは彼女の記憶と写真の中にしか残されていない。


    「……それでもわたくしは、ここから成り上がりますのよ」


    　カレンは縁太郎から視線を外し、左手の小指にはめられた指輪を見つめる。


    「ただ一つ残された美貌を武器に、財を成している殿方に見初められ、貴族として上流階級の世界に舞い戻る。わたくしはそのために婚活をしておりますの。玉の輿狙いの婚活をやめるだなんて、とんでもない話ですわ！」


    「──そんな良い世界じゃないと思うけど」


    　さらっと口にしたのは結ゆ衣いで、妙に実感の込められた言い方だった。


    　縁えん太た郎ろうは違和感を覚え、カレンも怪け訝げんな顔になる。


    「わかったような口をきかないでくださいまし。わたくしは実際に、その世界を経験しておりますのよ。優雅なお茶会で上品なふるまいをして、メイドたちとたわむれる。貴女はご存知ないでしょうけど、そういう世界の素晴らしさを、わたくしは身をもって知っておりますの」


    「…………」


    　結ゆ衣いは何か言いたげな顔で、しかし口を閉じている。


    　やはり引っかかるところはあるが、今はカレンが先決だ。


    「なあ、カレン。お前が振られちまったのって、貧乏だからってわけじゃないと思うんだ」


    「縁太郎。わたくしの話を聞いておりましたの？　わたくしは、その……、財産がなさそうな場面を写真に撮られて、そういう人とは交際できないと、はっきり言われましたのよ」


    「それはわかってる。じゃあ、何でそういう人と交際できないのかって、理由は聞いたか？」


    「それは、聞いておりませんわ……。だって、振られたショックで、そんなことを聞く余裕はありませんでしたし、聞くまでもありませんわ。貧乏だからダメだって、そういう理由に決まっておりますわ！」


    　感情的に声を張り上げて、まっすぐに青い瞳を向けてくるカレン。


    　きっと、本当に自覚がないんだと思う。


    「相手はカレンに、〝利用されてる〟って思ったんじゃないか」


    　カレンは結婚を〝手段〟にしようとしている。


    　大金持ちと結婚することによって上流階級の世界へ舞い戻るという〝結果〟を得るために婚活をしている。


    「そ、そんなこと、ありませんわ……。わたくしはちゃんと、カレのことも──」


    「じゃあ、もしも相手が交際中に破産したら、それでも交際を続けていたか？」


    「そ、それ、は……」


    　カレンは言葉を喉に詰まらせて、視線を伏せて押し黙る。


    　もしもここでそうとは思っていないのに『交際を続ける』と言えるような女であれば、玉たまの輿こしを狙えると思う。そういう〝嘘〟を平然とつける図太さがないと、結婚を手段と割り切って成果を得るのは難しい。それができるのは本物の〝悪女〟であって、カレンはそういう女じゃない。


    　彼女は近所に住んでいるという理由で、一年前に白はく城じよう結婚相談所にやって来た。


    　玉の輿だの金が欲しいだの言っているのだが、金のためにズルいことをしたことはない。節約をせっせと頑張って、バイトの仕事は真面目にやって。居酒屋で飲んだ時にはいいと言っても『貸しは作りたくない』と口にしてその代金を払おうとする。


    「カレンだって、わかってるだろ？　条件だけを追い求めて婚活をしても上手くいかない。人柄の相性だって大切だ」


    　婚活は最初に条件を目にして相手を選ぶから、うっかりすると肩書きに求婚してしまう。


    　仲人なこうどとしてそれは正さないといけない。


    　金持ちを狙うのはいいのだが、金持ちなら誰でもいいという考えには賛成できない。それは相手に失礼であるし、結局のところ本人も不幸になってしまう。


    「……わかりましたわ」


    　うつむいていたカレンが顔を上げて縁えん太た郎ろうを見た。


    　彼女は悩みを吹っ切ったように、すがすがしい口調でこう言った。


    「じゃあ、ちゃんと人柄の相性が良くて、お金持ちの相手を探せば完璧ですわね！」


    「それは、そうなんだが……」


    　できることなら普通の相手に目を向けてほしかった。


    　カレンは姉あねさん女房的な気質があって、相性の良い相手と出会えれば良い家庭を築けると思う。しかし相性が良くて金持ちという条件となると、一気に出会える可能性が低下してしまう。


    　──あんまり話したくはなかったんだが……。


    　そう思ってため息をつきつつ、縁太郎は口を開く。


    「じゃあ、ちょうど今、財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しが嫁探しをしてるんだけど」


    「財閥の御曹司!?　まさに理想の殿方ですわ。お見合いを申し込んでくださいまし！」


    「でも、一つネックがあってな……」


    　縁太郎は言いよどみながら、〝それ〟を口にする。


    「カレンって、処女か？」


    「……はぁ!?　何を血迷った質問をしてますの！　縁太郎がそんな、せ、セクハラをするなんて、見損ないましたわ！」


    「いやっ、そうじゃなくて、そういう条件を出されてるんだよ！」


    「……財閥の御曹司が、ですの？」


    「財閥の御曹司が、だ」


    　これはレアケースなのだが、そういう家訓があるからという理由で結婚相手に〝貞操〟を求める男性がいる。それこそ別世界と言えるぐらいのお金持ちの一部では、未だに因習のごとく残っているらしく、年に数回ぐらいはそういう話を耳にする。


    「で、でも、そんなの、どうやって確認するんですの？」


    　怒っているのか赤い顔でジト目を向けてくるカレン。


    　縁太郎はまたしても口ごもりながら答える。


    「俺もそういうお見合いを組んだことはないから詳しくはわからないんだが、婦人科へ行って事情を話せば、そういう診断書を出してくれる──らしい」


    「……それはつまり、しょ、処女であることを証明してくださいって、お医者様の前で股を開けってことですの？　な、何ですのその、屈辱に満ちた診断は！　そ、そんなの、想像しただけで……！　ぜっ、絶対に無理ですわ！　これはやっぱり、せ、セクハラですわよ、縁えん太た郎ろうっ！」
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    「別にやれとは言ってないって！　ただこの御おん曹ぞう司しはそういう女性を求めてるって、そういう話だ！」


    　縁太郎は疲労感に満ちたため息をついて、面倒くさい条件を出してきた御曹司を心の中で恨むのだった。


    



    　＊　＊　＊


    



    「今日、まひるさんが来る予定だから、カレンも来いよ。おいしい晩御飯作ってくれるから」


    「わたくし、これからタイムセールですの。その後にお邪魔させていただきますわ」


    　カレンは卵１パック１０円のセールを目指してスーパーへ向かい、縁太郎と結ゆ衣いは家を目指して並んで歩く。


    　赤々とした夕焼けが二人の影を伸ばす。すれ違った近所のおばさんが「縁太郎ちゃん、彼女かい？」と定番の冷やかしを入れてきた。


    「知り合いが多いのね」


    「ずっとここに住んでるからな」


    「こういう雰囲気って、ちょっと新鮮」


    「そうなのか？　まあ、今時じゃ珍しいのかもな。この下町の感じって」


    　結ゆ衣いと二人でたわいもない話をしながら歩道を歩いていると、ふと、懐かしい気持ちになった。


    　学生時代、友達と夢を語ったのも、初めて女の子に告白したのも、すべて夕焼け色に染まる通学路の出来事だった。夕日には人を饒じよう舌ぜつにする何かがあるのかもしれない。


    「結衣はどういう子供だったんだ？」


    「私は、海外へ行ってた」


    「あぁ、帰国子女って言ってたな。家の都合、とか？」


    「それに近い、かな……。親に言われて、それで海外の大学へ行ったの」


    「頭良いんだよな。美人すぎる科学者って言われてたし」


    「まぁ、そうだけど。でも、自分の意思で始めたことじゃないし」


    　そう呟つぶやいた結衣は、どこか自虐的に微笑んで、


    「親に言われるがまま、それをやっていただけで、本当にやりたかったのかどうはよく分からない。まあ、やっているうちに楽しくなってはきたんだけど……」


    「楽しかったんならそれでいいんじゃないか？　きっかけは何であれ」


    　縁えん太た郎ろうが気安く笑いかけると、結衣も表情を和らげる。


    「そうね。研究はすごく楽しかった……」


    「どんなことをやってたんだ？」


    「私の専考はロボティクスで、ＳＦ小説に出てくるようなアンドロイドを作ろうと──」


    　楽しそうに語り始めたと思いきや、すぐに話をやめてしまう。


    　その言葉を生み出していた気持ち自体が途切れてしまったような沈黙を挟み、寂しそうな嘆息がそれに続いた。


    「まあ、もう関係のない話だけど」


    「関係ないって、どうして？」


    　聞いても結衣は答えてくれない。


    　縁太郎に顔を見せまいとするかのように早足で歩き出し、いきなりぴたっと立ち止まる。


    「あ……」


    　彼女が指差した先に女子高生の集団がいた。一時停止の標識を囲んで楽しそうな声を上げている。その中は蒼あお梨りの姿があった。


    「あお──」


    「やめとけ」


    　縁太郎は声を出そうとした結衣の肩に手を乗せた。


    「アイツ、外で声を掛けられるの、嫌がるから」


    「……どうして？　何が嫌なの？」


    「年頃ってやつだろ。結ゆ衣いも思春期の頃とか嫌じゃなかったか？　親とかその友達に声をかけられんの。特に学校の友達がいる前だと」


    　家では決して見せない無邪気な笑みを振りまいている蒼あお梨りを見つめて、結衣は寂しそうに肩をすくめる。


    「私、海外だったから経験してないの。女子高生」


    「外国にはないのか？　あぁいうの」


    「ハイスクールは基本的には私服だし、みんなもっと大人っぽい。日本の大学みたいな雰囲気ね。だから帰国して驚いたのよ。空港を出た時に修学旅行の女子高生の集団を見て、ものすごいカルチャーショックを受けた。あそこまで可愛さを突き詰めている存在なんて、世界中どこを探しても日本にしかいない。可愛い女の子が可愛い制服を着て、好きなことやって、自由気ままに過ごして。私、海外に行ったことは正解だと思ってるけど、女子高生を経験できなかったことに関してはすごく悔しいの……」


    　唇を尖とがらせる結衣を見て、縁えん太た郎ろうは苦笑してしまう。


    　蒼梨はこちらに気付いているようで、たまにチラっと視線を送ってきては睨にらみ顔になる。早くどっか行ってよと、目線だけで要求されている。


    「行こうぜ、結衣」


    「……うん」


    　名残惜しそうに蒼梨を見ている結衣を促して歩き出す。


    　家の前まで来たところで縁太郎は怪け訝げんな顔になる。


    　──誰だ？


    　路上駐車をしているワゴン車の影に、縁太郎の家を見つめている男の姿があった。


    　あごに髭を生やしている男性だ。


    　近所の人ではなかったし、会員でもない。それなのにじっと縁太郎の家を見ている。


    「もしかして、ウチに御用ですか？」


    　結婚相談所に入ろうかどうか迷っているのかもしれない。


    　そう思ったのだが、男はビクっと肩を震わせて逃げ腰になる。


    「いやっ、その……。え、駅はどこかなって」


    「あぁ、それなら。あっちへ行けば大通り沿いに地下鉄の駅が」


    「そ、そうなんですね。ありがとうございます」


    「……？」


    　その男は大げさなぐらい何度も頭を下げて、逃げるような早足で歩き去ってしまった。

  


  
    　第４話　まひるママ


    



    



    　縁えん太た郎ろうと結ゆ衣いが家のドアを開けると、美味しそうなご飯の匂いに出迎えられた。


    　家を出る時、パソコンでお見合い相手を探している牡ぼ丹たんに留守番を頼んだが、夕飯を作ってくれたのは彼女じゃない。


    　台所へ行けばエプロンをした女性がおたまを片手にパタパタと動き回っていて、縁太郎に気づくと優しく微笑んだ。


    「おかえりなさい、縁太郎くん」


    　あたかも新妻であるかのような彼女は、白はく城じよう結婚相談所の会員──小こ日向ひなたまひる。


    　おっとりとした表情のお姉さんで、そこにいるだけで雰囲気を和らげてくれる。まさに癒し系というべきオーラを振りまいていて、縁太郎も思わず表情を和らげてしまう。


    「まひるさん。俺も手伝うよ」


    「じゃあ、お料理を居間に運んでくれる？　カレンちゃんも来るのよね」


    「スーパーの特売寄ってから来るって」


    「さすがカレンちゃん。節約上手で、いいお嫁さんになれそう」


    「ははっ、それは確かに。あっ、あと、この人、新人候補の──」


    　縁太郎が結衣を紹介すると、まひるはにっこりと優しく微笑んだ。


    「初めまして、小日向まひるです。普段は、幼稚園の先生をやってます」


    「み、水み無な月づき結衣。よろしく……」


    　まひるのことを見つめる結衣は、ちょっと戸惑っているように見えた。


    　みんなで一緒にタケノコご飯を居間へ運んでいる時も、じろじろとまひるのことを盗み見ている。


    「結衣、どうかしたか？」


    　料理を全て居間に運び終えたところで聞くと、結衣は改めてまひるの顔をじっと見て、


    「ちょっとお母さんに雰囲気が似てるの。別人だってわかってても、何か……」


    　それを聞いたまひるは、しょげるようにしゅんとする。


    「これは、落ち込んだほうがいいのかな？　結衣ちゃん、でいいのよね？　──のお母さんっていうと、それなりに年配の人だよね」


    「いや、もちろん若い頃よ。私が子供の頃のお母さんに、すごく似てるの」


    　まひるはもちろん独身で、子供はいない。


    　でも、彼女がまるで母親のような雰囲気を持っている、という意見に関しては縁太郎も同意する。白城結婚相談所の会員たちも彼女に甘えてしまうことが多い。つまり母性が強いのだ。


    　例えば牡丹は、


    「まひるママ！　膝枕お願いしても、いいですか？」


    　食卓に料理が並んでいるのに、それを無視してまひるに甘えようとする。


    　まひるが「どうぞ」と言って太ももを提供すると、牡ぼ丹たんは嬉しそうにころんと寝転がって膝枕をしてもらう。


    「……まひるママの膝枕、すっごくいいです。甘やかされて、駄目になっちゃいます」


    　そんな牡丹の頭をまひるは優しく撫なでていて、牡丹は至福の表情になっている。


    　──大きな子供だ……。


    　牡丹はエロ漫画というアダルトなコンテンツに携わっている一方で、子供っぽいというか、幼児っぽいところがあって、まひるを見ると体裁をかなぐり捨てて全力で甘えようとする。


    「ただいまー。あっ、まひるちゃん！」


    　学校から帰ってきた蒼あお梨りが声を上げ、スクールバッグを投げ捨ててまひるに近付いた。ソファーの上に膝立ちになり、当然のように抱きついた。


    「まひるちゃん、ふかふかで抱き心地いーんだー」


    「もー、蒼梨ちゃん。子供みたいだよ」


    　それを見た結ゆ衣いが「私も蒼梨に抱かれたい」と口を滑らせていたが、蒼梨は聞こえない振りをしてまひるをぬいぐるみのように扱っている。


    　これじゃご飯食べられないから、と言って苦笑しているまひるをよそに、牡丹と蒼梨はまひるから離れようとしない。


    　これがいつもの光景だった。


    　まひるは白はく城じよう結婚相談所のお母さん的な存在で、みんなから慕われている。


    　だからこそ──


    「わたしね、彼氏ができたんだ」


    　その報告に、フォロワーたちがざわめいた。


    「彼氏なんて駄目です。まひるママは、わたしのものです！」


    　膝枕されている牡丹が、ふとももの上で頭を振ってイヤイヤをする。


    「まひるちゃん、彼氏なんてやめてお兄ちゃんと結婚しなよ。そしたらいっつも一緒にいられるし」


    「なに言ってんだ蒼梨。変な事いうなって！」


    　慌てる縁えん太た郎ろうに、まひるは小悪魔みたいにクスッと微笑みかけてくる。


    「縁太郎くんなら悪くないかなー、なんて」


    「まひるさんもそういうノリはいいから。っていうか、彼氏できたんだろ」


    　縁太郎のツッコミを受けて、まひるが小さく舌を出す。


    　彼女は白城結婚相談所でも最古参の会員なので、こういうノリも平気でやってくる。


    「それで、みんなにカレを紹介したいんだけど、いいかな？」


    　その発言に、さらにまひるフォロワーたちのざわめきが大きくなっていく。
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    「……いいでしょう。まひるママに相応しい相手なのかどうか、判定してやります」


    「変な男だったら、あたしが追い払ってやるから」


    　牡ぼ丹たんと蒼あお梨りがまひるから離れ、視線を合わせて頷うなずいた。


    　まひるがスマホを操作して、しばらくすると玄関のほうで車の音がした。やたらと排気音が大きい。


    　まひるを先頭に会員たちがぞろぞろと廊下を歩き、玄関に立ち並ぶ。


    「ちょっと、呼んでくるね」


    　まひるが靴を履いて外へ出て、男の笑い声が聞こえて。


    　二人分の足音が近付いて来る。


    「この人が、わたしのカレシです」


    　まひるがドアを開け放ち、全員の視線が男へ向けられる。


    「どうもー、カレシの灘なだ原はらっす。歌舞伎町でホストやってまーっす」


    　それは、若い男だった。


    　茶髪で、耳にピアスがあって、明るい色のスーツがホストっぽい。


    　縁えん太た郎ろうの脳裏にとある光景がよみがえる。


    　婚活パーティー会場で、強引に女性を口説こうとしている若い男がいた。婚活会場を繁華街と勘違いしているような振る舞いが目に余り、その背中に声を──。


    



    「「あぁぁああああ────ッ！」」


    



    　縁えん太た郎ろうが声を上げると同時に、向こうも声を上げていた。


    　二人は決闘をするガンマンさながら、お互いに指を向け合っている。


    「まひるさん。コイツとどこで会ったんだ？」


    　縁太郎が念のために確認すると、まひるはカレシと縁太郎を交互に見て、


    「えと……。この前の婚活パーティーでね、カレが廊下で落ち込んでたの。何か、乱暴な男にパーティーを邪魔されたって」


    　間違いない。


    　やっぱりこいつは、あの時の──。


    「まひるさん、コイツはやめた方がいい。婚活パーティーで女性を強引にナンパしてたんだ」


    「まひるちゃん、コイツだよ。オレを悪者にして、女の子を無理やりかっさらっていったのは！」


    　縁太郎と若い男が、まひるを挟んで口角泡をとばす。


    「まひるさん、考え直せ。こいつじゃいつもと同じ結果になっちまう」


    「まひるちゃん、行こうぜ。こんな男の言うことを聞いちゃダメだ」


    　まひるは困った顔になり、左右に視線を迷わせて、


    「……ごめんね、縁太郎くん」


    　若い男の手を取って、そのまま出て行ってしまった。


    　牡ぼ丹たんは憤満やる方ないといった様子で、


    「いいんですか、縁太郎さん。あの男はダメだって、わたしでもわかりますよ！　まひるママを任せちゃっていいんですか！」


    「そーだよ、お兄ちゃん。あの人、ホストって言ってたよ？　女の子を泣かせるやつだよ！」


    　さらには蒼あお梨りにも体を揺すられてる。


    　そんな面々を尻目に、ドアの向こうでこれ見よがしにエンジンをふかした車が発進し、排気音が遠ざかっていく。


    「……俺だって、アイツじゃ駄目だろうって思うさ。けど、まひるさん、気持ちが傾いちゃってると聞く耳を持ってくれないんだよ」


    　縁太郎はこめかみを押さえて悩ましげなため息をついた。


    　まひるは母性が強くて、みんなを優しく甘やかしてくれる。


    　それは恋愛面でも同様で、交際相手を庇護してしまう。


    　するとどういうわけか、そういう男が集まって来る。樹液に群がるカブトムシさながら、女性に依存するダメな男が吸い寄せられてしまうのだ。


    　そしてまひるも、だめな男をほっとけない。


    　きっと庇護欲が強いんだと思う。放っておけないタイプの男に気持ちを奪われてしまい、男性遍歴はダメ男のオンパレードだ。そんな相手じゃ結婚なんてできなくて、結婚相談所の最古参会員になってしまった。


    「本人がいいなら、それでいいと思うけど」


    　腰に手を当てた結ゆ衣いの言葉は、正論だけど納得はできない。


    　彼女のことを心配に思うのであれば、そんなふうに突き放すべきじゃない。


    「まひるさんはあの手の男に尽くして喜んでるけどさ、尽くしたぶんをちゃんと返してくれる相手じゃないとまひるさんが保たないんだよ。気持ちのギブ・アンド・テイクっていうのかな……。そういうのがないとまひるさんが一方的にあげるばっかりで、最終的には疲れ果てて破局する」


    　少なくとも今まではそうだった。


    　まひるは交際相手にひたすら尽くして疲れてしまうか、相手から捨てられてしまうかのどちらかで恋を終わらせている。


    　そしてものすごく落ち込む。


    　毎回、仲の良い会員総出で励まして、ようやく復活できている。


    「今から膝枕の練習、しといたほうが良さそうです」


    　牡ぼ丹たんが神妙な顔で呟つぶやいた。


    　落ち込んだまひるは属性が反転する。


    　甘やかしお姉さんから甘えん坊お姉さんになって牡丹に膝枕を要求してくる。


    「あたし、またしばらく抱き枕かな……」


    　蒼あお梨りはひたすら抱きしめられて、疲れた猫のようにぐったりすることになる。


    「結衣にゃんも覚悟したほうがいいですよ」


    「あー、多分何かされちゃうね」


    　二人から同情の視線を向けられて、事情を知らない結衣はきょとんとしている。


    　それは避けられないだろう。カレンだってひたすら頬ずりをされるし、縁えん太た郎ろうまで頭を撫なでてくれと懇願されるのだ。


    　きたるべき甘えん坊お姉さんの襲来を想像してそれぞれが沈痛な面持ちになっていると、ドアが開いてカレンがやって来た。


    「雁首そろえてどうなさいましたの？　しかもそんな、辛気臭い顔で」


    「カレン嬢。実は──」


    　牡丹が事情を話すと、カレンは自分の頬を触って青い顔になる。


    「またしても化粧水を二倍使わないと肌が荒れる毎日が……。でも、まだ決定したわけではありませんわ。ちゃんとゴールインしてくれる可能性もありますし。だからそんな顔をしてないでご飯を食べましょう。もうお腹ぺこぺこですわ」


    　スーパーの袋を振り回すカレンに続いて、縁えん太た郎ろうたちは玄関から居間へ戻った。


    



    　＊　＊　＊


    



    「そういえば貴女の名前をまだ聞いておりませんでしたわ」


    　居間で食卓を囲んでタケノコご飯をあらかた食べ終えた頃、カレンが結ゆ衣いに尋ねた。


    　食べ終えるまで結衣にまったく触れなかったのがカレンらしい。


    　貧乏暮らしが長い彼女はとにかく食べることを優先する。出されたものは好き嫌いなく何でも食べる。食べ物を粗末にしたら本気で怒る。まるで下町のオカンだ。


    　そして、つくづく姉あねさん女房気質だなと思う彼女は、同時に姉御肌でもある。


    「私は水み無な月づき結衣」


    「じゃあ結衣でいいですわね。わたくしのこともカレンと呼んで構いませんことよ」


    「う、うん。カレン、ね」


    「それで、結衣はどんな男と結婚したいのでして？」


    「えと、それは……」


    「普段は何をしておりますの？　婚活歴は？　好きな殿方のタイプは？　結婚式をするなら和風と洋風、どっちが──」


    　カレンの言葉に便乗し、牡ぼ丹たんと蒼あお梨りも質問を投げ始める。


    　それはさながら、学校にやってきた転校生を囲む女子たちのように、


    「婚活歴はどのくらいなんですか？」


    「まだ、二か月ぐらい」


    「科学者って普段なにしてるのー？」


    「実験と観察と考察をひたすら繰り返すっていう感じね」


    「趣味はなんですの？」


    「女子高生」


    「そんな趣味ないからっ！　……たまに怖いんだよな、結衣ちゃん」


    　蒼梨が自分を抱きしめながら後退り、結衣はそのリアクションにしゅんとする。


    「──それで、ウチに入る気になったのでして？」


    　一通りの質問を終えてから、締めとばかりにカレンが聞いた。


    「うーん。それはまだ、考え中というか……」


    　結衣は縁太郎をちらりと見て答える。


    　きっと、黒くろ峰みねマリッジプランナーと白はく城じよう結婚相談所を天秤にかけているんだと思う。


    　そう考えると、まず最初に負けたくないという対抗心が沸き起こり、それに続いてあそこには勝てないかもしれないという弱気の虫が出る。


    　会社の規模はまるで違うし、会員の数も桁違い。豪華なイベントなんて開催できないし、芸能人を会員に迎えることも難しい。


    　せめて仲人なこうどの仕事振りでは負けまいと奮闘しているのだが、数日にわたって見学していた結ゆ衣いはご覧の有様だ。決断を迷って視線を伏せている。もしかすると自分の仕事振りが疑われているのだろうか……。


    「黒くろ峰みねマリッジプランナーのほうが良いと、そういうことですの？」


    　縁えん太た郎ろうの気持ちを代弁するかのような質問にドキっとする。


    　カレンは縁太郎の不安顔など見てもいないから偶然だとは思うが、彼女は察しの良いところがあるのでそうも言い切れない。仲人である縁太郎の聞きづらいことを代わりに聞いてくれたのはこれが初めてじゃない。


    「そういうわけじゃないけど……」


    「じゃあ、何ですの？　ここは悪い結婚相談所じゃありませんわよ。縁太郎は少しお節介で暑苦しいところがありますが、親身に面倒を見てくださいますし、それに何より会費が安い！」


    　ここが一番大事、と言わんばかりにカレンは人差し指を突き立てた。


    「わたくし、近隣の結婚相談所の料金と比較したのですが、ここは間違いなく最安値ですのよ。リーズナブルに婚活ができるという点では、都内最強と言っても過言ではありませんわ」


    　確かに婚活がしやすいようにと料金を安めに設定しているが、そこを一推しにされるのはあまり嬉しくない。もっと仕事振りに直結するところを推してほしい。


    「でも結衣ちゃん、お金には困ってないんじゃない？」


    　そう言ったのは蒼あお梨りで、「だってこの前、特上のウナギおごってくれたし」と付け加える。


    「特上の、ウナギ……」


    　オウム返しに呟つぶやいたカレンが、くわっと両目を見開いた。


    「どうしてわたくしも呼んでくださらなかったのでして！」


    「いやだって、普通の晩御飯だったし……」


    　スマホから顔を上げてきょとんとする蒼梨に、カレンはずずいと詰め寄る。


    「ウナギなんて、特別な日にしか口にできない高級食材ですのに……。しかも、特上！」


    「つ、次から呼ぶよぉ……」


    「絶対ですわよ。よろしくお願いいたしますわよ！」


    　強く念を押してから、カレンは再び結衣のほうに向き直る。


    「もう、まどろっこしいから直接聞きますわ。一体何を悩んでいるのか、教えてくださいまし」


    「それは……」


    　言いよどむ結衣の表情を見て、縁太郎はいつものやつだと思う。


    　彼女が何かを隠している時の顔だ。


    「ぐずぐず言っておりますが、いつまでも見学なんてされても困りますのよ？　わたくしたちの婚活は見世物じゃありませんのでして」


    　そこに負い目を感じていたのか──と思ったが、そういうわけではないらしい。


    　カレンの指摘を受けても結ゆ衣いの表情に変化はない。もっと根の深いところに何かがありそうに見える。


    「──じゃあ、見学を卒業して〝体験〟してみるってのは？」


    　縁えん太た郎ろうはそう言って結衣へ向けていた視線をカレン、そして牡ぼ丹たんへと巡らせる。


    「久々に合コンとかどうだ？　お見合いばっかりじゃ肩が凝るし、息抜きをかねてさ」


    「それは悪くありませんけど、ちゃんと結婚したいと思っている人が来るのでして？　遊び気分の冷やかしはお断りですのよ」


    　眉をよせて腕を組むカレンに、縁太郎は余裕の笑みを向ける。


    「その点は大丈夫だ。友達の仲人なこうどに話を付けて、そこの会員を呼んでもらう。結婚相談所に入ってる男だったら問題ないだろ」


    「それは、そうですわね。じゃああとは、個別の希望にあった人を呼んでくださるのかどうか。わたくしにはお金持ちの方を。牡丹には──」


    「エロ漫画に寛かん容ような人で、お願いします！」


    「……貴女は相変わらず、破廉恥の道を邁進しておりますのね」


    　苦言を呈してため息をついたカレンに、牡丹はむっとしてテーブルに身を乗り出した。


    「カレン嬢はエロに対して偏見を持っています。エロにもちゃんと、上品なエロと、下品なエロがあるんです。わたしは上品な方に属しています。そんな目で見ないでほしいです！」


    「わ、わかりましたわ。あんまりエロエロ言わないでくださいまし……」


    　牡丹の言葉から逃げるように身を引いたカレンの頬が赤い。


    　処女証明書のときといい、彼女はエロが苦手だ。


    　元貴族のプライドがそういうことを拒絶しているのか、別に理由があるのか。


    　イマイチ掴つかみきれない部分があるが、深く追求することでもないので縁太郎はあまり気にしない。


    「それで、結衣。貴女はどういう男性と合コンしたいのでして？」


    　カレンに水を向けられて、結衣は悩んでいる表情そのままに、


    「私の内面を見てくれる人」


    　すっとよどみなく口に出して、ハッとして口を押さえた。


    「今のは、その……」


    　言い訳の言葉を探してるかのように視線を泳がせている結衣であったが、それを見つめるカレンはどこか満足気に微笑んでいる。


    「やっと本音らしい言葉を口にしましたわね。縁太郎、ちゃんと結衣の言葉を耳にしましたのでして？」


    「あぁ、もちろん」


    「じゃあ、そういう面めん子つを集めてくださいな。牡ぼ丹たん！　絶対に成功させますわよ」


    「えぇ、〝お持ち帰り〟にしてやります！」


    　盛り上がるカレンと牡丹の声を聞きながら、縁えん太た郎ろうは頬に赤みを残してうつむいている結ゆ衣いの横顔を見て思う。


    　──私の内面を見てくれる人。


    　その言葉に嘘はなかったように思う。


    　つまり、今までは外見ばかり見られてきたということだろうか。


    　──まあ美人だし、そうなっても仕方ないか。


    　縁太郎はスーツのポケットからスマホを取り出しながら立ち上がり、友人の仲人なこうどに電話をかけるために部屋を出た。


    　そして通話ボタンをタップする直前に、ハタと気付く。


    「……んん？」


    　──内面を見てくれる人って、どういうオファーをすればいいんだ？

  


  
    　第５話　合コン


    



    



    　仲人は横の繋つながりを大切にする。


    　縁太郎のように個人で結婚相談所をやっている場合、そもそも単独で婚活支援をすることが難しい。必然的に同業者と深く付き合うことになる。


    　結婚相談所・連合会という組織がそれぞれを結び付けてはくれるけど、それはあくまで最低限の土台であって、それをきっかけに深い関係を作りたい。その成果として開拓できる婚活がたくさんあるのだ。


    　縁太郎が企画した合コンもその一つ。


    　相談を持ち掛けた相手は花はな之の木き誠まことという同業者で、縁太郎とは大学の同期生。同じサークルで４年を過ごした仲間だが、卒業後は疎遠になっていた。結婚相談所・連合会の主催する勉強会で再会し、酒を飲み交わすたびにお互いの距離が縮まって、今では気の置けない友人の一人になっている。


    　縁太郎は彼に合コンの話を持ち掛けて、カレン・牡丹・結衣の希望する男性像を伝えた。


    　彼の結婚相談所には５０人近くの会員が所属している。その中から希望に見合う男性をピックアップしてもらい、なおかつ男性側の意見も聞いて──。


    



    　そして週末の土曜日。


    　縁えん太た郎ろうは結ゆ衣い、カレン、牡ぼ丹たんを連れて、新宿の居酒屋へ向かっていた。


    「縁太郎、こっちこっち。会員さんも、今日はよろしくね！」


    　ビルの入口に誠まことが立っている。


    　彼はグレーのスーツ姿で、その顔は若いを通りこして〝幼い〟。高校生がスーツを着ているように見えてしまい、居酒屋の看板と相性が悪い。


    「誠、今日はセッティングありがとな」


    　縁太郎が声をかけると、誠は稚気のある笑みを浮かべて親指を立てる。


    　しかしすぐに申し訳なさそうな顔になり、


    「実は今日、ドタキャンが出ちゃって……」


    　急な仕事が入って、予定していた一人が参加できなくなってしまったらしい。


    「まあ、そういうことなら仕方ないな」


    　縁太郎は女性陣に事情を説明してから、ビルに入ってエレベーターで５階へと上がった。


    　長テーブルのある個室に入ると、そこに２人の男性が待っていた。


    「みんなー。女の子たち来たよー」


    　誠が親しげに声をかけると、彼らは立ち上がって歓迎の笑みを浮かべてくれる。


    「じゃあ、奥から、カレンちゃん、牡丹ちゃん、結衣ちゃんの順に座ってね」


    　席順にはちゃんと意味がある。縁太郎がオファーしたタイプの相手が向かいに座ってくれるはずだ。


    　カレンの向かいには日に焼けたハンサムな男性が腰をおろした。


    「伊い集じゆう院いんです。よろしくっ」


    　白い歯を見せながら笑って、ウィンクしながら二本指で敬礼をして見せる。


    　そのキザな挨あい拶さつをカレンは見ていない。彼女はうっとりと愛しげな眼差しを男性の手首へ向けている。


    「パテック・フィリップですわぁ……」


    　その呟つぶやきを耳にするなり、伊集院が嬉しそうに微笑んだ。


    「おっ、わかる？　腕時計、好きなの？」


    「えぇ、大好きですわ！　ロレックス、オメガ、カルティエ。全ての時計の種類と値段を暗記している程ですの」


    　得意気な笑みを輝かせるカレンだが、伊集院は訝いぶかしげな顔になる。


    「──でも、時計をしてないんだね」


    　その指摘通り、カレンの手首は寂しげだ。


    　普段は１００均で買った時計を着けているのだが、婚活をする時に彼女はそれを着けてこない。


    「素敵な殿方にプレゼントしてもらうために、空けておりますの」


    　ねだるように見つめるカレンに、伊い集じゆう院いんは面白がっているような笑顔になって、


    「じゃあ、オレがプレゼントしちゃおうかな。君の美しい手首に似合う時計を」


    「まあ、嬉しいっ。是非ともお願いしたいですわ」


    「普段はどこで買ってるの？　時計」


    「いつもはダイソウ──」


    　うっかり１００均のお店を口走ってしまったカレンが『しまった！』と言わんばかりに慌てて口を押さえる。


    「ダイソウって、アレだよね？　入ったことは無いけど、１００円の……」


    　疑念に満ちた眼差しを向けられて、気まずげに視線を泳がせるカレン。


    　危機を察した縁えん太た郎ろうがすかさず口を挟む。


    「ダイソウっていう名前のショップがあるんだよな！　銀座に！」


    　するとカレンは、地獄に仏を見たような顔で頷うなずいた。


    「そ、そうですの！　個人でやってるお店がありまして、そこでお世話になっておりますの」


    「へぇー、そうなんだ。それは知らないお店だなぁ……」


    　思案げな顔つきになった伊集院が「一度、行ってみたいかも」と呟つぶやいて、カレンのひたいに冷汗が滲にじむ。


    「じ、実は今、リニューアルをしてまして、休業中ですの……。だから、その……、まずは伊集院さんの使っているお店へ行ってみたいですわ」


    「そう？　オレがよく行くのは──」


    　どうにか話を切り返したカレンに、縁太郎は強こわ張ばらせていた肩から力を抜いた。


    　とりあえずカレンは大丈夫そうなので、続いて牡ぼ丹たんへ目を向ける。


    　彼女の向かいには一見すると地味な男性が腰かけていた。歳は２５～３０歳ぐらいで、カバンから一冊の本を取り出したところだった。


    　それを見た縁太郎はぎょっとしてしまう。


    「そ、それ、わたしの漫画……」


    　目を丸くしている牡丹に、相手の男性は持っている本（エロ漫画）を差し出した。


    「今日は〝さくらリーフ先生〟に会えるって聞いたんで、持ってきちゃいました。よろしければサインをいただきたいなって！」


    　相手の男性が熱っぽく答えて、真剣な眼差しを牡丹へ向ける。


    「自分、駿する河が野のって言います。さくらリーフ先生の大ファンなんです！　妊活ガール、立たち華ばなさん。大好きで、何回も読み返してて」


    　牡丹はしばらくきょとんとしてから、むふっと嬉しそうに笑った。


    「詳しく話を、聞かせてもらいましょう！」


    　二人はすぐに意気投合し、漫画の話で盛り上がる。


    　カレンも牡ぼ丹たんも、まさに理想的な相手をセッティングしてもらえたようだ。


    　そして結ゆ衣いの向かいには誠まことが座り、両手を合わせて謝っている。


    「ごめんね、結衣ちゃん。本当はちゃんと、人の内面を見てくれそうな会員さんを呼んでたんだけど、急な仕事で来れなくなっちゃって……」


    「それは構わないんだけど、一体どういう人が来る予定だったの？」


    　純粋に興味がある、といった眼差しを向ける結衣に、誠は得意げに答える。


    「お坊さん。俗世の憂いを絶って悟りを開いちゃうような人だから、きっと結衣ちゃんの内面を見てくれると思ったんだ。でも、お葬式に出る予定だった人が風邪をひいちゃって、その代理をしなきゃならなくなっちゃって」


    「お坊さん……」


    　呟つぶやいた結衣は、好奇心の煌きらめきを目の奥に見せている。


    　内面を見てくれる相手でお坊さんというは、ちょっと安直というか、お坊さんだからといってそういう人柄とは限らないんじゃないかと思う。そもそも合コンに参加している時点で俗世の憂いを絶てているのかどうか怪しい。


    　でも、縁えん太た郎ろうも興味はあった。


    　お坊さんが合コンに来たらどんなトークをするのか。


    「じゃあ、まずは乾杯をしよっか。みんな、飲み物は何が良い？」


    　誠が幹事として場を仕切りだしたので、縁太郎も坊さんについて考えるのをやめてサポートに回る。


    　結衣の相手は残念だったが、カレンと牡丹は相性の良さそうな男性をマッチングしてもらえている。上手く場を盛り上げて交際に繋つなげたい。


    「縁太郎。ビールを５つと、日本酒を１つ。後は縁太郎の飲みたいもの」


    「いきなり日本酒とは。さてはこの中に酒好きがいるな？」


    　冗談めいた口調で言って男性陣のほうへ目をやる縁太郎だが、控えめな仕草で小さく手を挙げたのは結衣だった。


    「私、強いお酒が好きなの」


    「そうなのか……」


    　そういう印象はなかったので意外だなと思いつつ、縁太郎は飲み物を注文するために店員を呼んだ。


    



    　＊　＊　＊


    



    　合コンが始まってから１時間が経過した。


    　それぞれいい感じに酔いが回って、楽しげなトークで盛り上がっている。


    「最近はオレ、クルーザーで南の島を満喫してさ」


    「クルーザー！　その響きだけでご飯３杯はいけますわぁ！」


    　カレンは伊い集じゆう院いんの金持ちトークに心酔している。


    「正直、ネタ出しが大変になってきているんです……。一通りのプレイはヤってしまったので」


    「じゃあ、自分も一緒に考えます！　立たち華ばなさんのために！」


    　牡ぼ丹たんと駿する河が野のは漫画のキャラクターの将来について熱く語り合っている。


    　そして誠まことは、欠席した坊さんの代わりに結ゆ衣いを楽しませようとしてくれているのだが──。


    「こう見えて縁えん太た郎ろうは奥手でねー。今は仲人なこうどなんてやっているけど、大学時代は女の子をデートに誘うのも一苦労で」


    「お、俺の話はやめろって！　もっと別の話題があるだろ」


    　初対面の相手と話す時の常套手段として〝共通の友人をネタにする〟というものがある。


    　彼はそれを実践しているのだが、もっと別のやり方をしてほしいと縁太郎は思う。


    　仮にも誠は仲人なんだし、いくらでも話題のバリエーションがあるはずだ。


    「縁太郎はどんな大学生だったの？」


    「縁太郎はどこかズレてたねー。例えば、遊園地でデートしようって話になるでしょ？　普通は東京デステニーパークとかへ行くと思うんだけど、縁太郎は華屋敷に女の子を連れて行こうとするんだよ」


    「別に華屋敷が好きでもいいだろ。俺は和風っぽい場所が好きなんだ」


    　さらに落語や歌舞伎が好きという若者らしさに欠けた趣味があるのだが、それはあえて口にしない。


    「そのくせ怖いものは苦手だから、お化け屋敷に入ろうとしない。華屋敷はお化け屋敷がすごいのに」


    「は、華屋敷のヤツは洒しや落れになんねえんだよ。〝本物〟が出るって言うし……」


    　縁太郎は心霊だの幽霊だのといったオカルトが苦手だった。


    　あの手の連中は得体がしれない。胸ぐらを掴つかんで殴れない。


    　まだ泥棒や空き巣といった手合いのほうがマシであるとすら思う。


    「縁太郎って見かけによらず可愛いところがあるのね」


    　そんなことを言った結衣が微笑んで、縁太郎は顔中が熱くほてるような恥ずかしさに眉をしかめた。


    　すっかり〝オモチャ〟にされている。


    　これだから酔った誠を相手にするのは嫌だった。


    　酔いが回って軽くなったあの口は、放っておくといくらでも縁太郎の恥ずかしい秘密を暴露してしまう。


    「そ、そうだ。せっかく合コンなんだからゲームでもしようぜ」


    　これ以上恥ずかしい思いをしたくないので、強引に提案してみた。


    「ゲームをやるのは構いませんが、何をしますの？」


    　カレンに聞かれて、縁えん太た郎ろうは「何か、希望がある人は……？」と言いながら視線を巡らせる。


    　幹事役である自分が決めてもいいが、できれば会員の希望を優先したい。


    「はいはい！　ボッキーゲームはどうですかっ！」


    　真っ赤になるほど酔っている牡ぼ丹たんが元気に手を挙げた。


    　──コイツ、大胆になってるな……。


    　牡丹は酒癖が悪い。


    　酔いが回るとエロ方面にぶっとんだ発言をすることがある。


    「ポッキーゲームはまだ早いだろ。それはもうちょっと、仲良くなってからのほうが」


    　男女でポッキーの両端をくわえて、接近しながら食べていく。


    　確かに盛り上がりはするだろうけど品がない。まだそういう悪ノリを楽しめる雰囲気ではないと思う。


    「ポッキーゲームじゃないですよ。ボッキーゲームですよ」


    「何だそれ？　同じじゃないのか？」


    「女性陣がセクシーなポーズを取って、男性陣を勃──」


    「定番だけど王様ゲームとかどうだろう！」


    　縁えん太た郎ろうは慌てて大声を出して牡ぼ丹たんの言葉をかき消した。
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    　今、とんでもないことを言おうとしていた。エロ漫画家の本領を発揮しようとしていた。


    　これだから酔った牡丹は油断ならない。


    「王様ゲームだね。じゃあ、ちょっと準備するよ」


    　誠まことがそう言って割り箸ばし入れから人数分の割り箸を引き抜いた。


    　手元のバッグからマジックペンを取り出して数字を書いていく。一つだけ赤いしるしをつけて、それを引けた人が王様だ。


    「罰ゲーム的なヤツじゃなくて質問をするっていう感じでどうかな？　当てられた人は可能な限り答えるっていう」


    　誠の提案にみんな頷うなずいた。


    　そのぐらいがちょうどいいと縁太郎も思う。


    「じゃあ、さっそく──」


    　持ち手を隠した割りばしを差し出して、みんながそれを一本ずつ引き抜いていく。


    「ほら、縁太郎も。人少ないし」


    「あぁ、そうだな」


    　仲人なこうどとしてこの場にいる縁太郎は参加するべきかどうかを迷っていたのだが、誠に言われて割りばしを一本手に取った。


    「わたくしが王様ですわ！」


    　赤いしるしの付いた割りばしを手にしたカレンが、正面に座る伊い集じゆう院いんをじっと見据える。


    「それじゃあ──、１番の人の年収を教えてくださいまし」


    　伊集院は苦笑しながら持っている割りばしの持ち手を見せる。３番だった。


    　他の面めん子つもきょろきょろしている。


    「えと、私、１番だけど……」


    　割り箸を掲げて見せたのは結ゆ衣いだった。


    　王様ゲームで当てられるのは〝負け〟のようなものであり、喜ぶ要素はないのだが、それでも彼女は１番の割りばしを嬉しそうに振っている。


    　──コイツもかなり酔ってるな……。


    　幹事として店員への注文を請け負っている縁太郎は知っている。


    　結衣が強い酒をハイペースで頼んでいることを。


    　店員が運んでくるそれを水のように飲み下していることを。


    　酒豪であるならいいのだが、テンションに身を任せて暴走しているのだとしたら後が恐い飲み方だ。


    「それなら結ゆ衣い。年収を答えてくださいな」


    「去年稼いだお金を言えばいーの？」


    「そうですわ。……っていうか貴女、だいぶ酔ってますのね」


    　心配そうに眉を寄せるカレンに、結衣は歌うような口調でこう言った。


    「２０００万ぐらいかなぁ。ロイヤリティを含めたら」


    「え……」


    　固まってしまったのはカレンだけではなかった。


    　全員がその発言の真偽を確かめるべく結衣を見つめて、当の本人はコップに入った日本酒を一気に飲み干して、


    「ぷはぁ……」


    「……貴女、やっぱり酔っておりますのね」


    　カレンの言葉に場の雰囲気が弛緩した。


    　酔って適当なことを口にしただけで、本当に年収２０００万じゃない。


    　そういう流れになったけど、実際どうなんだろうと縁えん太た郎ろうは思う。


    　科学者という職業がどれだけ儲もうかるのかわからない。


    　そもそも結衣については知らないことが多い。こんなにガバガバ酒を飲むことも知らなかったし。


    「じゃあ、次いってみよう」


    　誠まことの呼びかけにそれぞれが割り箸ばしを戻して、シャッフルしたそれを再び手に取った。


    「あ、今度は自分が王様です」


    　割りばしを見て驚きの声をあげたのは駿する河が野のだ。


    　彼は向かいに座っている牡ぼ丹たんをチラチラと見ながら、


    「じゃ、じゃあ、６番の人の、胸のカップ数を教えてくださいっ」


    　大人しそうな外見を裏切る攻めた質問だった。


    　本来のキャラを踏み越えてウケを狙いに言った感じがあって、発言した本人が赤くなっている。


    「Ｄカップ、ぐらいかな」


    　縁太郎が６番の割りばしを持ち上げながら答えると、駿河野は「う、嬉しくない！」と嘆いてみんなの笑いをとった。


    　さらに次のゲーム。


    「お、ついにわたしの時代が、きましたよっ！」


    　続いて王様になったのは牡丹。


    　──とんでもないことを言い出したりしないだろうな……。


    　縁太郎は嫌な予感に息をのみ、立ち上がってツインテールを揺らした牡丹をじっと見る。


    「じゃあですねぇ……、３番の人に命令です。初体験をした時の年齢を、大公開しちゃいましょうっ」


    　駿する河が野の、カレン、結ゆ衣いがビクっと体を動かして、伊い集じゆう院いんと誠まことは余裕の笑みを浮かべて答えを待ち受ける。


    「……２１歳」


    　答えたのは、またしても縁えん太た郎ろうだった。


    「ちょっと遅めですね、縁太郎さん」


    　牡ぼ丹たんから生暖かい笑みを向けられて、縁太郎はかぁっと赤くなりながら、


    「は、早けりゃ偉いってわけでもねえだろっ。っていうか、何で俺ばっかり！」


    　理不尽な展開に憤慨する縁太郎だが、お笑い的にはすごく美味しい。みんな笑っていい感じに盛り上がっているので、まあいいかと思って肩をすくめる。


    　それからしばらくスリリングな質疑応答ゲームが続いた。


    　そして店員がラストオーダーを取りに来た頃──。


    　結衣が王様になった。


    　彼女はもう相当に酔っている。心地よさそうに微笑みながら、風に揺られるつくしのように揺れている。


    「じゃあ、１番の人に答えてもらうわ」


    　結衣はぼんやりと虚こ空くうを見つめ、自分自身に問いかけるように、


    「……どうして結婚したいと思っているの？」


    　縁太郎は結衣を見て、そして自分の割りばしを見る。


    　それは３番で当たりではなかったが、それでも考えてしまう。


    　──どうして結婚したいのか……。


    　縁太郎も結婚したいという気持ちは持っている。


    　仲人なこうどの仕事を通じて婚活している人を間近に見ていると、いつか自分もと、自然に思うようになる。


    　──でも、どうして？


    　その理由を深堀りしようとしてみれば、意外にも深い問いかけであるのだとわかる。


    　上辺だけの気持ちを口にするのは簡単なのだけど、その根底にあるものを正確に言語化するとなると難しい。


    「僕は、一人じゃ寂しいから、かな」


    　当てられた誠がそう答え、合コンの締めとして「みんなにも同じことを聞きたい」と言い出した。酔いが回っている酒の席での質問なので、みんな軽いトーンで答えを口にする。


    　伊集院は「美人妻というステータスが欲しい」とか言うし、駿河野は「２次元の嫁はたくさんいるので、そろそろ３次元の嫁がほしい」なんて口にする。


    　カレンは「玉たまの輿こしに乗るためですわ」と本音を吐いて、牡ぼ丹たんは「心と体の相性が抜群のパートナーが欲しいんです」と力強く言い切った。


    「俺は、いつまでも独りでフラフラしているわけにもいかねえから、かな？」


    　縁えん太た郎ろうがそう答えると、男性陣から「仲人なこうどなのに独身じゃまずいですよ」「オレが良い人紹介しましょうか」とか冷やかされ、カレンと牡丹からは「縁太郎も一緒に婚活するべきですわ」「まひるママをもらってあげればいいんです」なんて言われた。


    　そして結ゆ衣いは、その質問に答えることができなかった。「私は、その……」と口ごもり、そのままうつむいてしまう。そう言えば、結衣の結婚したい理由を聞いたことがない。そう思う縁太郎だが、すでに合コンはお開きの空気で会計のやり取りが始まっていた。
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    　居酒屋の入っている雑居ビルを出た時、すでに夜の１１時を回っていた。


    　それでも新宿の繁華街は眠る気配なんて見せずにネオンを輝かせている。広い歩道にはたくさんの人の姿があって、次の居酒屋を目指して千鳥足でふらふらと歩く。


    「この後どうする、縁太郎？」


    「そうだなぁ……」


    　誠まことに聞かれて縁太郎は肩の重さを意識する。


    　縁太郎の首には細い腕が巻き付いていて、アルコールに屈服した結衣が「うー」だの「あー」だのとゾンビめいたうわごとを呟つぶやいている。


    　実は結衣、ハイペースで飲んでいた割には酒が強くないようで、合コンが終わって席を立つなりステンと転んでしまったのだ。


    　椅子に座っている時は自分がどれくらい酔っているのかわからない。


    　二本足で歩こうとした時に初めて地面が雲のようにふわふわと揺れているのに気付き、愉快に笑う自分の声を聞きながら頭の片隅で飲み過ぎたことを自覚する。


    　まさに結衣はそんな状態だ。一人ではろくに歩けない。縁太郎の肩にしがみついてどうにか立っている。


    「誠はみんなを連れて二次会に行ってくれるか？　せっかくいい感じで盛り上がってるし、これで終わりじゃもったいないからな」


    　雑居ビルの入口にカレン・牡丹・伊い集じゆう院いん・駿する河が野のがいて、時折楽しそうな声をあげては通行人の目を引いている。


    「わかった。じゃあ、牡丹ちゃんとカレンちゃんは僕が面倒をみるから」


    「悪いな。よろしく頼む」


    　縁太郎は後のことを誠に任せて、カレンたちに手を振った。


    　そして負傷兵を引きずって野戦病院を目指す兵士の心境で、結ゆ衣いの手をしっかりと自分の首に巻き付ける。


    「結衣。歩けるか？　家はどこだ？　最寄り駅は？」


    　彼女の顔を覗き込みながら聞くと、結衣はふふふと楽しそうな声を漏らし、「こんなに酔ったの初めてぇ」と呟つぶやきながらふらふらと道路へ向かおうとする。


    「おい、あぶねえって。駅はそっちじゃない」


    　踏ん張って結衣を引き留める。


    　すると彼女は不満げな顔で縁えん太た郎ろうのことを睨にらみ、大通りを指差してこう言った。


    「タクシー」
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    　結衣は靖国通りを走る流しのタクシーを慣れた仕草で捕まえて、条件反射のように住所らしき言葉を口にした。


    　──やっぱり結衣って、本当に金持ちなのかもな。


    　すんなりとタクシーの後部座席に収まった彼女を眺めて、縁太郎はそんなことを思う。


    　縁太郎はタクシーなんて滅めつ多たに乗らない。だから作法をよく知らない。そういう些細な習慣に経済力のあるなしが滲にじみ出ると、カレンが言っていた……。


    　そんなことを考えているとタクシーの中にいる結衣から手招きをされた。


    「何してるの、縁太郎。はやく」


    「あ、おう」


    　縁太郎はどうしようかと迷っていたのだが、とりあえず付き添うことにした。


    　結衣の家がどこなのかは知らないが、ちょっとやそっとで醒さめるような酔い方じゃない。


    　縁太郎が後部座席に乗り込むとすぐに自動ドアが閉まった。シートに背中が押し付けられるような加速があって、夜の街灯が流星のように後方へ流れ消えていく。


    　それほど酔ってない縁太郎でもちょっとキツいと思ってしまう運転だった。


    　心配になって横を見てみれば、結衣は今にも吐きそうだ。


    「あの、エチケット袋ってあります？」


    「前の座席の背中のところありますよ。お嬢さん、吐いちゃいそう？」


    「結構酔ってて、ヤバいかも」


    「はっはっは！　そりゃあ可哀想だ。せっかくの美人なのに吐いたら台無しだ」


    　陽気に笑った運転手が少しだけ窓を開け、外の空気を車内に入れた。運転も優しくなった。


    「今朝掃除したばっかりなんだ。二日連続でゲロ掃除ってのは勘弁してもらいたい。いくら美人でも嬉しくない」


    「ハハ……。そりゃ、そうっすね」


    　楽しそうに笑うおじさんに苦笑して、縁えん太た郎ろうは結ゆ衣いの様子をうかがう。


    　ただでさえ白い顔が青くなっているように見えるが、それでも結衣は嬉しそうに微笑んでいる。


    「今日の合コン、すっごく楽しかった」


    「いい感じに盛り上がったよな。結衣の相手の坊さんが来られなかったのが残念だけど」


    「そうね。どんな人だったんだろ……」


    「ちょっと想像つかないよな。坊さんの合コンとか」


    　縁太郎はタクシーの座席に背中を預けて、カーステレオのラジオに耳を傾ける。


    　フロントガラスの向こうを見れば皇居外苑の近くを走っているようで、ライトアップされた桜に目を奪われてしまう。


    「結衣はずっと海外にいたんだよな？　向こうでは合コンとかしなかったのか？」


    「あっちはホームパーティーが多いの。休日のたびに誰かがパーティーを開いて、時間が空いていればそこに顔を出す。年頃の相手もいるけど、そこの家族の友達とかが沢山来るから婚活っていう感じじゃない。だから今日は新鮮だった。こういう感じの合コンって、したことがなかったから」


    「でも、黒くろ峰みねマリッジプランナーにいたんだよな？　あそこはそういうイベントが多いんじゃないのか？」


    　少なくとも外部に漏れ聞こえてくる話では、そういう部分を売りにしている。


    　毎日のように開催される楽しいイベント。そこに素敵な出会いがあって、幸せなカップルが誕生しています。


    　そんな謳うたい文句で興味を引いて、多くの会員を獲得している。


    「私はそういうのに参加させてもらえないの。黒峰──あの、私のことを担当している仲なこ人うどのことだけど、あの人が選んだ男としか婚活をさせてもらえないのよ。しかも連れてくるのが同じような連中ばっかりで……」


    「そういえば不満そうな顔してたな。婚活パーティーで」


    「だって、せっかくたくさん人がいるのに、相手を自由に選べないなんて。何のための婚活パーティーか分からない」


    　結衣は車窓へ目をやって、不満げな顔をガラスに映りこませる。


    　まるで、婚活自体に嫌気がさしてるようだった。


    「──やっぱりウチに来ないか？　結衣」


    　この言葉をかけるのは２回目だ。


    　でも、今回は彼女に手を差し出しているわけじゃない。


    　その手を掴つかんで、引っ張るつもりで。


    　そのぐらい強い気持ちを胸に持っている。


    「……そうね。縁えん太た郎ろうの事務所で婚活できたらきっと楽しいと思う。カレンや牡ぼ丹たんと話すのは楽しいし、可愛い蒼あお梨りもいるし」


    「それなら──」


    「でも」


    　縁太郎の言葉を遮って、結ゆ衣いは首を左右に振った。


    「私にはその資格がないの。みんなと一緒に婚活をする資格が……」


    　そんなことを言われたのは初めてだった。


    　──資格ってどういうことだ……？


    　その横顔を見つめたところで、答えはわからなかった。
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    　結衣の家は高級ホテルのような車寄せを持っているタワーマンションで、道を照らす橙色のライトが優しく居住者を出迎えていた。


    　縁太郎が初めにタクシーを降りて、車内に残った結衣が料金を払う。縁太郎もいくらか払おうかと申し出たのだが、頑なに断られてしまった。


    　財布を片手に持った結衣がタクシーから降りてきて運転手に手を挙げる。


    　挨あい拶さつ代わりに小さく警笛を鳴らしたタクシーが走り出し、テールランプが夜の暗闇に消えていく。


    「結衣、すごいところに住んでるな。カレンが知ったら嫉妬するぞ」


    　縁太郎は冗談めかして言いながら建物を見上げた。


    　月夜に照らされたマンションの輪郭が夜の闇にぼんやりと浮かんで見える。赤いライトが一定の間隔で点滅している。


    「じゃあ、俺はこれで──」


    「待って」


    　まだ足元をふらつかせている結衣が縁太郎の手を取った。


    「せっかくだから、上がってってよ」


    　縁太郎はしかし、迷わずに首を横に振る。


    　仲人なこうどと会員は一線を画すべきだと思う。


    　そういうつもりが無いのだとしても、誤解を招くような真似はしないほうがいい。


    「……縁太郎に話したいことがあるの」


    「そんなかしこまって話すようなことがあるのか？」


    　縁太郎は言葉だけで返して、結衣に背を向けようとしていた。


    　また今度聞かせてくれと言って、そのまま帰るつもりだった。


    　しかし結ゆ衣いは強い力で縁えん太た郎ろうの腕を引き、悩ましげな顔でこう言った。


    「私があなたの結婚相談所に入れない理由。話しておきたいの」
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    　結衣の部屋はタワーマンションの最上階だった。


    　ドアを開けると新築の匂いが鼻をかすめて、真っ暗なリビングの向こう側に広がる圧倒的な夜景に目を奪われた。


    　住む世界が違うという言葉を体現している部屋だった。


    　合コンの時に結衣が口にした年収は、大おお袈げ裟さでもなんでもないのかもしれない。


    「すごい景色だな……。部屋も広いし……」


    「三日で飽きるわよ、景色なんて。家にいるときはずっとカーテン閉めてるし」


    　結衣がリビングの明かりを付けて、縁太郎は再び驚いた。


    　ものすごく散らかっている。


    　降り積もる雪のように書類がまんべんなく散乱している。


    　おもむろに一枚手に取ってみると、わけのわからない数式がびっしりと書き込まれていた。


    「これは、科学の資料なのか？」


    「そう。もっとも、今は職を離れてるから完全に趣味ね。ちょっとどいて」


    　結衣がしゃがんで乱雑に紙の束を拾い集めて部屋のすみに押しやった。


    　ローテーブルとカーペットがあらわになって腰をおろせるスペースができた。


    「ウィスキーでいい？　ブランデーもあるけど」


    「何でもいいよ」


    　結衣は戸棚からグラスを二つ取り出した。大きな冷蔵庫からロックアイスを取り出してそれをグラスに入れて、ローテーブルに持ってきた。「つまみはこれ」と言って柿の種のファミリーパックを大皿に開ける。


    　──いつもこんな感じで飲んでんのかな？


    　ウイスキーと柿の種という、ちぐはぐな組み合わせに妙な生活感があった。


    　縁太郎はカーペットに腰をおろして結衣と乾杯をする。


    「ウィスキーって香りだけよね。あとは何ていうか、アルコールを飲んでる感じ」


    「身も蓋もないな。好きじゃないのか、ウィスキー」


    「特別に好きってわけではないかもね。酔うために飲んでるって感じかも……」


    　ウィスキーの入ったグラスを傾けている結衣を見て〝ドラマの一場面みたいだな〟と縁太郎は思う。失恋をした女性が辛い記憶を吹き飛ばすために酒を飲んでいるとか、そんな感じの。


    「そんなに酔いたいと思うことがあるのか？」


    「ここ最近は、そうね……。研究所にいたときは、そんなことなかったんだけど」


    「ここ最近、か……」


    　縁えん太た郎ろうはふと、タクシーの中で聞いた話を思い出す。


    「もしかして、黒くろ峰みねマリッジプランナーの婚活が関係してるとか？」


    「まあ、ね……」


    　結ゆ衣いは持っていたグラスをテーブルの上に置き、無造作に黒髪をかきあげた。


    



    「私……自分の意思で婚活をしているわけじゃないの」


    



    　それはどこか悲痛な声こわ音ねで、ひどくしんみりと部屋に響いた。


    　訝いぶかしげに見つめる先で、結衣は話を続ける。


    「お父さんがね、うるさく口出しをしてくる人っていうか、そんな感じで。私が一人娘っていうのもあると思うけど、子供の頃からこうしろああしろって、言ってくる人だったの。頭がいいから海外へ留学しろって言ったのもお父さんだし、いい歳になったんだから結婚しろって言ってきたのもお父さん。私はそれに従ってるだけで、そこに自分の意思はないの」


    　酔った瞳を向けてくる結衣は、すごく寂しそうだった。


    　そんな眼差しを縁太郎へ向けながら、


    「だからあなたは、その……、とても魅力的だった。縁太郎や白はく城じよう結婚相談所の人たちは、自分の意思を持っていて、素の気持ちをぶつけて体当たりで婚活をしてて。そういうのって、私にはないものだから、すごく羨ましくて……」


    　結衣が肩から、力を抜いた。何かを諦めたかのような、そんな脱力のしかただった。


    　けれど。


    　縁太郎には、結衣に聞きたいことがあった。


    「でも、結婚したい気持ちはあるんだろ？」


    　縁太郎が問いかけても結衣は答えない。悩ましげな顔で押し黙る。


    「もし言われるがままに婚活してるだけなら、相手は誰でもいいって思うんじゃねえか？」


    　縁太郎は知っている。


    　初めて婚活パーティー会場で結衣を見たときのこと。


    　あのとき結衣は、嫌がっていたのだ。


    　そう、仲人なこうどが選んで連れてきた男ではなく──。


    「結衣は、自分の意思で結婚したいと思える相手を探してる」


    　だんだん言葉が強くなる。


    　夜のマンションの部屋に自分の声が大きく響く。


    「俺は結ゆ衣いをウチに誘った。でも、それだけだ。実際に電話をかけてきたのは結衣だ。事務所に足を運んだのも。他でもない結衣自身が、自分の意思でウチに来た」


    「だけど、私は──っ」


    　結衣は首を左右に振った。胸の中にあるものを吐き出そうとするかのように深々と息を吐き、自じ嘲ちようするかのように少しだけ笑って、吐き出した。


    



    「どうして結婚したいのか、わからないの」


    



    　じっと見つめる瞳が照明の明かりを反射して光る。


    　うっすらと涙の滲にじむ眼差しに、強い感情が込められている。


    「皆みたいにはっきりとした気持ちがないの。だって、ずっと親に言われるままに生きてきたから。婚活だってそう。言われたから始めた。私の意思なんて介在してない。でも……」


    　そこで結衣は、ぐっと涙をこらえるように、


    「黒くろ峰みねの連れてきた相手と結婚するのは……いやだった。意思なんてないくせに、結婚したいかどうかもわからないくせに、なんとなくで反抗して……。いまも、自分がどうしたいかわからない」


    　まるで膝を抱えて泣く迷子のように、結衣の言葉は行き場をうしなって霧散する。


    　それはきっと、初めて聞いた、彼女の心の声で。


    　──だからこそ、縁えん太た郎ろうは言ってやりたいことがある。


    「結衣。それだよ」


    「……それって、何が？」


    　打ちのめされた暗い表情を、笑い飛ばしてやるように。


    　縁太郎は仲人なこうどとして大勢の会員の面倒を見てきた。


    　その仕事を通して何度も目にした光景がある。


    　紆余曲折を経て結婚を決めたカップルが、こんなことを口にするのだ。


    　──理由はわからないけど、この人と結婚したいと思った。


    　──会った瞬間に、自分はこの人と結婚するんだって思った。


    「──なぁ、結衣」


    　縁太郎は何も考えず、心の奥から込み上げてくる言葉をそのまま口にする。


    



    「よくわからない気持ちこそ、〝本音〟ってやつなんじゃねえかな？」


    



    　理由や理屈は、後付けの装飾品に過ぎなくて。


    　純然たる〝気持ち〟を存在させるために理由は必要ない。


    「どうして結婚したいのか？　そんなのわからなくていい。〝なんとなく〟でいいんだ。結婚したいから結婚したい。それでいいじゃねえか」


    「でも私は、親に言われて──」


    「きっかけは何だっていい。大切なのは今の気持ちだ。だからさ、わかんなくなったら、胸に手を当てて聞けばいい。心の奥の結ゆ衣いが、いま、どうしたいと思ってるのか」


    　結衣はおそるおそる胸に手をあてて、静かに目を閉じた。


    　しばらくそうして……やがてゆっくり目を開ける。


    「……結婚したい。どうしてってはっきりは言えないけど──それでも、やっぱり私は結婚したいみたい」


    「じゃあ、それで充分だ。その気持ちさえあれば、あとは何もいらねえよ」


    「……うん」


    　優しく笑いかける縁えん太た郎ろうの言葉を、結衣は拒絶しなかった。


    「ありがとう、縁太郎」


    「なに、相談は慣れてるからな」


    　言って、ふたりでクスクス笑い合う。悪くない時間だった。


    　結衣は、上機嫌な手つきで自分のグラスへウィスキーをなみなみとついで、


    「縁太郎も、もっと飲んで。結構高いヤツなんだから」


    「あ、おう。じゃあ、せっかくだから」


    　互いのグラスにたっぷりと琥珀色の液体を注いで、カチンと乾杯をする。


    「結衣って、酔うと陽気になるんだな」


    　笑いかける縁太郎に、結衣は不満げにむくれて見せる。


    「その言い方だと、普段が暗いみたいじゃない」


    「いや、いつもは暗いっていうか、クールっていうのかな。落ち着いている感じっていうか」


    「ふーん。縁太郎は、どっちの方がいいの？」


    「え……。どっちって……？」


    　質問の意図がわからず首を傾かしげると、グラス片手にいたずらっぽく笑った結衣が、


    「縁太郎は、どっちの私が好きなのかなって」


    　酔ってとろんとした眼差しを向けてくる結衣にドキっとしてしまう。仲人なこうどと会員という立場を一瞬忘れそうになる。結衣の顔から目が離せなくなって……。


    「あっ、そうだ。縁太郎に見てもらいたいものがあるの。ちょっと来て」


    　おもむろにグラスをテーブルに置いた結衣が立ち上がる。


    「あ、お、おう」


    　縁太郎も慌てて立ち上がり、彼女の後を追った。高鳴ってしまった心臓の音を聞きながら。


    



    　＊　＊　＊


    



    　結ゆ衣いに案内されたのはウォークインクローゼットと呼ばれる部屋だった。部屋がまるごと衣裳置き場になっている。


    　そこに足を踏み入れて、縁えん太た郎ろうは唖あ然ぜんとしてしまう。


    　女子高生の制服が並んでいた。


    　それはもう、数えきれないほどに！


    「どう？　私の制服コレクション」


    　誇らしげに微笑む結衣に、縁太郎は何を言うべきなのかわからない。


    　お世辞でもいいから『すごいな』と言うべきだとは思うのだけど、悪い意味ですごすぎて口元が引きつってしまう。


    「どうしたんだ、コレ……？」


    　口をついて出たのは盗品を疑うような一言だった。


    　そのニュアンスは結衣にも伝わっていたようで、彼女はむっとして眉をしかめる。


    「ちゃんとショップで買ったのよ。女子高生の制服の精巧なレプリカを販売しているところがあるの」


    「そうなのか……。でも、高いんじゃないか？」


    　学校の制服は結構高い。蒼あお梨りの制服の値段を聞いて耳を疑ったことがある。


    「大体、１セット１０万円ぐらいかしら」


    「１０万！　そんなにするのか……」


    　それがクローゼット一杯に並んでいる。もはやちょっとした財産だ。


    「それで、縁太郎にお願いしたいことがあるんだけど……」


    　引き出しに手を入れた結衣が、そこからデジカメを取り出した。


    「撮影、お願いできないかな？　普段は自撮りをしてるんだけど、やっぱり限界があって」


    「そりゃあ、別に構わないけど」


    「ありがとう。じゃあ、この列から順番に──」


    「いや、ちょっと待て！」


    　縁太郎は思わず大きな声を出し、


    「これ、全部じゃないよな？」


    「え？　できれば全部お願いしたいんだけど」


    　ざっと見る限り５０着ぐらいありそうだった。


    　これを全部撮影していたら夜が明けてしまうんじゃないかと思う。


    「……ダメ、かな？」


    　これはきっと、酔っているせいだと思うのだけど。


    　結ゆ衣いがねだるようなとろけた眼差しで見つめてくる。両手を合わせてお願いのポーズをつくり、ウィンクまでして見せてきた。


    「じゃあ、半分ぐらいなら……」


    　観念した縁えん太た郎ろうは、結衣の制服ファッションショーに付き合うことになるのだった。


    



    　＊　＊　＊


    



    　エントリーナンバー　１番。


    　ブレザータイプの制服。


    　紺色のブレザーと灰色のプリーツスカートという鉄板の組み合わせ。胸元を彩る赤いリボンに手を添えた結衣が、嬉しそうにその場で一回転。スカートをふわっとはためかせて颯さつ爽そうと歩き去る。


    



    　エントリーナンバー　２番。


    　セーラー服タイプの制服。


    　ブレザータイプと並ぶ制服のメインストリーム。大きな襟を揺らして歩く姿がどこか勇ましい。結衣は野球部のマネージャーという設定を活かすために両手を握って〝頑張れ〟のポーズをとると、元気いっぱいに手を振った。


    



    　エントリーナンバー　３番。


    　スクールブラウスタイプの制服。


    　女子でありながらネクタイというフェティシズムにあふれた一着。大人っぽい服装が女子高生のあどけなさを強調する対比構造になっている。酔っぱらって深夜テンションになっている結ゆ衣いが嬉しそうにネクタイを振り回す。
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    　エントリーナンバー　４番。


    　男装タイプの──。


    



    　＊　＊　＊


    



    「ううーん……」


    　遮光カーテンの合間から差し込む朝日に起こされた。


    　縁えん太た郎ろうは薄目を開けてぎょっとする。


    　──そうか、俺。結衣の部屋に……。


    　眠気が吹き飛び、昨夜のことを思い出す。


    　酒を飲んだ勢いで結衣の制服ファッションショーに付き合った。


    　彼女がウォークインクローゼットから出てくる度にノリノリで野次を入れていた気がする。ファッションショーのカメラマンさながらデジカメのシャッターを切りっていた。


    　もちろんそうするように頼まれたからだけど、嫌々やってたわけでもない。


    　多分、楽しかった。


    　深夜のマンションで色とりどりの制服に着替えて出てくる結衣を撮影するというよくわからない遊びが、いい感じに非現実感をもたらしてくれて妙なテンションになっていた。


    　問題は、それからだ……。


    　自分と結衣、どちらが先に音を上げたのかはわからない。


    　もしかすると同時にギブアップしたのかもしれない。


    　結衣は自分の寝室へ向かおうとする。縁太郎はリビングにとどまってソファーで寝ようとした。はっきりとその記憶がある。酔っていながらもそういうところはちゃんとしていた。


    『寂しいから、一緒に来て』


    　そんなことを口にした結衣に袖を引かれた。


    　本気のトーンか冗談か、その口調までは覚えてないけど、確かにそういうふうに言われて、それからどうなったのか記憶が曖あい昧まいで……。


    　──俺、まさか……。


    　今、縁えん太た郎ろうはベッドに寝ている。かつてないぬくもりに包まれている。


    　この心地よさは何物にも代えがたい。どんな高級ベッドであってもかなわない。


    　──いや、待て。これは……！


    　人肌のぬくもりを、背中に感じてしまっている。


    　心臓がドクンと強い脈をうち、寝ぼけていた頭が一発で冴えた。


    　背中に当たる柔らかな感触を求める本能。冷静に状況を分析しようとする理性。


    　その二つが縁太郎の中でせめぎ合い、結ゆ衣いのものらしき寝息が耳に入って鼓動が速くなる。


    　──ふ、服は、ちゃんと着てるな。


    　自分の着衣を確認し、ひとまずはほっとする。恐らく一線を越えてはいないと思うけど、一緒に寝ているという状況がすでにまずい。


    　縁太郎は結衣を起こさないように、ゆーっくりと体を起こした。


    　そこは静かな部屋だった。防音が完璧なんだと思う。遮光カーテンの向こうからチラチラと強い朝日が差し込んで、宙を漂うホコリを金色に光らせている。


    　縁太郎はベッドから床に足をおろして恐る恐る振り返る。


    　ベッドに寝ている結衣も洋服を着ていたが、胸元が大きくはだけてブラが見えている。


    　──意外と胸、あるんだな……。


    　結衣はスタイルを強調する服をあまり着ない。だからこそ気付かなかったが、悪くないプロポーションをしているというか、うっかり見てしまうというか。


    　──って、何を考えてるんだ俺はっ！


    　縁太郎は頭を振って、ベッドから降りようとする。


    「んん……。蒼あお梨り……？」


    　寝ぼけた結衣が、縁太郎のワイシャツを掴つかんできた。


    　──どんな夢をみてるんだ……！


    　同じ洗剤を使って洗っているから同じ匂いがするのかもしれないが、今ここにいるのは蒼梨じゃなくて縁太郎。それがバレたら大変なことになる。


    　縁太郎は慎重に結衣の手を引きはがしてベッドから降りた。


    　その時にギシっとスプリングが揺れて結衣の体を優しく揺すった。


    　それはさながら母親が子供を起こすために体を揺するような振動で。


    「んふぅ……？」


    　ドアを目指して抜き足差し足している縁太郎の耳に、はっきりと結衣の声が聞こえた。


    　肩越しに振り返ると、彼女はちょうどベッドから体を起こしたところで、その頭には寝ぐせが跳ねている。口をむにゃむにゃさせながら肩をポリポリとかいて、ぼーっとした目を縁太郎へ向けてきて──


    「…………」


    　縁えん太た郎ろうは何も言えなかった。


    　結ゆ衣いも固まっていた。処理が追い付いていないコンピューターのように硬直していたが、やがて口が悲鳴の形になって、思いっきり息を吸い込んで、


    



    「きゃぁぁああああ────ッ！」


    



    「ちょっ、待て！　俺だよ！　縁太郎だ！」


    　縁太郎が両手を大きく振りながら言うと、結衣はそれに気付いて悲鳴を出すのはやめてくれたが、真っ赤な顔で掛け布団を体に引き寄せている。


    「ど、どうして縁太郎がここにいるの？」


    「昨日のこと、覚えてないのか？　合コンのあと、タクシーで送ったんだよ」


    「……そう言われると、そうね。制服の写真を撮ってもらったのよね」


    「そ、そうなんだよ。だからまあ、その……、今日のところは、これでっ」


    　さっさと退散しようとする縁太郎だが、結衣に「待って」と鋭い言葉をかけられる。


    「どうして、一緒のベッドで寝てたの？」


    「……さ、さぁ」


    　二人の間に気まずい空気が流れる。


    　縁太郎はあらぬ誤解をさけようと頭を回転させて、結衣もまた同じような顔つきで何かを考えている。


    「縁太郎、正直に答えて」


    　結衣は自分の体を抱いて、頬を朱色に染めながら、


    「そ、そういうことを、シたの？」


    「シてない！」


    　考えうる最悪の疑惑に、縁太郎は必死になって弁解する。


    「ベッドに入っちまったのは悪いと思う。俺も迂闊だった。でも、断じてそういうことはやってない。酔ってる相手をそうするなんて、絶対にない！」


    「…………」


    　結衣は耳まで赤くなっている。


    　無言で縁太郎のことを見つめて、それから掛け布団をめくる。白いシーツへ目をやって、何かを探しだそうとするかのように視線を動かして、やがて小さく息をつく。


    「……そうね。縁太郎はそんな人じゃないもんね」


    「そ、そう。もちろん、そうだ。だからもう、帰るからな！」


    　縁太郎は気まずい気持ちに背を押され、逃げるように結衣の部屋から転げ出た。


    　どうして結ゆ衣いがあっさり納得してくれたのかはわからないが、とにかくわかってくれてよかった。必死にやってないことを弁解している自分の声が鼓膜の奥に残っている。


    　──さすがに、まずかったな。


    　酒の勢いで同衾してしまったことを反省しながらエレベーターを待っていると、ラインメッセージの着信音がした。スマホを見ると、それは結衣からのラインだった。


    　──やっぱり、怒ってんのか……。


    　縁えん太た郎ろうがビクビクしながらラインのアプリを開くと、


    〝昨日はありがとう。いい写真！〟


    　メッセージのあとに画像が続いている。女子高生の制服を着て楽しそうに笑っている結衣の写真だ。


    　──怒ってるわけじゃ、なさそうだな……。


    　縁太郎は胸をなでおろしながらエレベーターで一階に降りて、マンションのエントランスを後にする。


    　昨日は夜だったからわからなかったが、車寄せを取り囲むように南国めいた植物が植えられている。まるでリゾートホテルのような光景だ。


    「くぁ……」


    　縁太郎は大きく伸びをして、気持ちと体をほぐした。


    　そしてふと、車寄せに一台のセダンがとまっていることに気付く。


    　運転手は髭をたくわえた男性だ。なぜか縁太郎へスマホのカメラを向けている。


    　──この人、いつかウチの近くにいた……。


    　仲人なこうどは人の顔を忘れない。顔と名前が一致しないようでは商売にならないので、人を見たら特徴を記憶する癖がついている。


    「おい、あんた……」


    　不審に思って声をかけるも、男はそしらぬ顔で車のハンドルを切る。


    　縁太郎はその場に一人残されて、遠ざかる車をぼんやりと目で追うしかなかった。

  


  
    　第６話　お花見


    



    



    　４月の中旬にお花見婚活をする。


    　それは神田近辺の結婚相談所に伝わる伝統行事で、縁えん太た郎ろうもその習慣を受け継いでいる。


    　毎年花見婚活をやっている結婚相談所同士で声をかけあって、会員たちを引き連れて盛大な合コンをする。はめをはずすことが許される花見の空気を利用して、会員同士積極的に交流してもらうのだ。


    　合コンが土曜日で、日曜日に朝帰り。


    　その翌日である今日──月曜日（祝日）が今年のお花見婚活の開催日だった。


    　雲一つない青空の下、誇らしげに花弁を広げた桜が風に揺れている。


    「いー天気になってよかったねー」


    　公園の桜を見上げた誠まことが嬉しそうに笑う。


    　その隣に立っている縁太郎は疲れた笑顔で「そうだな」と呟つぶやいた。


    　毎年持ち回りで花見の幹事をしている。今年は白はく城じよう結婚相談所の番だった。


    　しかしこの〝幹事〟という呼び名は間違っていると縁太郎は思う。単純に場所取りと言えばいい。


    　まだうすら寒い４月の夜に、寝袋一つで身を横たえて体力の限界に挑む。


    　今年は結ゆ衣いの家から朝帰りしたその日にそれをするはめになった。体力自慢の縁太郎でもさすがに疲れてしまった。


    「あとのこと、任せていいか？」


    「うん。お疲れ、縁太郎」


    　恒例として場所取りの責務を果たした幹事はあとの仕事を他の仲人なこうどに託して良いことになっている。


    　縁太郎は靴を脱いでレジャーシートに上がってごろっと寝転がる。


    　空色のキャンパスに桜が舞って、それがどうしようもなく綺き麗れいだった。


    「おさぼりですのね、縁太郎。感心いたしませんわ」


    　声がしたので顔を向けると、いつもより気合いの入った服装のカレンがいた。


    　その隣には日に焼けているハンサムな男性がいて、縁太郎は慌てて居ずまいを正す。


    「伊い集じゆう院いんさん、どうも」


    　それは合コンでカレンの相手をしていた金持ちの男性だ。


    「お疲れですね、仲人さん。場所取りですか？」


    「まぁ、そんなところです」


    　白い歯を見せて笑う彼に、縁太郎も笑みを重ねる。


    　そしてこっそりと二人の様子をうかがった。


    　合コンの時よりも距離が近付いているような気がする。カレンの口調から妙な気負いが消えている。


    　それに加えてもう一つ。目に見える変化があった。


    「その時計、どうしたんだ？」


    　カレンが腕時計をしている。


    　１００均の安いやつじゃない。造りがしっかりしているし、宝石が埋め込まれている。


    「買ってもらいましたの。わたくしに似合いそうだと言ってくださいまして」


    　伊い集じゆう院いんと目を合わせて、嬉しそうに微笑んだカレン。


    　二人は合コンの後の二次会で急接近したと誠まことから報告を受けている。カラオケの趣味が見事に一致したらしい。


    　──しかしこのイケメンが演歌好きとは……。


    　カレンの趣味はど演歌だ。しかも強烈な失恋ソングを好んで歌う。縁えん太た郎ろうは振られて落ち込んだカレンのオールナイト演歌カラオケに何度も付き合わされている。ちなみに縁太郎も演歌が好きだが、歌うのはあまり好きじゃない。どうやらオンチらしいのだ。


    「縁太郎さん、こんにちは！」


    「縁太郎くん、来たよー」


    　次にやって来たのは牡ぼ丹たんとまひるで、仲良く手を繋つないでこちらへ近付いてくる。


    　その様子を遠目に見ると牡丹が大きな子供に見える。まひるが幼稚園の保母さんだからかもしれない。仕事中でなくても保母さんのオーラみたいなものが出ていて、隣を歩くツインテールの大人が子供に見えてしまう。


    「縁太郎さん、一緒にまひるママを説得しましょう。まだあのホストにお熱なんですよ」


    　レジャーシートに上がってきた牡丹が不満げな顔で訴えかけてくる。


    　その意見に縁太郎も賛成なのだが、まひるは「あの人にもいいところがあるんだよ」と言って譲らない。


    　それは勘違いだと言いたくなるが、本当にあのホストが良い人である可能性もゼロではない。なにより恋は盲目だ。こうなったまひるを説得するのは難しい。


    「もーっ。じゃあ今日はわたしがまひるママを独占しちゃいます」


    　そんなことを言ってまひるに甘えている牡丹は駿する河が野のといい感じらしい。


    　まだ交際には至ってないが、今度一緒にアニメのコラボカフェに遊びに行く約束をしたとか。


    「結ゆ衣い！　こっちですわ！」


    　声を上げたカレンが公園の入口付近を見つめて手を振った。


    　その視線をたどると、こちらに気付いて歩いてくる結衣の姿があった。


    　だんだんと会員が集まってきているのでレジャーシートの近くはそれなりに混雑している。


    　それでも縁えん太た郎ろうの目には結ゆ衣いがはっきりと映る。


    　舞い散る桜が彼女を引き立たせるための演出であるかのように思えた。


    　見えないスポットライトを向けられているような存在感に、思わず息を飲んでしまう。


    　朝帰りをして以来、直接会うのは初めてだ。


    　気恥ずかしさに由来する気まずさがあった。酔った勢いで熱いことを言ってしまった。ノリノリで制服姿の結衣を撮影してベッドで一緒に寝てしまい……。


    　さんさんと降り注ぐ太陽の下であの夜のことを思い返すと、全てがどうにも気恥ずかしい。


    「こ、こんにちは」


    「よ、よう」


    　向こうも同じような気持ちがあるのか、挨あい拶さつがぎこちない。


    　そんな縁太郎と結衣の変化を察した牡ぼ丹たんがじろじろとその表情を観察し、


    「お二人、何かありました？　何か様子が変ですよ？」


    「いやっ、そんなことねえよ」


    「なっ、何もないわ」


    　二人同時に動揺しながら否定する。


    「そう言えば、あの後はどうなりましたの？　泥でい酔すいした結衣を送っていきましたわよね、縁太郎」


    　さらにカレンが追及してくる。


    「そ、そうだけど、それだけだ！　な、結衣」


    「え、えぇ。そうよ。何もないわ」


    　またしても仲良く動揺してしまう。


    　じーっと疑いの眼差しを向けてくる牡丹が、にひっと悪だくみをするかのように微笑んで、ホットパンツのポケットからスマホを取り出した。


    「蒼あお梨りンゴに聞いてみちゃいましょう。あの日、縁太郎さんがいつ帰ってきたのか？」


    「いやっ、それは……！」


    　あの日、縁太郎は蒼梨に怒られた。


    　結衣の制服ファッションショーに気を取られるあまり連絡を入れるのを忘れてしまい、無断外泊になってしまった。何も言わずに帰ってこない。ラインを入れても既読が付かない。事故にでもあったんじゃないかと思って心配だった。それでも朝帰りの理由を言おうとしない縁太郎とは口をきいてやらない。


    　そんなことを言って怒っている蒼梨に、昨日のことを蒸し返すようなメッセージを送られたら面倒なことになる。


    「牡丹、やめておきなさい。縁太郎、本気で嫌がってますわ」


    「……カレン」


    　カレンの言葉に救われて、縁えん太た郎ろうは安あん堵どの息をつく。


    　こういう時にカレンは気が回る。


    　会員の行きすぎた悪ノリを注意してくれるのはいつもカレンだった。やっぱり姉あねさん女房気質だと思う。


    「それで、結ゆ衣い。合コンをやってみてどうでしたの？　一緒に婚活、する気になりましたのでして」


    「……うん。そのことなんだけど」


    　その口調に決意の響きを感じとり、縁太郎は結衣を見る。


    　結衣も縁太郎のことを見ている。


    「あの、わたし──」


    　彼女の口が、笑みの形になろうとしていた。


    　そのとき。


    　けたたましくタイヤの鳴る音がした。


    　縁太郎は事故でも起きたのかと思ってそちらへ目を向ける。結衣も口をつぐんで後ろを振り返る。


    　公園の入口に黒い車がやって来ていた。


    　その後部座席のドアが開いて、縁太郎は思わずその目を見開いた。


    　メガネの男だった。


    　婚活パーティーで口論になったメガネの男が黒い車から降りてきて、まっすぐこちらへ向かってくる。その後ろにはボディーガードのような風貌の黒服が二人。


    「お迎えに参りました、お嬢様」


    　縁太郎に背を向けている結衣がビクっと震えた。


    「お遊びはこの辺りにして、そろそろ戻ってきてください」


    　メガネの男は結衣の目の前で足を止め、形だけの笑みをつくった。


    　──お嬢様……？


    　耳慣れない呼び方に、縁太郎は内心首をひねる。


    　結衣は、ただひたすらにバツが悪そうな顔でチラッと縁太郎を見て、カレンと牡ぼ丹たんとまひるへ視線を巡らせてから、やがて観念したかのようにメガネの男と向き合った。


    「……私は、戻らない。ここで──」


    　結衣の言葉に、メガネの男は苦笑する。


    「お嬢様はご冗談がお好きなようですね。あなたのようなお方が、こんな場末の結婚相談所に入るつもりじゃないでしょうね？　こういう場所は、下賤な輩が、同類と適当にくっつくために仕方なく入る場所なんですよ」


    「……おい、お前。今、何つった」


    　縁えん太た郎ろうはメガネの男を睨にらみ付け、その視線に怒気を滲にじませる。


    「ウチの会員のことを、何て言いやがった」


    　白はく城じよう結婚相談所を悪く言うのはいい。場末の結婚相談所であるのもまた事実。


    　でも、世話をしている会員を馬鹿にするのは許せない。


    　それに関しては前言を撤回しない限りは絶対に──。


    「適当にくっつけようとしているのはあなたでしょ」


    　結ゆ衣いはそう言って、縁太郎とメガネの男の間に割って入る。


    　彼女は縁太郎を制するように、庇うように、こちらに背を向けてメガネの男と対峙する。


    「あなたなんかより縁太郎のほうが、よっぽど真剣に結婚と向き合っているわ。お父様の言いなりになっているあなたに、白城結婚相談所を悪く言う資格なんてない」


    　お父様。お嬢様。


    　聞き慣れない言葉を耳にして、いよいよ縁太郎は疑問に思う。


    　結衣は一体、何者なのか？


    　肩を持ってくれたという嬉しさよりも、不安な気持ちが強く込み上げてくる。


    「お嬢様。ご安心ください。事情は存じております」


    「……事情って、何？」


    　怪け訝げんな声を出す結衣に、メガネの男は消していた笑みを取り戻す。


    　今までよりも深く、そして獰猛に嗤って、


    「あなたはそこの男、白城縁太郎に酒を飲まされて暴行された。弱みを握られているから黒くろ峰みねマリッジプランナーに戻ることができない」


    「……何を、言ってるの？」


    「事実はすべて把握しております。無論、証拠もありますとも」


    　メガネの男がスーツの懐ふところから二枚の写真を取り出した。


    「不ぶ躾しつけとは思いましたが、お嬢様の安全が心配でしたので探偵に見張らせていたのです」


    　それは二枚の写真で、一枚は縁太郎が結衣の肩を抱いてマンションに入る様子。


    　もう一枚は、翌朝、一人で出てくる場面。


    「何もしてない！　縁太郎は、泊まっただけで、何も！」


    　動揺する結衣の言葉に、メガネの男は鷹揚に頷うなずいた。


    「お嬢様としてはそう言うしかないこともわかりますが……私としても放っておけません。泥でい酔すいした会員に手を出すなんて、仲人なこうどの風上にも置けない不埒な行為です。同業者として見過ごせない」


    　縁太郎を非難する言葉とは裏腹に、メガネの男は結衣を脅すかのように目付きを強くして、


    「お父様に報告させていただきます」


    　その一言に、結衣は怯えるかのように首を左右に振った。


    「そんなのダメよ。だって、そんなことしたら……」


    「白はく城じよう縁えん太た郎ろうの事務所は、潰されるでしょうな」


    　メガネの男は嬉しそうに、愉悦の笑みをこぼした。


    「あなたは大切な一人娘だ。酒を飲ませて不埒な行いをされたとお父様が知ったら激怒されるでしょう。彼が怒ったらどうなるか？　お嬢様ならよくご存じであるはずだ。これでもう安心ですよ。不埒な仲人なこうどに脅される心配はありません」


    「……本当に、何もしてないの」


    　必死で食い下がる結ゆ衣いに、メガネの男は面倒くさそうな吐息をついた。


    「じゃあ、それを証明できますか？　あなたの身が潔白であると、この写真を見てもなお、信じることができるような証拠が何かあるんですか？」


    　二枚の写真を突き付けられて結衣は押し黙る。


    　彼女はメガネの男をじっと睨にらみつけ……やがて、こう言った。


    「私が戻れば、それでいいの？」


    「結衣……？　何言ってんだよ」


    　縁えん太た郎ろうは思わず声を出す。


    　こちらに背中を向けている結衣は、振り返ろうとしない。


    「だってお前！」


    　黒くろ峰みねマリッジプランナーの婚活はつまらないと言っていた。


    　不本意なものであるとこぼしていた。


    「お嬢様が戻って来てくださって、私の厳選した相手と結婚……おっと失礼、婚活をしてくださるというのであれば、今回の件は私とお嬢様の秘密にするのもアリかと思います。このような不埒な仲人を野放しにするのは不本意ですが、これはお嬢様にとって不名誉なことでもありますので」


    「……じゃあ、そうしましょう」


    「結衣！」


    　それでも結衣は振り向かない。その表情がわからない。


    「縁太郎。これまでありがとう」


    「おい。待てって！　結衣！」


    　立ち去ろうとする結衣を追いかける縁太郎だが、メガネの男の後ろに控えていた黒服二人に腕を掴つかまれて、身動きが取れなくなってしまう。


    　それでももがく縁太郎に、メガネの男が顔を近付けてくる。


    「お前はオレの話を聞いてなかったのか？　事務所を潰されたくなければ大人しくしてろ」


    「何言ってんだよ、メガネ野郎。どういうことだか、全然わけがわからねえよ！」


    　縁太郎はもちろん、他の会員たちも突然のことに戸惑っている。


    　牡ぼ丹たんは怖がっているのかまひるに抱きついて、まひるは縁えん太た郎ろうを強引に取り押さえている黒服二人を睨にらんでいる。


    　カレンは立ち上がっているが、それ以上の行動を起こせない。


    「説明しやがれ、メガネ野郎。一体、何がどうなってやがる！」


    「黒くろ峰みね優ゆう輝きだ、野良犬仲人なこうど」


    　メガネの男が名刺を取り出して、それを縁太郎の目の前にちらつかせる。


    「オレは黒峰マリッジプランナーの次期社長だ。口の利き方に気を付けろ」


    「知ったことか。お前の肩書きなんざ、どうでもいい。結ゆ衣いに何を言ったんだ！」


    　メガネの男──黒峰が縁太郎のことをじっと見て、ニヤリと笑う。


    「……なるほど、そういうことか。お前はあのお方が何者なのか知らないのか？　懇意にしているような口ぶりで、まるで信用されていなかったんだなあ！」


    　黒峰は車へ乗り込む結衣の背中を一いち瞥べつし、


    



    「水み無な月づき財ざい閥ばつの一人娘。それが水無月結衣の正体だ」


    



    　それを聞いたカレンが「なんですって……！」と呟つぶやいた。


    　その顔には驚愕の色があり、それを見た黒峰が満足げに微笑んだ。


    「水無月財閥は、上流階級で知らない者のいないトップクラスの存在だ。父親は政財界に圧倒的な影響力を持っている。実際、彼に睨まれて潰れた会社は一つや二つじゃない……。さっきの話は脅しじゃないぞ。オレがこの写真を見せれば、お前の事務所はおしまいだ」


    　写真を縁太郎へ突き付けた黒峰が、ダメ押しとばかりに言い放つ。


    



    「金輪際、水無月結衣に近付くな。自分の事務所が大事なら、な」


    



    　黒峰が目配せをして、縁太郎を取り押さえていた黒服二人がその腕を離した。


    「て、てめぇ……！」


    　縁太郎はこぶしを強く握り締めるが、黒峰に手を出すことができない。


    　それをわかっているのか、黒峰はその無力さをあざけるようにほくそ笑む。


    　……もし、白はく城じよう結婚相談所が潰されたら。


    　今、面倒を見ている会員はどうなる。


    　牡丹や、カレンや、まひるたちは。


    　志し半ばで放り出したくはない。


    　ちゃんとこの手で、バージンロードへ送り出してやりたい。


    「安心しろ、野良犬。水無月結衣は、オレが結婚させてやる」


    　声を上げて笑った黒くろ峰みねが縁えん太た郎ろうに背を向けて歩き去る。


    　縁太郎はその背中を睨にらんでいた。


    　涙がにじむ程に強く睨んでいたが、それ以上のことは何もできなかった。

  


  
    　第７話　縁太郎、仲人として。


    



    



    　縁太郎が母親から白はく城じよう結婚相談所を受け継いだのは、大学を卒業してすぐのことだった。


    　兄夫婦が念願のマイホームを建てて、両親に一緒に住もうと声をかけた。


    　それは二世帯住宅として造られた家で、両親の面倒は俺が見ると言っていた兄が有言実行したのだった。


    　縁太郎の母は老いてなお現役の仲人なこうどであったが、兄の申し出を快く受け入れた。昔から人の厚意は素直に受ける人だった。そろそろ隠居に入る年かなと言って、仲人を引退しようとしていた。


    『それなら、俺に跡を任せてくれないか？』


    　かねてより仲人の仕事に興味を持っていた縁太郎が申し出て、この家と白城結婚相談所をまるごと引き継ぐことになった。


    　仲人の仕事に特別な資格はいらない。結婚相談所・連合会の講習を受けて、そこのルールを覚えさえすれば仲人になることができる。


    　しかし、縁太郎には試練が待っていた。


    　彼が仲人になった途端に、退会を申し出る会員が続出し、一か月もしないうちに閑古鳥が鳴き始めてしまったのだ。


    　それはまるで洗礼だった。


    　自分が他の人からどういうふうに見られているのか、痛烈に思い知らされた。


    　──仲人なこうどの俺は、誰からも信頼されていない……。


    　それでも腐らずに奮闘できたのは、縁えん太た郎ろうが仲人を志した気持ちの強さのお陰であった。


    　そして、会員たちからの信頼を勝ち取るまでには、それなりの苦労があった。


    



    　──だからこそ、縁太郎は選べない。


    　勢いに身を任せて結ゆ衣いの手を掴つかむことができない。


    



    　水み無な月づき結衣か、白はく城じよう結婚相談所か。


    



    　あの花見から一週間が過ぎた今でも、縁太郎は結論を出せないでいる。


    



    　＊　＊　＊


    



    「お兄ちゃん、今日のご飯は？　お兄ちゃんが当番でしょ！」


    　白城結婚相談所の居間で蒼あお梨りが騒いでいる。


    　学校から帰ってきた時の制服姿そのままで、書類しか乗っていないローテーブルを不満げな顔で見下ろして。


    「戸棚にカップ麺があるから、好きなやつ食べていいぞ」


    　縁太郎はパソコンのモニターから目を離さない。会員のお見合い相手を探しているところだった。


    　ぷつ──。


    　急にパソコンのモニターが真っ暗になった。


    「……何だよ蒼梨。仕事の邪魔するなって」


    　蒼梨の指がモニターの電源スイッチに伸びている。


    　彼女はツンとそっぽを向いて、自分は悪くないと言わんばかりの拗すねた横顔を見せてくる。


    「お兄ちゃんがご飯作らないのが悪いんだから」


    「お前が当番の時だって、カップ麺とかレトルトばっかりじゃねーか」


    「あたしはいーの！　お兄ちゃんとあたしは違うんだから！」


    「なんだそりゃ……」


    　体は大きくなっても中身は子供なんだよなと。


    　呆れたように息を吐き、縁太郎はパソコンのモニターを点け直す。


    「お兄ちゃん、最近変だよ」


    　何が変なんだと思って蒼あお梨りの方を見ると、怒りながらもどこか寂しげな目つきで、


    「先週の朝帰りの日のあたりから、何かおかしい」


    　朝帰り。


    　成り行きで結ゆ衣いの家に泊まってしまって、一体どこに行っていたのかと蒼梨に怒られた。


    　でもきっと、おかしくなってしまったとしたら原因はその翌日だ。


    「何があったのか知らないけど、最近のお兄ちゃんは……、らしくない！」


    　感情的な言葉を投げて、蒼梨は居間から出て行った。


    　廊下に荒っぽい足音を響かせて、自分の部屋のドアを乱暴に閉めて大きな音を出す。


    　──らしくないって、どういうことだ？


    　半開きになっているふすまに蒼梨の気配が残っている。


    　それをじっと見つめる縁えん太た郎ろうだが、彼女の言葉の意図はつかめないままだった。


    



    　＊　＊　＊


    



    　会員とのカウンセリングは、なるべく顔を合わせて行う。


    　これは縁太郎が白はく城じよう結婚相談所を継いだ時に決めたルールで、あれから３年経った今でも頑なに守り続けている。


    　会員とのやり取りをメールや電話で済ませる仲人なこうどもいる。それでも別に問題ない。充分に用件を済ませることはできると思う。


    　言ってしまえば、これは縁太郎の我がままだ。


    　面と向かって話して初めて、読み取ることのできる気持ちがあるんじゃないかと。個人的にそう思っているから、相談を受けた会員とはなるべく顔を合わせて話をするようにしている。


    　しかし会員の多くは社会人であり、仕事の都合で事務所に足を運べないこともある。その場合はこちらから出向くようにしている。


    　職場に近い喫茶店で話をしたり、直接自宅へ足を運んだり。後者は基本的に男性の会員に限られるのだが。


    　そういうわけで縁太郎は夜に出歩くことが多い。


    　蒼梨とちょっとした喧けん嘩かをした今日も、彼女の部屋のドアに「ちょっと行ってくる」と声をかけ、約束している訪問カウンセリングへと向かった。


    　電車で２駅。


    　時間にして３０分。


    　予定通りの時間に小綺ぎ麗れいなワンルームマンションのインターフォンを鳴らすと、ドアの向こうからパタパタと小走りをするような足音が近付いてきた。


    「あ、縁えん太た郎ろうさん。こんばんわ！」


    　ドアから顔を出した牡ぼ丹たんが人ひと懐なつっこく笑った。


    　ここは彼女の仕事場だ。現役の漫画家である彼女は漫画を描くためだけの部屋を借りている。


    　単純に作業に集中するため、という理由もあるが、実家の部屋に〝そういうもの〟を置いておくのは気が引けるとも言っていた。エロ漫画を描くためには資料として膨大なエロコンテンツが必要となるらしい。


    「すいません、わざわざ来てもらっちゃって」


    「いや、それは構わないんだが……」


    　玄関に突っ立ったまま気まずげにしている縁太郎に、牡丹が首を傾かしげてツインテールを揺らした。


    「どうかしましたか？」


    「その格好は、もしかして風呂あがりだったとか？」


    　牡丹は何故かバスローブ姿だった。
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    　恐らく下着をつけてないんじゃないかと思う。胸の谷間が生々しくて、目のやり場に困る。


    「あぁ、いえ。役作りです。今描いている漫画が、ラブホでシャワーに入ってバスローブで出てくるところから始まるので」


    「そ、そうか……」


    　無邪気に笑った牡ぼ丹たんに何を言うべきか。言葉に迷って苦笑してしまう。


    　彼女の仕事場を訪れるとたまにこういうことがある。


    　風俗嬢が着ているようなキャミソール一枚だったり、スクール水着を着ていたり。すごい時は裸エプロン姿だったり。


    　そういう服装をするとどういう気持ちになるのかを体験し、その感情を漫画に落とし込んでいるらしい。


    「とりあえず何か服を着てくれるか？　さすがにそれは、目の毒というか」


    「そうですか？　わたしは気にしませんよ。洋服みたいなものですし」


    「いやでも、その下って何もつけてないんだよな？」


    「はい、全裸です」


    「じゃあ、何か着てくれ。俺が気になる」


    「そうですか……？　まあ、縁えん太た郎ろうさんがそう言うなら」


    　不満げに呟つぶやいた牡丹が引っ込んで、縁太郎は廊下で彼女の着替えを待った。


    　再びドアを開けた牡丹はいつものラフな格好だった。


    「じゃあ、カウンセリングだが。どこか、よそへ行くか？　喫茶店とか」


    「いえ、ここでいいですよ。このあとわたし、まだ作業がありますし」


    「そうか。それなら、ちょっとお邪魔させてもらうな」


    「はぁーい」


    　縁太郎は牡丹に続いて部屋の中に入り、ピンク色のカーペットの上に腰を下ろした。


    　部屋のすみには極彩色のエロコンテンツ（漫画・DVD）が山と積まれて、その近くには作業机があった。原稿があるのは小さなちゃぶ台の上で、インクの匂いが気になった。


    「わたし、アナログ派なんです。仕上げはデジタルですけど、ペン入れまでは紙でやります。このちゃぶ台は、座って作業をする時に高さが丁度よくて、実家から持ってきました」


    　牡丹が「よいしょ」と口にしながら座って、ベランダに続くガラス戸のそばに置いてある１ドア冷蔵庫へ手を伸ばす。ずらっと栄養ドリンクが並んでいる中からペットボトルのお茶を手に取って、それを縁太郎へ差し出してくれる。


    「……それで、早速相談なんですが」


    「おう。何でも聞いてくれ」


    　縁太郎はペットボトルの蓋を開けるのを中断し、牡丹の顔を見つめる。


    「駿する河が野のさんから、結婚を前提に付き合ってほしいって言われたんです。でも、それを受けていいのかどうか、迷ってて……」


    「えっと、合コンで会った人だよな？　牡丹の漫画のファンだっていう」


    「はい、そうです。昨日、一緒にアニメのコラボカフェに行って、それはすっごく楽しかったんですけど」


    「それなら、いいんじゃないか？　付き合ってみれば」


    「でも──」


    　牡ぼ丹たんは起き毛のカーペットをつまんで、それをぐりぐりとねじる。


    「あの人たぶん、童貞さんなんですよ。こう、食い入るようにわたしの胸を見てますし、ちょっとえっちな話題を振ると、不自然なぐらい詳しい振りをするんです。だから、もしかすると、単にわたしとえっちしたいだけなんじゃないかって。ちゃんと結婚まで考えてくれてるかどうか、わからないんです」


    　ぶちっとカーペットの毛をむしった牡丹が、横目で縁えん太た郎ろうのことを見てくる。それは彼女の手癖のようで、よく見ればところどころにカーペットをむしった跡がある。


    「まあ、結婚相談所に所属してるわけだし、結婚する気はあるんじゃないか？　あとは牡丹次第っていうか……」


    「じゃあ、相性。わたしとの相性はどう思いますか？　縁太郎さん、合コンで駿する河が野のさんのことを見てますよね？　あの人とわたしって、どうでしょう？」


    「それは──」


    　いつものように語ろうとしたが、何も言葉が出てこない。


    　駿河野がどういう男だったのか、はっきりと思い出すことができない。


    「前に教師の猿さ渡わたりさんとお見合いした時、縁太郎さん言ってくれたじゃないですか？　わたしにはちょっと不器用でも正直な人がいいんじゃないかって。わたしの目には駿河野さんって、そういうタイプに見えるんです。不器用で童貞さんなのを隠せてないけど、それ以外のところで嘘をついてる感じはない。漫画について語る時とか、うっかり余計なことまで言っちゃって慌ててることもあるし。だからこういう人が縁太郎さんの言っていた人なのかなって思うんですけど……」


    　意見を求めるように見つめられて縁太郎は焦る。


    　準備不足だった。このタイミングで牡丹が相談をしたいと言ってきたのであれば、それは十中八九駿河野との交際についてだ。


    　いつもの自分であればそれを見越して駿河野のことを調べていた。


    　彼の仲人なこうどに連絡を取って詳しい人柄を聞いて、牡丹の結婚相手として相応しいかどうかを検討する。


    　その準備を、完全に怠っていた。


    「縁太郎さんも、分かりやすい人ですね」


    　急に牡丹が、そんなことを言ってきた。


    「え、何が……？」


    　思わず見つめてしまう縁太郎に、牡丹は「いえ、何でもないです」と言って苦笑する。


    「そ、そうか？　それじゃ、駿河野さんについてだが──」


    　縁えん太た郎ろうはがばっと、牡ぼ丹たんに頭をさげた。


    「すまんっ。今の時点では、何とも言えねえ。ちょっと調べてみるから、それまで待っててくれねえか？　あの人の仲人なこうど、俺の友達だからさ」


    「あー、あの、合コンの幹事をやってくれた人ですよね。女の子みたいな顔してる」


    「そうそう。アイツ、俺の大学の同期なんだ。だから、いくらでも詳しい話を聞けるから、ちょっと探ってみる。すぐにまた連絡するから」


    「わかりました。じゃあ、それまでは交際の返事を保留しときます」


    「あぁ、ほんと、ごめんな」


    「いえいえ」


    　人ひと懐なつっこく笑いかけてくれる牡丹に、縁太郎は曖あい昧まいな笑顔しか返せない。


    　すごく後ろめたい気分だった。もっとちゃんとしなくてはと思う。


    「あ、それで……」


    「お、おう。どうした？」


    　またしても牡丹がカーペットをつまみはじめる。


    「結ゆ衣いにゃんは、大丈夫なんでしょうか？　あれ以来、事務所にも来てませんよね？」


    「え……」


    　縁太郎が見つめる先で、牡丹は続ける。


    「あの黒くろ峰みねって人、わたしは嫌いです。あの人が嘘つきだってことは、わたしでもわかります。縁太郎さんと結衣にゃんは、何もなかったんですよね？　あの脅しって、事実無根なんですよね？」


    　写真の疑惑については花見の時に弁解している。


    　それを聞いた会員たちは、縁太郎がそんなことをするはずがないと言って納得してくれた。


    「じゃあ、このままでいいんでしょうか？　結衣にゃんをあの男に任せておいて、いいんですか？」


    　まるで自分の気持ちを読み上げられているかのようだった。


    　彼女の不安げな表情もまた、鏡写しになった自分の顔であるかのように思えた。


    　そして牡丹は、その大きな瞳で縁太郎のことをじっと見つめて、


    



    「あの事務所で──結衣にゃんは、ちゃんと結婚できるんですか？」


    



    　その疑念は、縁太郎の中にも存在している。


    　心のしこりとなって縁太郎のことを苦しめている。


    　──果たして結衣は、黒峰マリッジプランナーでちゃんと結婚できるのか？


    「わたしに何か、できることはありませんか？　結衣にゃん、せっかく友達になれたのに。こんなふうにお別れするのは嫌なんです」


    「牡ぼ丹たん……」


    　彼女は人ひと懐なつっこい性格で、親しくなった相手には子犬のように懐いて嬉しそうな顔をする。


    　だからこそ、友達が不本意な理由で退会してしまう時には、すごく悲しい顔になる。


    『どうしてやめちゃうんですか？　一緒に婚活しましょうよぉ。やめないでくださいよぉ』


    　そんな言葉を退会する会員にかけて、困らせてしまうことがある。


    　すがるような目で自分のことを見つめてくる牡丹の姿に、縁えん太た郎ろうはあらためて思った。


    　──こんな形で結ゆ衣いと別れるのは、間違っている。


    　だけど、どうすればいいのかわからない。


    　結衣に手を差し伸べれば、それと引き換えに白はく城じよう結婚相談所が潰されてしまう。


    「……悪い、牡丹。そろそろ、次のカウンセリングの時間だから」


    　縁太郎は立ち上がり、インクの匂いに背を向ける。


    「縁太郎さん……」


    　背中に声をかけられて、胸の奥がズキンと痛んで。


    　しかし縁太郎は振り返りたい気持ちを我慢して、牡丹の部屋を出たのだった。


    



    　＊　＊　＊


    



    　今日はもう一件、まひるのカウンセリングがあった。


    　縁太郎は整理のつかない気持ちに翻弄されながら、彼女の職場へと向かう。


    　それは都内の保育園。


    　閉ざされた門の端に人が出入りするための小さなドアがある。それを押すときぃっと古錆の音がした。


    　園児の気配が失せた薄暗いグラウンドに足を踏み入れて、じゃりっと革靴が砂を噛む音を聞きながら教室へ向かう。ガラス戸の向こうはほとんど真っ暗だったが、一か所だけ明かりのついている部屋がある。


    「こんばんわ、まひるさん」


    　引き戸を開けた向こうに、保母さんのエプロンをかけたまひるとその同僚の姿があった。


    「いらっしゃい、縁太郎くん」


    「おー、仲人なこうどさん。よく来たね。お茶とお菓子しかないけどゆっくりしていきなー」


    　大きな木製のテーブルに学校の椅子。


    　そこに二人が向かい合わせに座って、ビスケットをつまみに紙コップでお茶を飲んでいる。


    「ちょうど良かったよ、仲人さん。知ってるかもしれないけど、まひるのやつ、また悪い男にひっかかってさ」


    「悪い人じゃないってば」


    「いーや、悪いね。ホストなんて、女を騙すのが仕事みたいなもんなんだ」


    　まひるの向かいに座っている女性は、三みノの山やま菜な緒お。年齢は非公開。


    　黒髪ショートカットというボーイッシュな保育士で、縁えん太た郎ろうとは何度か顔を合わせている。見かけも口調も男っぽいが、笑うと愛らしいえくぼができる。


    「灘なだ原はらくんは駆け出しのホストで、先輩に追い付こうと思って頑張ってるところなの。あの仕事って、常連さんに気に入られないとダメだから、最初は大変なんだって。だからわたしが、今度遊びに行ってあげようかなって──」


    「はい、アウトーっ！」


    　菜緒が威勢よく机を叩いた。


    「やっぱりカモにされてんじゃん。どうせアレでしょ？　指名が入らないと格好つかないからテーブルに来てほしい。無理に注文しなくていい。そこにいてくれるだけでいいから、とーか言ってんでしょ？　それでほいほいホストクラブへ行ったが最後。雰囲気に飲まれてバンバン金を使って、そこからはもう泥沼よ。ホスト沼から出てこれなくなっちゃうんだから」


    「な、灘原くんは、そんな人じゃないから……」


    「はぁ……。ほんとにまひるは男を見る目がないよねぇ。ちょっと仲人なこうどさん。黙ってないで何とか言ってよ」


    　菜緒から水を向けられて、縁太郎はまひるのことを見つめる。


    「まひるさんの相談ってのは、その相手との交際について？」


    「うん……。わたしは大丈夫だと思うんだけど、菜緒ちゃんが、一度きっちり縁太郎くんと話をした方が良いって。でも、本当に灘原くんは今までの相手とは違うんだよ。不真面目そうに見えるけど、根は真面目っていうか」


    「うーん。俺には今までの相手と変わらないように見える、かな」


    「そんなことないのに……」


    　不満げにむくれるまひるを見て、対面にすわる菜緒が得意げに笑う。


    「仲人さんもこう言ってることだし、ホストとの恋愛なんてやめときな。だいたい遊び相手ならまだしも結婚相手にはならんでしょ？　年がら年中浮気の心配をするはめになっちゃうよ。ホストと結婚なんてしたら」


    　白い前歯でビスケットをパキっと割って、得意げに笑う菜緒。


    　まひるには悪いけどこれはチャンスだと縁太郎は思う。


    　菜緒の言葉を味方に付けて、あの男との交際を考え直してもらおう。


    「あの、まひるさん」


    「ところで、縁太郎くん」


    　同じタイミングで声を出し、言葉が空中でぶつかった。


    　縁えん太た郎ろうがまひるに発言を譲ると、彼女は心配そうに眉をひそめながらこう言った。


    「縁太郎くんも、何か心配ごとがあるんじゃない？　何か、いつもより元気がないっていうか、顔色が良くないっていうか」


    　まひるはこういうことによく気が付く。


    　保育士という仕事柄なのか、彼女が元から持っている気質なのかはわからないけど、落ち込んでいる気持ちの変化に気付いて、優しい声をかけてくれる。だからこそ牡ぼ丹たんは彼女のことを〝まひるママ〟と呼んで慕っているし、反抗期の蒼あお梨りもまひるには素直に懐いている。


    「ひょっとしてあの子のこと？　見学してた女の子。結ゆ衣いちゃん、だっけ？」


    　まひるが紙コップにお茶をついで、それを縁太郎に差し出してきた。


    　縁太郎は彼女の隣に腰をおろして、もらったお茶に口を付ける。


    「何々？　どーいうこと？　何か、わけありなの？」


    　トラブルめいた話を好物とする菜な緒おが身を乗り出してくるが、縁太郎はどう答えたものかわからなくて口ごもる。


    「えっと、その。わけありっていうか……」


    　紙コップをテーブルに置いて、いつものように頭をかいて誤ご魔ま化かして。


    　するとまひるが、何かを察したように縁太郎の肩に優しく手を置いて、


    「わたしはちょっとしか会ってないから、どういう子なのか、よくは知らないんだけど」


    　そして彼女の言葉は、縁太郎の耳を突き抜けて心の深い部分に訴えかけてくる。


    



    「結衣ちゃんには、縁太郎くんのことが必要なんじゃないかな？　それを縁太郎くんは何となくわかっているから……」


    



    　だから、忘れ去ることができない。


    「…………」


    　自分自身のことなのに、他人に言われて気が付くなんておかしいと思う。


    　──でも、縁太郎はそれをやってきた。


    　仲人なこうどとして会員と向き合って、自分自身のことを知ってもらうために声をかけてきた。


    　だとすると、今、この胸に込み上げている気持ちこそが──。


    「縁太郎くん。電話、鳴ってるよ」


    　まひるに言われてハッとした。


    　考えるあまりぼーっとしていた。


    　ポケットからスマホを取り出して見れば、それはカレンからの着信だ。


    　嫌な予感があった。


    　最近もこんなことがあった。


    「もしもし、カレンか？」


    　縁えん太た郎ろうがスマホを耳に当てると、その向こうから何かを焼いているような音が聞こえた。


    『縁太郎。今、どこにおりますの？』


    「まひるさんの保育園だけど、何かあったのか？　まさか、伊い集じゆう院いんさんと──」


    『わたくしのことではありませんわ』


    　そこで縁太郎はようやく気が付いた。


    　カレンの声が、怒っている。


    『縁太郎。お説教がありますのでして』


    



    　＊　＊　＊


    



    　家に帰って、恐る恐るドアを開ける。


    　蒼あお梨りのローファーの隣にカレンのサンダルがあった。


    　彼女が何を怒っているのか、縁太郎には心当たりが全くない。


    　無意識のうちに気に触るようなことをしていた、ということだろうか……？


    「縁太郎。さっさと入ってきてくださいまし」


    　縁太郎が玄関でぐずぐずしていると、居間のふすまがあいて声だけが聞こえた。


    　彼女が家にいることに関して、縁太郎は特に驚かない。近所に住んでいる彼女が遊びに来ることはしょっちゅうだし、それを見越して縁太郎もドアのカギを開けている。用がある時は勝手に入って、居間で待っててくれと言い置いてある。


    　居間にいたのはカレン一人で、蒼梨の姿はなかった。


    　何だかとても美味しそうな匂いがして、テーブルを見れば夕食の準備ができている。平皿の上にハンバーグとポテトサラダがあって、その隣には茶碗に盛られたご飯と味噌汁。忘れていた空腹感が込み上げてくる。


    「まずは食べてくださいまし。話はそれからですわ」


    　何だか、拍子抜けだった。
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    　開口一番、烈火のごとく怒られるのかと思っていたのに……。


    「い、いただきます」


    　縁太郎は座布団の上に座って箸はしを手に取った。


    　ハンバーグを箸で切り分けて口に放り込む。


    　──すごく美う味まい…………。


    　まひるも料理上手だが、実のところカレンも相当な腕前を持っている。


    　貧乏生活をしていく中で〝いかに食費を抑えて美味しいご飯を作るか〟という挑戦を日常的に行っていた結果、料理の腕が上達した。


    　しかしこのハンバーグの美う味まさはそれだけじゃない。体がそれを求めている。ポテトサラダも味噌汁もご飯も美味くて仕方がない。この一週間、カップ麺とレトルトばっかり食べていたことを嫌でも思い出してしまう。


    「蒼あお梨りが言ってましたわよ。縁えん太た郎ろうが全然ご飯を作ってくれないって」


    　料理を食べ終えた頃、満腹の吐息とすれ違いにカレンの小言が始まった。


    「蒼梨はまだ子供ですのよ？　それなのに栄養の薄いカップ麺やらレトルトを食べさせるなんて、保護者失格ですわ。わたくしがハンバーグを作ってあげたら、ご飯を三杯もおかわりしたんですのよ。一体、どうしてこんなことになっておりますの？　これが〝節約〟でしたら、まったくなっておりませんわ。不摂生と引き換えに節約をするのは素人の陥りやすい罠ですわ。それで病気にでもなったら、余計にお金が掛かってしまって本末転倒なのでして」


    「いや、別に節約ってつもりじゃないけど……」


    「じゃあ、どうして蒼梨にご飯をつくってあげなかったんですの？　わたくしに助けを求めてきましたのよ。何か作ってほしいって」


    「それでウチに来てたのか……。何か、悪い」


    「謝る相手はわたくしじゃありませんわ。どうして蒼梨とご自身の食事をないがしろにしたのか、理由をおっしゃってくださいまし」


    　特にこれといった理由があるわけではなかった。


    　ただ、食事を作るのが面倒だった。


    　そういう気分になれなかった。


    「はぁ……」


    　しばらく縁えん太た郎ろうの言葉を待っていたカレンが、これ見よがしにため息をついた。


    「まあ、そのことは一旦置いておきますわ。それとは別に縁太郎には説教をする必要がありますのでして」


    　てっきり、今のやり取りがそうなのかと思っていたが、本題は別にあるらしい。縁太郎を見据えるカレンの目付きが厳しいものになっている。


    「縁太郎。会員からクレームが出てますわ」


    　その一言に、縁太郎は頬を張られた時のような衝撃を覚えた。


    　冗談だろと言いたくなるが、カレンの顔にはまったく笑みの気配がない。


    「わたくし、ほとんどの会員と懇意にしてますの」


    　姉御肌で面倒見が良いカレンは会員から頼られていて、よくこの居間で婚活の悩みを相談されている。縁太郎と一緒になって会員の悩みについて話し合うことも珍しくない。


    「それで、先週ぐらいからですわね。縁太郎のカウンセリングに対して、いつもと違う。気が抜けている。どうでもよさそうに振る舞われた。そんな不満を耳にするようになりましたのは」


    「そんな──」


    　反射的に否定したくなってしまうが、続く言葉が喉を通らない。


    　牡ぼ丹たんのカウンセリングは準備不足だった。まひるには逆に心配されてしまった。


    　気が抜けていると言われれば、その通りなのかもしれない。


    「少しは自覚がありそうですわね？　それなら話は早いですわ。さっさと元の縁太郎に戻ってくださいまし」


    　そんなことを言われても、一体どうすればいいのか。


    　縁太郎には〝答え〟がわからない。


    「…………」


    　言葉が見つからずに固まっていると、カレンがため息をこぼした。


    「これは重症ですわね。対策はともかく、当然原因はわかっているのでしょう？」


    「……結ゆ衣いのこと、だよな」


    　カレンは頷うなずき、縁太郎はうつむいた。


    　これは、単純な二択であるはずなのだ。


    　結衣を取るか、白はく城じよう結婚相談所を取るか。


    



    　そして縁太郎は──白城結婚相談所を選択した。


    



    　結ゆ衣いのことは黒くろ峰みねに任せて、自分は自分の会員の面倒を見る。


    　状況は元に戻ったはずだ。


    　結衣と会う前に戻ったはずなのに、それなのにどうして。


    　結衣のことが、こんなにも気になってしまうのか……。


    「しかし、驚きましたわね。結衣があの〝水み無な月づき〟だったとは」


    「……知ってたのか？　カレン」


    　あの日黒峰から聞かされた結衣の素性について、縁えん太た郎ろうは詳しく理解できていない。〝お金持ちのお嬢様〟というぼんやりとした認識だけを持っている。


    「わたくしはかつて上流階級に属しておりましたのよ。知らないわけがありませんわ」


    「じゃあ、どうしてすぐに気付かなかったんだ？　水無月なんて珍しい名前だ。知ってたらピンと来るだろ？」


    「むしろ、知っていたから気付けなかったんですわ」


    　カレンは記憶を振るい起こそうとするかのように、目を閉じて眉に力を込める。


    「水無月の一族は、上流階級の中でもその頂点。それこそ国の政治に口出しができるような存在なんですの。そんな超絶大金持ちと同じ苗字の女性がふらっと現れて、その人が本人であると思うことができまして？」


    　それはさすがに、同姓の別人だと思うかもしれない。


    　庶民の世界にふらりと現れるようなタイプの人ではなさそうだ。


    「つまり、そういうことですの。水無月の人間は、さすがのわたくしでも一歩引いてしまうぐらいの存在なのでして、本当に結衣があの〝水無月〟であるとは思わなかったんですわ」


    「そう、なのか……」


    　もし仮に、本当に、結衣がそんなすごい人なのだとしても。


    「普通の女の子、だったよな」


    「……そう、ですわね。新規で入って来た会員と、何ら変わりはありませんでしたわ。まったく、羊の皮を被った何とやらですこと」


    　気付けなかったことが多少は悔しいようで、カレンは若干言葉に棘を含ませる。


    　しかしそれも束の間で、すぐにサバサバとした口調に戻り、


    「今度会ったら、首根っこをひっ捕まえて、金持ちを紹介しろと言ってやりますの」


    　あたかもカレンは、当然のように言っていた。


    　結衣は戻ってくるのだと。それが当たり前であるのだと。


    「……どういうことだよ、カレン。結衣はもう──」


    「後のことは縁太郎次第ですわ。わたくしにできるのはここまでですわね」


    　立ち上がったカレンがジャージのお尻に手をやってしわをのばした。


    　軽く手を振って居間から出て行く彼女に応えようとして、縁太郎は気が付いた。


    　いつの間にか手を固く握りしめている。


    　手のひらに爪が食い込んで、それが少しだけ痛かった。
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    　縁えん太た郎ろうは仲人なこうどの仕事で悩んだ時に足を踏み入れる部屋がある。


    　そこはかつて母親が使っていた部屋で元々は書斎として造られた部屋だ。その名残として左右の壁が本棚になっている。しかし本は見当たらない。綺き麗れいな額に入った写真立てがずらりと立ち並んでいる。


    　それらは全て、結婚式で笑みを浮かべる新郎新婦の写真だ。


    　母親が仲人として成婚させた会員たち。


    「神田の母、か……」


    　縁太郎は写真を眺めて呟つぶやいた。


    　縁太郎の母親は優秀な仲人だった。会員に結婚したいと思う気持ちさえあればそれでいい。その気持ちに寄り添って婚活を助けて結婚へと導いてしまった。


    　すると『あの人に頼めば結婚することができる』という噂が立って、結婚に悩んでいる男女が押し寄せて来た。


    　母親は自分を頼ってきた人たちの期待に応えた。


    　その実績が評判になり、評判が伝説になって、いつのまにやら〝神田の母〟と呼ばれるようになっていた。


    　そんな彼女が結婚させた一人の女性。


    　縁太郎は並ぶ結婚写真の中からその人の写真を手に取った。


    　丸く太った新婦と頬骨が目立つほどに痩やせている新郎の写真。新婦の隣には縁太郎の母親がいて、新婦と肩を組んでいる。まるで金メダルをとった選手とコーチさながらに、誇らしさと喜びが満面の笑みに表れている。


    　そして実際、彼女の結婚は金メダルを取るに等しい快挙であったと縁太郎は思う。


    　──誰も結婚できるとは思っていなかったから……。


    　彼女の名前は大おお森もりたま子。食べることが大好きなぽっちゃり女子で、いつも何かを食べていた。縁太郎が子供の時から白はく城じよう結婚相談所に所属していて、縁太郎は彼女のことを『たま子姉ちゃん』と呼んでいた。


    　縁太郎が小学生だった頃、家に帰るといつもたま子が迎えてくれた。


    　中学校に通うようになっても、たま子は居間でお菓子を食べていた。


    　高校の学ランを着るようになっても、たま子は白城結婚相談所に顔を出していた。


    　それがどういうことなのか、高校生にもなればわかる。


    　──結婚相談所に１０年間も所属して、それでも結婚ができない。


    　さすがにもう結婚は無理なんじゃないかと思った。兄も親父も口では頑張れと励ましていたが、見つめる瞳に同情の気配が漂っていた。


    　そしてたま子本人も、自分は結婚できない女なんだと言って弱気になっていた。


    　その笑顔には陰りがあって、諦観に呑み込まれているようだった。


    　──でも、縁えん太た郎ろうの母親は。


    　たま子の結婚を諦めようとしなかった。


    　時に励まし、時に叱って。


    　たま子の婚活を応援していた。彼女の気持ちと向き合っていた。


    　親身になりすぎるあまり、喧けん嘩かになってしまったこともある。


    　この書斎で二人が取っ組み合っていた。


    『もうこの人でいいの！　結婚させて！』


    　泣きながら母親の髪を掴つかむたま子。


    『結婚するための結婚なんて、あたしが許さないよ！　何で結婚したいのか、頭冷やして考えな！』


    　縁太郎の母親も凄い剣幕だった。髪の毛を引っ張られながら、たま子の頬に平手を入れて。


    　縁太郎と兄と親父の三人がかりで、ようやく二人を引き離すことができた。そのぐらいの大喧嘩だった。


    　後で理由を聞いてみると、たま子の縁談に縁太郎の母親がケチを付けて破談にしたらしい。


    　どうしてそんなことをしたのか？


    　理由を聞くと、縁太郎の母親は迷わずにこう言った。


    『あたしはたま子を結婚させたいんじゃない。幸せにしたいんだよ』


    　それがどういうことなのか、言われた時はわからなかった。


    　だから縁太郎は文句を言った。


    　そんなよくわからない理由で決まりかけていた縁談を壊こわすなんて、たま子姉ちゃんが可哀想だ。せっかく結婚できそうだったのに。もう、結婚できるかどうかわからないのに。


    　しかし──。


    　それから数年後、たま子は無事に結婚した。


    　縁太郎は結婚式に呼んでもらって……そこで、すごいものを見た。


    　子供の頃から何度も見ている、たま子の笑顔。


    　そのはずなのに、見たことがない。


    　結婚式で参列者から祝福されて、ウェディングドレスをなびかせて歩く彼女の笑顔が。


    　──もう、すごかった。


    　神田の母と呼ばれる仲人なこうどが何を求めていたのか？　それがどういうものなのか？


    　理解と同時に、感動がきて。


    　縁えん太た郎ろうは泣いていた。


    　あの時の光景に心を打たれて、縁太郎は仲人なこうどになることを決めた。


    　あの時のたま子のように、会員たちを結婚させてやりたい。


    　縁を結んで、最高の笑顔でバージンロードを歩かせてやりたい。


    「そうだった、な……」


    　縁太郎はたま子の写真を元に戻して、呟つぶやいた。


    　きっと自分は、根本的なところで思い違いをしていた。


    　結ゆ衣いを取るか、白はく城じよう結婚相談所を取るか。


    　そういう二択を迫られているのだと思った。


    　でも、そうじゃない。


    　話はもっと単純だ。


    



    　──結衣にどんな結婚をしてもらいたいのか？


    



    　そのために自分は何をしたいのか。


    　何ができるのか……。


    　縁太郎はスーツのポケットからスマホを取り出して、電話をかける。


    『もしもし、縁太郎？　どうしたの？』


    　相手は友人の仲人──花はな之の木き誠まことだ。


    　縁太郎はようやく見えた道筋へ、覚悟を決めて手を伸ばすつもりで。


    「急に悪いな、誠。一つ、頼まれてくれないか」

  


  
    　最終話　本当のきもち


    



    



    　水み無な月づき結ゆ衣いは自分の名字が好きじゃない。


    　もっと別の、加藤結衣とか、鈴木結衣とか、そういう名前に生まれたかった。


    　──朝起きたらそこは雑多な音がひしめくボロいアパートで、煎餅布団から這い出た自分は田中結衣になっている。


    　そんな空想に思いを馳せて眠りについても、目を覚まして最初に見るのは天幕つきのベッドの天井で。お世話係の『おはようございます、お嬢様』という声に変わらない現実を思い知らされる。


    　日本でもトップクラスの財力と権力をあわせ持っている水無月家。


    　そんな名家に生まれて何が不満なのか？


    　確かに恵まれている部分は多いけど、どうしようもなく不足しているものがある。


    　──それは、自由。


    〝水無月のお嬢様〟という肩書きと引き換えにして、手放さなくてはならない自由がたくさあった。


    　好き勝手に行動することは許されなかった。誰とでも友達になれるわけでもなかった。


    　常に〝水無月のお嬢様〟として振る舞うことが要求されていた。


    　周りの人間も、自分のことをそういうふうに扱った。


    　──忌避か、媚び。


    　自分を取り巻くほとんどの人は、そのどちらかのスタンスをとった。


    　水無月の家名を恐れ、触らぬ神に祟りなしの精神で距離を置く。もしくは、水無月の響きに惹かれて寄ってくる。


    　その傾向は歳を重ねるごとに強くなり、〝水無月〟の存在感が強すぎて〝結衣〟の部分がどんどん薄くなってしまう。このままでは〝水無月のお嬢様〟という肩書きだけの〝自分がない人間〟になってしまう。子供心にそんな危機感を覚えた。


    　──でも、いつからか。


    　そういうことに対して危機感を持たなくなった。


    　絶対的な権力を持っている父親に対して、反抗するのをやめていた。


    　きっとこれは、一種の懺ざん悔げなんだと思う。


    　──小学生の頃、一つわがままを言った。親にそれを頼んでも聞いてくれないと分かっていたので、一番仲の良かった使用人にこっそりと頼んだ。


    　別に大したことじゃない。


    　学校からの帰り道。ずっと気になっていたゲームセンターに連れて行ってもらったのだ。


    　そこは賑やかな場所で、使用人が結ゆ衣いのためにクレーンゲームでぬいぐるみを取ってくれた。


    『それはどうしたんだ、結衣』


    　見慣れないぬいぐるみを抱いている結衣を見て、父親が言った。


    『とってくれたの！』


    　結衣は浮かれていたので、仲の良い使用人のルール違反を口にしてしまった。


    　──すると翌日、彼女はいなくなっていた。


    　まるで元からそんな人はいなかったかのように、お屋敷から姿を消していた。


    　その時結衣はまだ子供で、父親が振りかざした権力について正確に把握していなかったが、だからこそ肌に感じるその迫力に恐ろしいものを感じた。


    　それから結衣は、あまり自分の意思を口にしなくなる。


    　父親の言うことを素直に聞くようになった。


    　父親の意思が、自分の意思にとって変わっていくような感覚があった。


    　言われるがままに海外へ行き、言われるがままにそれを辞め、そして婚活を始めた。


    　結局のところ、自分の意思がちゃんとこの胸にあるのかどうか。


    　結衣にはよくわからない。


    　もしもあの時、縁えん太た郎ろうに出会ってなければ、それについて悩むことすらしなかったかもしれない。そんなものはないと思って、ずっと父親の操り人形でいたかもしれない。


    　けど──縁太郎は教えてくれた。


    　本当の気持ちと向き合う方法を。


    　その感情が導いてくれる世界を。


    　それはきっと、結衣に必要なものだった。


    　結衣が望んだものだった。


    　あと少しで、自分もそこへ行くことができる。


    　そう、思っていたのだけど──。
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    　結衣が縁太郎の元を離れて二週間が経過した。


    　散ってしまった桜の花が歩道の排水溝にたまってピンク色の小山になっている。花見の時はあれほどもてはやされたのに、地に落ちたそれは誰にも注目されていない。何ともなしにその光景を見つめていると、隣を歩いている男の足がとまった。


    「ここ、最近話題のレストランで、本当は数か月先まで予約が一杯なんだ。でも、今日は君のために席を用意してもらった。オーナーと知り合いの特権だね」


    「そう、なのね」


    　公園に隣接している落ち着いた雰囲気のレストランだった。


    　その入口へ指を向けた男が誇らしげに微笑みかけてくる。さっぱりと短い黒髪の下にあるその顔は、男前であると言って申し分ないと思う。身なりにも気を使っているようで、シャツもズボンもセンスの良いブランド品を身に着けている。


    　彼は伊坂家の長男で、現在結ゆ衣いが交際している男性だ。


    　黒くろ峰みねマリッジプランナーに戻ってすぐに紹介されて、特に何の感情も抱かないままに交際を始めることになった。


    　伊坂家と言えばそれなりに名前の通った名家であって、水み無な月づきの一人娘と結婚するとなれば政財界でも大きな話題となるだろう。


    　そういう狙いがあって交際を申し込んで来たのだろうか？


    　それとも──。


    「結衣さん、どうかした？」


    「……いえ。何でもないわ。ちょっと、考えごと」


    「心配ごとがあったらなんでも言ってほしい。相談にのるよ」


    　まさか〝あなたが家名目当てなのかどうか気になって〟なんて言えない。


    「いらっしゃいませ。お客様、ご予約はされているでしょうか？」


    　賑わっている店内から白黒のウェイター服を着た店員が出てきて、伊坂が名乗ると不自然なぐらい深々と頭を下げた。


    「承っております。こちらへどうぞ」


    　店員に案内されたのはテラス席だ。


    　そこは公園に面した場所で、近くにベンチが並んでいる。座っているのはスーツ姿の男性が多い。ちょうど昼休憩の時間みたいで、背中を向けてコンビニの袋をがさがさやっている。


    「結衣さんは魚料理が好きだったよね。ここのは評判が良いんだ」


    　テーブルを挟んで向かいに座った伊坂の顔に、明確な媚びの気配はない。


    　結衣の好みを気にしていたが、それは気遣いの範疇とも受けとれた。


    「結構歩いたけど、疲れてない？　ヒールだとすぐに疲れちゃうでしょ」


    「平気よ」


    　この伊坂という男は、黒峰が紹介してきた相手の中では格段にマシなほうだった。


    　というか全然悪くない。


    　ちゃんと〝結衣〟のことを見てくれているような感じがある。〝水無月のお嬢様〟として扱われたこともほとんどない。


    「そういえば僕、このまえ兼六園に行って来たんだ。仕事のついでなんだけど、やっぱり本物はすごいね。ちょっと感動しちゃってさ」


    　にこやかに微笑んだ伊坂がスマホを取り出した。その画面に見覚えのある庭園の写真が並んでいる。それを見て結ゆ衣いは、ほんの少しだけ眉をひそめる。


    「……私も、子供の頃に行ったことがあるわ。お父さんが庭園好きで、よく連れて行ってもらったの」


    「へぇ、お義父さんにそんな趣味が？　それは知らなかったなぁ……。でも、共通の趣味があるなら助かるな。ほら、年配の方とは、そういう共通点でもないと間がもたないっていうか……。って、こんなことを娘の君に言うのは失礼だね。ごめん」


    「いいえ、気にしないで。お父さんがとっつきづらいのは事実だし」


    　微笑む伊坂と目を合わせ、結衣も少しだけ苦笑する。


    　やっぱり、そこまで悪い感じじゃない。


    　何かダメなところがあるのかと聞かれても、それを明確な言葉にすることはできない。


    　──しかし同様に、良いところがあるのかと聞かれても言葉が出てこない。


    　伊坂はまさに〝可もなく不可もなし〟といった感じの男で、二週間の交際を経ても彼に対する印象は交際前と何ら変わらない。それが良いことなのか悪いことなのか、結衣には判断がつかなかった。


    「それでね、結衣さん。ちょっと気が早いかもしれないけど、僕としては、君と結婚したいと思ってるんだ。僕たち、すごく相性が良いと思う」


    「……えっと」


    　突然のプロポーズに、結衣は驚いた。けれど伊坂は確信めいたものを持っているようで、熱っぽい眼差しを向けてくる。


    　しかし結衣の胸には何一つ響くものがない。伊坂に対する評価が曖あい昧まいすぎるのだ。嫌でもないけど、よくも無い。どちらかと言えば──なんとなく、嫌な感じがする程度。


    　そんな状態で結婚を切り出されても、困惑してしまう。


    「僕たちは、お互い最高の伴侶になれる。僕の結婚相手として、君以上にふさわしい人はいない」


    　照れくさそうにはにかんだ伊坂が、バッグから小さな箱を取り出した。それを結衣の方に差し出して、パカッと蓋を開けて見せる。


    　エンゲージリングだった。


    　シルバーリングをベースにして、大きなダイヤモンドが一つ。日光を反射して光るそれを見つめた結衣は、結婚とは何だろうかと考える。


    　この指輪を受けとれば、結婚することができる。


    　目の前の男性と一緒に暮らすことになり、華やかな結婚式を上げてそのうち子供ができる。


    　それは、絵に描いたような〝幸せ〟の光景で。


    　──なのにどうして、こんなに虚しいの？


    　伊坂の隣に立ってウェディングドレスを着て、一緒に暮らして、その子供を育てる。


    　それは輝かしい未来であるはずなのに、どうしても嬉しいと思うことができない。


    　……あの夜、縁えん太た郎ろうに気付かせてもらった、結婚したいという気持ち。


    　これが〝結婚〟の正体なのだろうか？


    　婚活の終着点なのだろうか？


    「私は……」


    　それでも、結ゆ衣いは指輪へ手を伸ばす。


    　伊坂は悪い男じゃない。


    　もしかすると自分は、ありもしない幻想を抱いていたのだろうか。


    「私は、あなたと……」


    　指の先端で冷たい宝石を撫なでて、それを見た伊坂が口許を緩ゆるめ──


    



    「そのぐらいに、しておきな」


    



    　背中に声をかけられた。


    　きっともう、二度と聞くことはないだろうと思っていた声。


    　薄れていた記憶が一瞬で鮮明になって、それが妙に懐かしく思えて。


    　綻びそうな口許を、それでもとがめるように、引き結ぶ。


    　だって、彼はここにいてはいけない人なのだから──。


    



    　＊　＊　＊


    



    　伊坂と結衣が座るテラス席に、縁太郎がゆっくりと歩み寄る。


    「余計なお世話とは思うが、口を挟ませてもらうぜ」


    　椅子にすわったまま振り返っている結衣と目が合う。


    　少しは嬉しそうにしてくれるかと思いきや、渋い表情を浮かべている。まるで縁太郎のことを咎めているかのように。


    「えっと、あなたは、結衣さんのお知り合いの方でしょうか？」


    　伊坂は落ち着いた態度を崩さず、さっと結婚指輪の箱を引っ込めながら微笑んだ。


    　一世一代のプロポーズを邪魔されたというのに、ずいぶんと余裕がある。


    「俺は白はく城じよう縁太郎。結衣の仲人なこうどだ」


    　ゆっくりと歩み寄る縁太郎の前に、椅子から腰を上げた結衣が立ち塞がった。


    「あなた、状況がわかってるの？　こんなことしたら、黒くろ峰みねが黙ってない」


    　焦燥感に満ちた小声の忠告に、縁太郎は小さく肩をすくめた。


    「結衣はものすごい名家の娘で、その親父は政財界に強い権力者。もし睨にらまれたら、ウチの事務所は一ひねりで潰されちまうかもしれない」


    「だったら──」


    「だとしても、だ」


    　縁えん太た郎ろうは結ゆ衣いをまっすぐ見据えて、言い放つ。


    「そんな顔で結婚なんてさせらんねえ」


    　これはもう、損得の問題ではなくて。


    　仲人なこうどとしての誇りと矜持。


    　びた一文の価値すらないが、絶対に曲げてはいけない、縁太郎の芯だ。


    「結衣。お前、この男でいいのかよ？　本当にこいつと結婚したいのか？」


    「それは……」


    　縁太郎の問いかけに結衣は答えを迷い、様子を見ていた伊坂が口を挟んでくる。


    「あなたは結衣さんの知り合いのようだが、ちょっと言葉がすぎるんじゃないか」


    　不愉快な気持ちを滲にじませて、しかし毅き然ぜんとした態度は崩さない。


    　──たいした面つらの皮だな。


    　縁太郎は喧けん嘩かをする時のようにネクタイを緩ゆるめ、伊坂に一歩近付いた。


    「あんたにも聞きたいことがある。あんた、本当に結衣と結婚したいのか？」


    「急に何を言い出すんだ？　あなたにそんなことを聞かれる筋合いはない」


    「いや、単純に疑問だったんだ。俺があんたの立場だったら、プロポーズなんて絶対にしないから」


    　縁太郎はスーツの懐ふところから数枚の写真を取り出して、テーブルの上に置いた。


    　それは、結衣と伊坂がデートをしている様子を撮影したものだ。


    　これには伊坂もギョッと目をむき、


    「こ、これは、盗撮じゃないのか？　犯罪だろう！」


    「懸け念ねんがあるときは、相手のことを調べる。これも仲人の仕事だ。あんたの所属してる黒くろ峰みねマリッジプランナーだっておんなじことをやってるぜ」


    　黒峰がそうしたように、縁太郎も探偵に仕事を依頼した。


    　結婚相談所はたいてい懇意にしている探偵がいる。会員に頼まれて交際相手の素行調査や浮気調査をすることがあるからだ。縁太郎も母親から仕事を引き継ぐ際に、ベテランの探偵を紹介してもらった。


    「それより、写真をよく見ろよ」


    「……写真がどうしたっていうんだ」


    　縁太郎は順番に写真を指差していく。


    　二人が公園を散策している場面の写真では、得意げに何かを話している伊坂の隣で、結衣がつまらなさそうに明後日の方向を向いている。映画館から出てきた時も、遊園地を巡っている時も、高級レストランでディナーを食べている時も、結ゆ衣いはどこかつまらなさそうな顔をしている。


    「あんたさ、それなりに〝モテる〟だろ？　男前で羽振りもいい。女がほっとくわけがねえ」


    「な、なにが言いたいんだ」


    　急に褒ほめられて戸惑う伊坂に、縁えん太た郎ろうは鼻を鳴らし、


    「わかってるんだろ？　こんな顔した女が何を考えてんのか？　結衣はあんたのことをどう思ってんのか？　あんただって本心では面白く思ってねえはずだ。こんな退屈そうな顔の女をエスコートして、自分だって楽しいわけがねえ。それなのに交際を続けて、たった二週間でプロポーズとは呆れるな。焦るあまりにでっけえ尻尾が出ちまった」


    　一歩踏み出した縁太郎の影が、伊坂の上に降りかかる。


    



    「あんたは結衣と結婚したいわけじゃない。結衣の肩書きと結婚してえんだ」


    



    　伊坂はごくっと、唾つばをのむ。


    　白くなった頬を伝う冷汗を見るまでもなく、痛烈に図星を突かれて動揺しているのだとわかる。


    　しかし伊坂は、すぐに表情を改めて、


    「た、たまたまこういう表情の写真をとって、それで交際に文句をつけてくるなんて……本当に余計なお世話だな。一体どういうつもりなのかは知らないが、僕はちゃんと結衣さんのことを愛している。だから結婚したいんだ」


    「口先だけなら何とでも言える。そこまでいうなら証拠を見せてもらおうか」


    「証拠？」


    　縁太郎はスマホを取り出して、とある画像を表示する。


    「俺のスマホには、結衣が大好きなものの画像が入ってる。それを答えてもらおうか？　愛してる彼女の好きなものを、まさか知らないってことはねえよな？」


    「も、もちろんだ。その……。ペットのモルモット、じゃないか？　じゃあ、家族。世話係のメイド？　あっ、お父様か？　それとも、えっと」


    　必死の形相で思い付くものを手当たり次第に口にしている伊坂に、縁太郎はスマホの画面を見せつけて──


    



    「女子高生だ」


    



    　何をバカなと言わんばかりに失笑しかけた伊坂だが、スマホには結衣本人が女子高生の制服を着用して微笑んでいる。


    　テーブルの上に散らばっているデートの写真と、スマホの中で笑う結ゆ衣い。


    　両者はまるで顔つきが違う。


    　比べてみれば嫌でも理解できてしまう。


    　結衣がどれだけ、伊坂に心を開いていなかったのかを。


    「もう一度聞くぞ、結衣。本当にこの男と結婚したいのか？」


    「だけど、私……」


    　縁えん太た郎ろうは伊坂という男の正体を白日の下に晒した。


    　それでも結衣は躊躇ためらっている。その眼差しが揺れている。


    　縁太郎のことを見つめて、背負っているものを心配しているような──。


    「結衣！」


    　縁太郎は大きな声を張り上げる。


    　ビクっとして目を見開いた結衣をまっすぐ見据え、


    「他のことは関係ねえ。言ったろ、〝なんとなく〟でいいんだ。お前の気持ちを口にしろ」


    　彼女の本音は、そこにある。


    　見えづらいけど、確かにそこに──。


    　絶対に目をそむけてはいけないものが、ある。


    



    「本当にこの男が、お前の結婚したい相手なのかよ！」


    「──ちがう！」


    



    　滲にじむ瞳で縁太郎のことを強く見返し、


    「この人と結婚したいわけじゃない。私……また自分の気持ちを見ないフリしてた」


    「ゆ、結衣さん!?」


    　伊坂が慌てて結衣に詰め寄る。


    「こんな男の言うことに惑わされちゃだめだ！　僕は伊坂家の長男で、君は水み無な月づき家の長女。どう考えても最高のカップルじゃないか？　君もそう思うだろ!?」


    「……やっぱりそれが、あなたの本音なのね」


    「そ、そんなことない。僕は本当に──」


    



    「ごめんなさい」


    



    　結衣は伊坂に深々と頭を下げた。


    「プロポーズ、お断りするわ。これ以上、あなたと交際を続けることはできない」


    「……ふ、ふざけるな……ッ！　納得できるわけないだろう！」


    　我を忘れて手を伸ばす伊坂だが、縁えん太た郎ろうに手首を掴つかまれる。


    「結ゆ衣いとあんたは縁がなかった。そういうことだ」


    「…………ッ！」


    　プライドに亀裂が入り、その切れ目から羞恥と憤怒の感情が噴き出している。


    「お、お前、覚えてろよ。せっかくの縁談を、壊こわしやがって……！」


    　伊坂は掴まれている手を乱暴に振り払い、様子を見ていた店員がとめるのも聞かず足早に立ち去った。


    　しばらく、どこか気まずい沈黙が流れ──。


    「……ねぇ。どうするつもりなの？」


    　先に口を開いたのは結衣。縁太郎はどこかほっとしつつも、「さあな」と答える。


    　すると結衣の手が縁太郎のネクタイに伸びて、掴んだそれをグイっと引っ張ってきた。


    「さあな──じゃないでしょ！　このままじゃ白はく城じよう結婚相談所、潰されちゃうのよ？　さっき状況をわかってるって言ったけど、本当にわかってるの？　私のお父さん、本当にそういうことするから。私が弁解したところで、あんな写真があるんじゃどうにもならないし……！」


    　珍しく感情的になっている結衣に驚きながら、縁太郎はネクタイを掴む彼女の手を優しく振りほどく。


    「大丈夫だ。ちゃんと考えがある」


    「……ほんとに？」


    「ああ。いくら俺が喧けん嘩かっぱやくても、何も考えずにこんなことをしたりしない」


    　縁太郎はスーツの懐ふところへ手をやって名刺を取り出した。


    「……なにこれ？」


    　結衣は受け取った名刺の文面を目で追って、どういうことか説明を求めるかのように縁太郎のことを見る。


    「花はな之の木き誠まことって覚えてるか？　新宿で合コンをやった時、俺と一緒に幹事をやってたやつなんだけど。あいつの事務所にウチの会員を任せようと思ってる。だから結衣も──」


    　結衣の手が再び縁太郎のネクタイに伸びる。


    　彼女はさっきよりも強い力で引っ張ってきて、大声で怒鳴り付けてくる。


    「やっぱり、何も考えてないじゃない！　それじゃ結局、白城結婚相談所は潰れちゃうんでしょ？　私のために縁太郎の事務所がなくなっちゃうなんて、そんなの、絶対に嫌！」


    「でも、しょうがねえだろ！」


    　縁太郎も声を荒げてしまったが、すぐに気持ちを落ち着かせ、


    「お前をほっとくことはできねえ。だけど黒くろ峰みねの脅しをどうにかすることもできねえ。全部を丸く収めることなんてできなかったんだ」


    　じっと縁太郎のことを見ていた結衣が、ネクタイから手を放して気まずげに視線をそらした。


    「……もう、どうにもならないの？」


    「覚悟の上だ。お前が気にすることじゃない」


    「でも……」


    「あの夜に何もなかったって、証明できねえんだ。仕方ないだろ」


    　縁えん太た郎ろうは諦観を込めて呟つぶやいた。


    「証明……」


    　結ゆ衣いは下を向き、黙り込んでしまう。


    



    　──これで、終わりか。


    



    　不意に込みあげた感傷をこらえるように、縁太郎は空を見上げる。花の散ってしまった桜の枝が目に入り、その寂しげな様子が胸を衝つく。もう、会員たちと賑やかに婚活をすることはないだろう。そう思うと、目の前の光景が少しだけ滲にじんだ。


    「──待って」


    　そのとき。結衣が、ゆっくりと顔を上げた。


    「わかった。私が、なんとかする」


    「……は？」


    「私たちの潔白、証明してみせるわ」


    「ど、どうやってだよ」


    「そ、それは……ちょっと言えないけど」


    　結衣は、なぜか少し恥ずかしそうに頬を染めながら、それでも決然と口を開いた。


    「白はく城じよう結婚相談所は、私が絶対に潰させないから」

  


  
    　エピローグ　結衣の決断


    



    



    　翌日の白はく城じよう結婚相談所。


    　牡ぼ丹たん・まひる・カレンの三人が事務所として使っている居間に集まっている。


    　麻雀でもするかのようにローテーブルを四方に囲み、まひるの作ったマドレーヌを食べている。


    「縁えん太た郎ろう。どうして洋菓子に緑茶なんですの？」


    　ジャージ姿のカレンが湯呑を持ち上げて怪け訝げんな顔をする。


    「うちにはそれしかないんだよ。でも、玉露だぞ。高級品だ」


    「だからと言ってマドレーヌには合いませんわ。次は紅茶も用意しておいてくださいな」


    　カレンの口にした〝次〟という言葉に思わず顔をしかめそうになるが、縁太郎は何でもなさそうに「紅茶とかあんまり好きじゃないんだよなー」と呟つぶやいた。


    　果たして〝次〟があるのかどうか？


    　それはまだわからない。


    「結ゆ衣いにゃんが何とかしてくれるんですよね？」と牡丹。


    「あぁ。そう言ってはいたんだが……」


    　縁太郎は渋い表情でマドレーヌを手に取った。


    　一体どうやって黒くろ峰みねの脅しをはねのけるのか、結衣は教えてくれなかった。


    　正直なところ、あまり期待していない。いくら結衣が科学者で秀才なのだとしても、どうにもできないと思う。だから今日は、お別れ会のつもりで結衣と面識のある会員を集めた。きっと結衣だって、みんなに会いたいと思っているだろうし。


    「追加でクッキー、焼いておこうか？　そろそろ結衣ちゃん、来るんだよね？」


    　空になった皿に気付いたまひるが立ち上がる。


    「あ、それなら俺も手伝うよ。まひるさん」


    　彼女に続いて座布団から尻を浮かせた時、インターフォンの音がした。


    「結衣にゃんの波動を感じます！」


    　牡丹が駆け出して、それに縁太郎も続く。その後ろにはまひるとカレンもついてきて、全員が玄関に並んだところで牡丹がドアを開けた。


    「……久しぶりだな、野良犬仲人なこうど」


    　そこにいたのは、黒峰だった。


    　メガネの向こうに人を見下すような眼差しがあって、その口元は嗜虐的な曲線を描いて威圧的な嘲笑を形作っている。ぱりっとしたスーツ姿がどこか冷淡で、事情を知らなければ知的なやくざ者に見えるかもしれない。


    「オレの警告を無視して、ウチの会員と水み無な月づき結ゆ衣いの交際を妨害してくれたそうじゃないか」


    「俺は、仲人なこうどの仕事をしただけだ」


    「約束通り、例の件は水無月結衣の父親に報告させてもらう。これで貴様の事務所は終わりだな」


    「……っ！」


    　歯噛みする縁えん太た郎ろうを眺めて、黒くろ峰みねは満足気に笑う。


    　その顔が見たかったと言わんばかりの愉悦に満ちた微笑を見せて、ゆっくりと縁太郎に背を向ける。


    「お待ちくださいまし。貴方あなた、ちょっと卑怯ですわ！」


    　カレンが裸足のままで玄関におりて、黒峰の背中をキッと睨にらむ。


    「仲人だったら、仲人の仕事で勝負をするべきじゃありませんこと？　言いがかりみたいなスキャンダルで脅すなんて、そんな卑怯な真似をして、恥ずかしくありませんの！」


    　それに続いて牡ぼ丹たんもツインテールをなびかせてカレンの横に立つ。


    「そ、そうですよ！　あなたよりも縁太郎さんの方が、結衣にゃんの仲人にふさわしいです！」


    　まひるは何も言わなかったが、それでも滅めつ多たに見せない棘のある眼差しを黒峰の背中へ向けている。


    　しかし、黒峰は振り返らない。


    　名も無い雑草を踏みつぶしながら門扉までの小径を進み、車の脇に立っていた黒服が後部座席のドアを開く。


    　──ここまで、か……。


    　黒峰の背中を睨んでいた目から力が抜けてしまう。こみ上げてきた諦観が戦意を喪失させて、かばってくれたみんなに何て言おうかと思う。


    　その時。


    　黒峰の車の後ろに、一台のタクシーがやって来た。


    　降りてきたのは結衣だった。


    「これはお嬢様。どうしてこんなところに……？」


    「それはこちらの台詞せりふだけど……手間が省けたわ」


    　結衣は黒峰に近付いて、敵意もあらわにその顔を強く睨み付ける。


    「黒峰。白はく城じよう結婚相談所には、手を出さないで」


    「そういうわけにもいきません。あの男は私の警告を無視してお嬢様の交際を妨害してきた。やはりあれは捨て置けない野蛮な仲人です。奴の不埒な行動を然るべき証拠と共に報告し、お父様に対処していただきます」


    「お父様に告げ口をしたら、大変なことになるのはあなたの方よ」


    　黒峰は目を見開いて、ハッと声を上げて笑った。


    「何をバカなことを。私はお嬢様のためを思って行動してるのに、それがどうして──」


    　ハンドバッグに手を入れた結ゆ衣いが、一枚の紙を取り出した。


    　黒くろ峰みねにスッと、無言で突き出す。


    「やれやれ。これが一体なんだと……」


    　その紙をまじまじと見つめる黒峰の顔色が、ゆっくりと変化していく……。


    　メガネのブリッジをくいっとやって、まさに目を疑うといった顔つきになり、半開きになった口からは何の言葉も出てこない。


    「知ってる？　お父さんね、嘘つきが一番嫌いなの。あなたが例の写真を使って縁えん太た郎ろうのことを悪く言ったら、私はこれを使って身の潔白を証明するわ。それでも言い負かす自信があるなら、告げ口でもなんでもすればいい」


    　言葉を闘わせていることに興奮しているのか、やけに結衣の頬が赤い。


    　それとは対照的に黒峰は青い顔をして、ずっと顔にへばりついていた媚びへつらいの仮面を捨てて、悔しそうに結衣の提示している紙きれを睨にらみ付けている。


    「……も、もとより私は、お嬢様のことを信頼しておりましたとも。お嬢様が軽はずみに、そのようなことをするはずがないと、思っておりましたので、あ、安心、しました……！」


    　歯ぎしりの音が聞こえてきそうな口調で言って、黒峰はピクピクとひきつった笑みを浮かべる。そして結衣に一礼し、去り際にギロリと縁太郎のことを睨み付けてくる。


    「お前、白はく城じよう……縁太郎と言ったな」


    「ああ」


    「その名前。覚えておくぞ」


    　黒峰は車の後部座席に乗り込むと、力いっぱいドアを閉め、その場から走り去った。


    　──どうにかなった、のか……？


    　正直なところ、何が起こったのか縁太郎にはわからない。しかし黒峰の悔しそうな反応と結衣の勝ち誇ったような顔。どちらが勝者であるかは一目瞭然だ。


    「結衣にゃん！」


    「結衣！」


    　カレンと牡ぼ丹たんが結衣の近くに駆け寄った。縁太郎とまひるもそれに続く。


    「格好良かったですよ、結衣にゃん！　見ててスカっとしました！」


    　ツインテールを跳ね上げて興奮する牡丹に、結衣はまだ赤みの残る顔で苦笑する。


    「一体、どんな魔法を使ったのでして？　ちょっとそれ、見せてくださいまし」


    「あっ、ダメっ！」


    　カレンがひょいっと、結衣の持っていた紙を取り上げた。


    「……診断の結果、性交渉の痕跡が発見できなかったことを、ここに証明いたします？　──って、これは!?」


    　結ゆ衣いの顔が一段と赤くなり、文面を読みあげていたカレンの顔も赤くなる。


    　もうやめてくれとばかりに涙目で懇願している結衣に向かって、カレンは目を見開いて、


    



    「処女証明書ですわぁぁああああ────ッ！」


    



    　──ごく稀なケースであるが結婚相手に貞操を求める会員がいる。


    　それは大抵、財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しであって、貞操観念に厳しい家訓によるものである。


    　そんな話をカレンの家でしたような気がする。結衣もその場にいたと思う。


    　でも、だからといって──。


    　縁えん太た郎ろうが呆然と見つめる先で、結衣とカレンが揉もみ合っている。


    「そのビジュアルで、どうして〝こんなこと〟になってしまうのでして？」


    「い、いいでしょ別に。余計なお世話！」


    　カレンから証明書を取り返した結衣が、二度と取られまいと胸に抱えて、荒くなった息を整える。


    「結衣にゃん、ごめんなさい」


    　そこに牡ぼ丹たんが歩み寄り、申し訳なさそうに頭を下げた。


    「まさか処女とはつゆ知らず、えっちな漫画を読ませてしまって、ごめんなさい」


    「そんな気遣いはいらないわ！　そのぐらい平気だから」


    　そんなやり取りを見守るまひるが微笑んで、


    「ふふっ。良かったわね、結衣ちゃん」


    「あぅ……」


    　そこにあるのは、紛まぎれもなく白はく城じよう結婚相談所のいつもの空気だった。


    　そして縁太郎の胸に実感が込み上げてくる。


    　──なんとかなった、のか。


    　これからも仲人なこうどを続けることができる……！


    　込み上げてくる喜びは、生まれて初めて感じる類のものだった。


    　口元は緩ゆるんでしまうのだが、拳を握りしめる両手から力を抜くことができない。


    「結衣。貴女が〝水み無な月づき〟であっても、わたくしは遠慮する気など微塵もありませんので、そのつもりでいてくださいまし」


    「えぇ。遠慮なんていらないわ」


    　目を細めて微笑むカレンに、結衣は嬉しそうに頷うなずいた。


    「じゃあ、わたしも遠慮しませんね。結衣にゃんが処女でも、えっちな漫画を布教します！」


    「それは、遠慮してほしいんだけど……」


    　ばっさりと言われてしまって、牡丹は「えーっ！」と不満げに口を尖とがらせる。


    「じゃあ、結ゆ衣いちゃんの歓迎パーティーをしないとね」


    　園児の前でするみたいに元気よく腕まくりをしてみせたまひるに、牡ぼ丹たんが子供のようにメニューのリクエストを始める。カレンも料理を作ってまひると対決すると言い出して、三人で並んで玄関の方へ歩き始める。


    　そして、縁えん太た郎ろうのそばに結衣がやってくる。


    「ずいぶんと、長い見学になっちゃったけど……」


    　その一言に、縁太郎は思い出す。


    　初めて結衣と会った時。


    　彼女は苦しんでいるように見えた。


    　それでも必死に抗っていた。


    　だからこそ、放っておくことができなかった。


    



    「私、水み無な月づき結衣は。白はく城じよう結婚相談所に入会します」


    



    　縁太郎のことを見つめた結衣が、吹き抜けた風に黒髪をなびかせる。


    　そして、少し気恥ずかしそうに相好を崩し、


    「これからよろしくね、縁太郎」

  


  [image: ]


  
    　言って差し出された手を、縁えん太た郎ろうは力強く握り返した。


    「ああ。歓迎するぜ、結ゆ衣い」


    　手と手を繋つないで、笑みを交わして。


    　その笑顔を、いつかもっとすごいものにしてやると。


    　結婚式で人生最高の笑みを咲かせてやるのだと──。


    　縁太郎は心に誓い、結衣を会員として迎え入れたのだった。


    



    
      （了）

    


    


  


  
    　あとがき


    



    　初めまして＆お久しぶりです。栗くりノの原はら草そう介すけです。


    　この度は本書をお手に取っていただいて、まことにありがとうございます。


    　前作──『魔法少女さんだいめっ☆』から約一年。どうにか新作をお届けすることができました。


    　今回はその空白の一年について、お話をさせていただこうかと思います。


    　そもそも自分は、一昨年にデビューさせていただいたばかりの新人です。知らないことがたくさんあります。新企画立ち上げも経験がありません。それはどういうものなんだろうと、疑問に思っておりました。


    「とにかくアイディアを出してみてください。良いものが出れば、それを企画にしてみましょう」


    　担当編集さん曰く、あらすじ程度のものをたくさん出してほしいとのこと。いっそのこと三行プロットぐらいでいい。光る作品であればそれだけで分かる。逆に言うなら、三行で良さの分からないものは十万字を書いたところで響かない。


    　なるほど……。


    　ラノベの新作立ち上げとはこういう感じなんだなぁと思いつつ、秘蔵していたアイディアを編集さんに提出してみます。


    　全滅しました。


    　この時、自分はまだ知らなかったのです。企画を立ち上げるに値する作品というのは、相当にレベルの高いものであるということを。それこそ、新人賞に投稿したら何らかの賞を獲得できてしまうような、新しさと面白さを兼ね備えた作品でなくてはならなかったのです。


    　そんな作品、そう簡単には出てきません……。


    　何かすごいアイディアをひねり出すべく、思い付いたものを片っ端からプロットに変換していく日々が始まります。するとそのうち〝プロット・ハイ〟みたいな状態になって、とんでもない珍企画がバンバン出てきます。


    　例えば──


    



    　タイトル──『妹のおねしょが治りませんっ！』


    　出で来き藍あい甘あま絵えは小学６年生になってもおねしょが治らない。原因は分かっている。この俺──出で来き藍あい護まもるが甘やかしているからだ。でも、それはしょうがない……。だって甘絵は、天使のように可愛いんだから！


    「そうは言っても、そろそろ更正させないと。あんたの妹、このままじゃやばいわよ」


    　そんなことを言ってきたのは、隣の家の幼馴染（主人公と同年代）だ。


    「甘あま絵えは今年、修学旅行でしょ？　そこでおねしょとかしたらどうなると思う？　たぶんいじめられるわよ」


    　甘絵が、いじめられる？　この俺の、甘やかしのせいで……!?


    「それはダメだ。そんな未来、絶対にダメだ！」


    「でしょ？　だから更正させるのよ。あんたの駄目な妹を」


    　甘やかしたい兄と甘やかされたい妹による駄目妹だめうと更正コメディです。〝おねしょ〟というパワーワードで注目を集め、駄目な妹の可愛さに筆力を注ぎます。この妹はダメ過ぎて呂ろ律れつがまわらないという設定があって、お兄ちゃんのことを「ほ兄ひゃん」と──。


    



    　振り返ってみれば正気を疑う内容ですが、思い付いた時はイケると思っておりました。


    「降りてきた！」と口走っていた気がします。一体なにが降りてきたのか謎ですが、プロット・ハイになっている自分は編集さんに企画を出して、あえなくボツになりました。


    　しかしこれは氷山の一角に過ぎません。似たようなやつがあと５０個ぐらい転がっています。まさに自分は没企画製造マシーンと化していたのです……。


    　──そんな状態からどうやって『結婚が前提のラブコメ』にたどり着いたのか？


    　これがまた意外なきっかけなのですが、紙面が尽きてしまいました。続きは２巻のあとがきに引き継ぐとして、謝辞に移らせていただきます。


    　担当編集、岩いわ浅あささま。


    　前作に引き続き、今回もめちゃくちゃお世話になりました。新企画立ち上げのやり取りから、プロット作り。改稿作業に至るまで、まんべんなく助けていただきました。特に終盤のアレは助かりました。次からはもっと優良進行できますように頑張りますっ！（土下座）


    　イラスト担当、吉よし田だばなさま。


    　素晴らしいイラストをありがとうございます。初めてキャラデザの原案を見た時の感動を鮮明に覚えています。キャラクターに〝会えた〟ことが嬉しくて、すぐにイラストをパソコンのデスクトップに設定し、作業の合間にチラチラと見てはテンションを上げておりました。すっかりファンになりました。次巻もよろしくお願いしますっ！


    　そして、この文章をお読みいただいている読者さまへ。


    　〝婚活ラブコメ〟というラノベでは珍しい題材の作品です。それでも臆することなく手を伸ばしていただいて、本当にありがとうございます。少しでも楽しんでもらえていれば幸いです。ラブコメと言っておきながら、あまりラブコメできていなくてごめんなさい。二巻ではもう少しラブコメの波動を出したいと思っております。もっとも、二巻を出せるかどうかは大人の事情（売り上げ次第）だったりするわけですが……。


    　二巻を出せる未来を信じ、ひとまずは筆を置かせていただきます。


    　最後までお付き合いいただき、ありがとうございましたっ！

  


  
    栗ノ原草介


    Sousuke Kurinohara


    



    ラノベ作家（独身）です。結婚が前提のラブコメが……したい！

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    結婚が前提のラブコメ
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